

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　再開






「な、何よ、アイツは……！」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくアリシアの視線の先には、鋼の剣を携えて咆ほう吼こうする巨大なゴブリン。テスラが神妙な面持ちで、離れた場所にいるそのモンスターを見据えている。

「あれがゴブリンの王──『片眼ワンアイ』だ。奴やつとは数年前に一度やり合ったことがある。テッドの町付近で人狩りをしているゴブリンがいると聞いて、ガバン様が特例的に僕を町の外に派遣したんだ。その時、僕は奴の目に傷を負わせ、どうにか逃げるので精一杯だった」

　テスラの台詞せりふを聞きながら、俺はデジャヴに似た不思議な感覚を味わっていた。

　……今、俺の周りにいるのは、片眼ワンアイに視線を送るテスラ。ノコギリを構えたミザリサ。そして幼なじみのアリシアだった。

　──アリシア……！

　キワクエ内での幼おさな馴な染じみを見詰めていると、胸の奥から熱いものが込み上げてくる。前回、アリシアは俺の身代わりに犠牲となったのだ。

　──今度こそ守ってやるからな！　アイツから……！

　憎悪を込めて俺が睨にらむのは、遠くにいる片眼ワンアイではない。涼やかな顔付きの町の英雄、テッド町内衛兵隊隊長テスラである。そう、コイツこそが黒幕。さっきはゴチャゴチャと片眼ワンアイについて喋しやべっていたが、その内容が嘘うそっぱちだということを俺は既に知っている。

「大おお嘘うそ吐つきのクソ野郎が………!!」

　怒りの為ため、思わずそんな悪態が漏れた。

「ちょ、ちょっと！　落ち着きなさいよ、ヒロ君！」

「レオナさん……」

　妖精でフィギュアサイズのレオナさんが肩越しに俺をなだめてきた。キワクエの中で、レオナさんの姿や声はモンスターやＮＰＣには認識できない。この場でレオナさんの姿が見えているのは俺だけである。

「カムイに聞いた方法で、死んだ一時間前から復活できた！　だけど、これからテスラに負ける可能性だってある！　そしたらアナタはまたハードとソフトを失うのよ！　冷静にならなきゃダメ！」

　レオナさんの言う通り、こうしてリプレイできているのはカムイの秘技もさることながら、事前にレオナさんからＶＲ・ＮＸと新しいキワクエのソフトを無償でレンタルしているからなのだ。

「今度死んだら絶対にお金払って貰もらうからね!!　お金!!　絶対に!!　金!!」

　小さな両の拳を握りしめている。ゲームのアドバイスではあまり見せたことのない、怖いくらいの真剣さである。二度の敗北は経済的にも決して許されない。

　それでも俺はテスラを見据えながら言う。

「大丈夫。あの時とは違います」

　腕立て、腹筋にランニング。テスラを倒す為ために積み重ねた一ヶ月間の苦労が脳裏を駆け巡る。俺は自信を持ってレオナさんに宣言する。

「俺は至って冷静です。テスラは何があっても絶対に倒します」

「……へえ。すごい迫力じゃない」

　レオナさんがくすりと笑った。『油断や慢心ではなく、練習によって付いた確固たる自信』──それが伝わったのかも知れない。

　俺は遠くを窺うかがう。片眼ワンアイはまだ俺達たちに気付いていない。一方、テスラは衛兵を呼び、指示を出していた。

「檻おりを。あの檻を運んできてくれ」

　二名の衛兵はテスラに敬礼すると地ち下か牢ろうの方へと駆ける。

「さて、じゃあ行くか」

　そう呟つぶやくとテスラは俺の方に歩み寄ってきた。そして爽やかな笑顔を見せる。

「奴やつを倒して……そして君と一緒に町の外に出なきゃあならないからな」

「お、俺と……一緒に……？」

　初めて聞いた時は心を揺さぶられたテスラの台詞せりふ。しかしネタバレしている俺は、違う意味で激しく心を揺さぶられていた。

　いや、さっきからずっと何言ってんだ、この野郎！　涼しげな顔して、いけしゃあしゃあと！　お前の口は嘘うそしか吐つけないのか！　ああ……ダメだ！　やっぱり腹立ってきた！

「テスラァァァァァァァァァァァ!!」

　俺は叫びながらテスラの胸ぐらに掴つかみかかっていた。

「こんのクソ野郎があああああああああ!!」

「!!　ヒロ君!?　それのどこが冷静なのよ!!」

　レオナさんが叫び、テスラは俺の様子に激しく狼ろう狽ばいしていた。

「な、何をするんだ、ヒロ!?」

　それでも俺は怒りを抑えられない。感情の赴くまま、この一ヶ月で更に増幅した恨みを爆発させる。

「何が『一緒に町の外に』だ!!　ふざけんじゃねえぞ!!　ひとの目ェ、潰しやがったくせによォ!!」

「目なら、ちゃんとあるじゃないか!?　一体どうしたんだ!?　いきなり人が変わったみたいに!!」

「うるせええええええ!!　全部テメーのせいだろうが、コラァァァァァ!!」

　俺はカムイのように罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐く。俺の剣けん幕まくに普段クールなアリシアも目を丸くしていた。

「ひ、ヒロ!?　アンタ、何やってるのよ!?」

「ヒロっち、遂ついにおかしくなっちゃったっすか!?　つ、つーかこの状況……流石さすがにマズいっすよ!!」

　ミザリサが狼狽うろたえながら、武器のノコギリで前方を指し示している。その先には、こちらに向かってにじり寄ってくる片眼ワンアイの姿が。どうやら俺が騒いだせいでこちらに気付いてしまったようだ。

　しかし、俺がテスラの胸ぐらを掴つかんでグングン揺さぶっているのを見て、

「グルル……？」

　片眼ワンアイも呆あつ気けに取られている様子であった。

「す、凄すごいわ、ヒロ君!!　片眼ワンアイもびっくりして、引いてるくらいの殺意よ!!」

「ヒロ！　とにかく落ち着いてくれ！　僕には君に何があったのか分からない！　だが今は仲間同士で争っている暇はないだろう！　ゴブリンの討伐が第一だ！」
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「いいや、違うね!!　お前の討伐が第一だ!!」

「ぼ、僕の討伐!?　どうしてだ!?」

「ネタは上がってんだよ!!　全部お前と町王ガバンの仕業だろうが!!　ゴブリンをさらって人ひと質じち──いやゴブ質じちにしやがってよォォォ!!」

「ヒロ君!?　『ゴブ質』って何よ!?　ちょっとは落ち着きなさい!!　どうどう!!　はい、どうどう!!」

　レオナさんが俺の耳をギュウギュウと引っ張る。アリシアもミザリサも、そして片眼ワンアイも、きょとんとした表情で成り行きを見守っている。だが……テスラだけは顔色を変え、先ほどまでと打って変わった鋭い目付きで俺を睨にらんでいた。

「まさか……ゴブ質のことを知っているとはな……」

　立ち上るドス黒いオーラ。不敵な笑み。耳元で浮遊していたレオナさんが、慌てて俺の頭の後ろに隠れる。

「気を付けて!!　テスラが本性を現すわ!!　……ってか『ゴブ質』って共通語なの!?」

　テスラが鞘さやから金こん色じきの剣を抜いて構えるのを見て、俺はにやりと笑う。

「その憎たらしい面の方がよっぽど似合ってるぜ。テスラ」

「くくく、ヒロ……お前はこの町の謎を知っているのだな？」

「ああ。お前の悪事はみんなお見通しだ」

「そうか。なら──死ぬしかないな！」

「ヒロ君！　くるわ！」

　テスラの姿が忽こつ然ぜんと眼前から消える。しかし俺に焦りはない。同時に鞘から剣を抜いて、地を蹴った。俺が剣を振り払うと、鉄と鉄がぶつかる不協和音が辺りに響く。

「えっ……」

　レオナさんの驚いた声。今、俺とテスラは先程話していた場所から数メートル離れた位置にいた。鍔つば迫ぜり合あいする俺とテスラの背後で腰を抜かしているのは、地ち下か牢ろうから檻おりを運んできた衛兵達たちである。俺はテスラを見据えたまま振り向かず、衛兵に叫ぶ。

「早く逃げろ！」

「え……？　あっ……は、はいっ！」

　衛兵達が駆けていくのを横目で見ながら、俺は内心ほくそ笑んだ。どうだ、テスラ！　お前のやることは分かってるんだ！

「『テッドの町の謎を知った者は全て殺す』だろ？　けど、思い通りにさせないぜ。今回は誰も殺させねえ」

「貴様……！」

　鬼の形相で俺を睨ねめ付けるテスラ。ミザリサとアリシアの狼狽うろたえた声が聞こえる。

「な、な、何すか、これ!?　一体、何が起きてるんすか!?」

「い、今!!　テスラ様が部下を斬り殺そうとした!!　それをヒロが守ったのよ!!」

　交差した剣と剣の向こうには、テスラの憎悪に満ちた形相が見える。俺が負けじと剣を押し返すと、テスラは少し後退した。その隙に、背後で成り行きを見守っている二人に真実を叫ぶ。

「アリシア、ミザリサ！　コイツは自分の私利私欲の為ために、片眼ワンアイの子供をさらったんだ！　人間に対する恨みをゴブリンに持たせる為に！　そしてゴブリンの恐怖を利用して、この町に人を縛り付ける為にな！」

「そんな……！」

　驚きよう愕がくの声を発するアリシア。周りのざわつきが一際激しくなった。どうやら、他の衛兵達たちにも俺の声が聞こえたようだ。

「て、テスラ様が……？」

「バカな！　でたらめだ！」

「だ、だがこの状況は……！」

　俺は眼前のテスラを見据えながら、口角を上げる。

「どうする？　悪事がバレちまったぞ。降参するか？」

「フン。この場にいるのは、十数人といったところだろう。全員殺すのに数秒だ」

　この野郎、やっぱり許せねえ！　どのみち降参なんかさせる気はなかったけどな！

「くくく！　テッドの謎に気付いたことは褒めてやる！　だがそこまで！　このテスラを超えられる者など存在しない！」

「ヒロ!!」

　アリシアとミザリサが駆けてくるのが分かった。どうやら加勢しようとしてくれているらしい。しかし、俺は近寄ってくる二人に叫ぶ。

「来るな！　離れてろ！」

「で、でも……」

　足を止めた二人に代わって、今度は片眼ワンアイが唸うなりながらこちらに歩いてくる。俺はそんな片眼ワンアイに笑いかける。

「いいからお前も離れてろって。子供は俺が救ってやるからさ」

「グル……ル……」

　俺が片眼ワンアイを諭したのを見て、テスラがくぐもった声で笑った。剣を引き、俺から少し距離を取る。

「衛兵を救ったことで調子づいているようだな。僕はまだちっとも本気を出していないんだがね？」

「じゃあ出して見ろよ。得意の必殺技を」

「言われるまでもない」

　テスラが獲物に飛びかかる寸前の猛獣のように、腰を落として低く構える。

「死ね……！　『雷鳴神速ライトニング・エクストリーム』……！」

　テスラが剣を振りかぶって、突進してくる。『絶』『極』と段階を経て、より威力を増す超高速の必殺剣だ。ただ、ノーマルヴァージョンの雷鳴神速ライトニング・エクストリームは、今の俺の目にはスローモーションのようにはっきり映っていた。

　動きを見切って、俺の喉元に放たれた一撃を剣を楯たてにして防ぐ。ようやくテスラが焦りの表情を見せた。

「止めただと!?」

　──バーカ！　今日も怒りマックスなんだよ！　裏技発動も順調だっての！

　今度はこちらの番だ。俺は力を込めた剣をテスラに振るう。実際、剣技なんて短期間、練習したところで身につくもんじゃない。それでもこの時の為ために、家で剣道やフェンシングの動画を見たりした。庭で竹刀を振って、素人なりに練習だってした。

　俺はテスラに自らの剣を連続して叩たたき付ける。

「バカな!!　何だ!?　この力と速度は!!」

　剣技は未熟だろうが、裏技発動で俺の力と素早さは大幅に向上している。それに初戦時より、ずっと感覚が鋭敏になっているように思う。

「お、おい！　アイツ、ヒロだよな？」

「何でヒロがテスラ様と戦ってんだ!?」

　剣を打ち交わしている最中、不意に聞いたことのある声が聞こえた。振り向かなくても分かる。アモスとパルーだ。

　いつしか俺とテスラの周りには、先程の倍近くのギャラリーが集まっていた。ミザリサがアモス達たちにテスラの悪行を語っている。

「……ってことで、テスラ様がゴブリンを利用してたらしいんすよ!!」

「いや、それにしたって何でヒロがあんなに強いんだ!?　訓練じゃあ誰にも勝てなかったのに!!」

「わ、わかりましたよ、アモスさん！　きっとヒロの奴やつ、内偵してたんですよ！　テスラ様が──いやテスラが怪しいと睨にらんで、訓練所に潜り込んでたんだ！」

「つ、つまり、練習じゃ、わざと弱い振りをしてたってことかぁ!?」

　パルーとアモスの言葉に吹き出しそうになる。いやいや、あの時はもちろん本気だったって！　けどまぁこの変化見たらそう思うか！　アモスに軽くあしらわれてた俺が、テッド最強のテスラを追い込んでんだからな！

　俺の攻撃に防戦一方だったテスラ。だが、その顔が突然、愉悦に歪ゆがむ。

「すさまじい力だ！　だが、お前の力に持っている武器が追いついていないぞ！」

　ピキッ、と。剣が音を立てた。見れば刀身に蜘く蛛もの巣のような細かい亀裂が入っている。一層激しくテスラが剣を叩たたき付けると、俺の剣は音を立てて根元から折れてしまった。

「ははは！　天はこのテスラの味方らしいな！」

　テスラが俺の首を狙おうと、金剛斬剣ゴールドブレイドを大きく引いた。

「ひ、ヒロ!!」

　同時にアリシアが叫ぶ。絶体絶命のピンチ。それでも俺には余裕があった。

「……こうなることも知ってる。ちょっと待ってろよ、テスラ」

　予想通り、次の瞬間、場面が急転した。テスラと戦っていた筈はずの俺は、気付けば、小高い丘の上に立っている。

　うららかな日差し。聞こえてくるのは鳥のさえずり。そして、見覚えのある大きな木の下で、やはり見覚えのある男が佇たたずんでいた。

「マーチ──────────ン!!」

「!?　うわっ!!　びっくりした!!」

　俺が大声で叫ぶとマーチンは体を大きく震わせた。俺は息せき切って、マーチンに走り寄る。

「早く!!　早く魔剣になってくれ!!」

「えっ。ちょっと……。そんなに焦ることないだろ。向こうの時間は止まってるからさ」

「ダメなんだって！　裏技発動には熱い気持ちを持続させなくちゃならないんだ！　テスラへの怒りを途切れさせたくない！　だから魔剣になって！　今すぐ！　マーチン！」

「な、なろうとしてたけど、そんな風に急せかされたら心の準備が……」

「ためらわなくていいって！　『一緒に行こう！　そしてともに戦おう！』」

「いや、それ俺の台詞せりふだろ!!」

「いいから早く!!　ホラッ!!」

「わ、わかったよ。魔剣になるよ。なればいいんだろ。調子狂うなあ、もう……」




「……ば、バカな!!　何だ……その剣は!?」

　おののきを孕はらんだテスラの声で俺は我に返る。以前のような感動は微み塵じんも無かったが、それでも折れて無くなったはずの刀身が復活していた。しかもそれは以前の刀身ではない。俺は血のように紅あかく輝く刀身の剣を握りしめ、それでテスラの剣を防いでいた。

　赤い瘴しよう気きのようなものが発散されている剣を不気味と感じたのか、テスラは自らの剣を引いた。その刹那、今度はテスラの剣が激しい音を立て、弾はじけるように粉砕される。

「触れただけで我が金剛斬剣ゴールドブレイドが!?　そうか、その剣は魔剣……!!　貴様、呪われた魔剣使いか……!!」

　俺は剣を振りかぶりテスラに猛進する。

「うおおおおおおお!!　ブッ殺してやるうううううううううう!!」

「すごいわ、ヒロ君!!　目が血走ってる!!　まさしく呪われた魔剣使いね!!」

　俺の勢いに後退したテスラは腰の鞘さやから、予備のレイピアを抜く。その様子を見て、俺も慎重に出方を窺うかがう。俺達たちは互いに剣を構えたまま、対たい峙じしていた。

「認めてやる。貴様は一刻も早く排除せねばならない強敵だ。ならば、見せてやろう！　我が究極奥義『雷鳴神速・極ライトニング・エクストリーム・アルテマ』を！」

　そう。そんな風に言われれば否いやが応おうでもテスラに注意が行く。だがそれがこのキワクエのイヤらしいところ！　本命はこっちだ！

「無駄だ！　ガバン！」

　俺は咄とつ嗟さに背後を振り向き、にじり寄ってきていたガバンの頭を片手で押さえた。スカートをまくって膝を出していたガバンは妙な体勢のまま、固まった。蒼そう白はくな顔を俺に向けてくる。

「ば、バカな……！　なぜ、私の必殺技を……！」

「前回はお前の膝カックンに泣いたからな！」

　俺は声を張り上げる。

「みんな！　ガバンも共犯者だ！　頼む！」

　しかし衛兵達は俺の言葉に顔を見合わせた。

「が、ガバン様を捕まえるのか……？　え、マジで……？」

　アモスがオロオロしていると、傍そばにいたキャシーが叫んだ。

「何やってるの！　ヒロの声が聞こえたでしょ！　その女も悪者なのよ！　捕縛しなくちゃ！」

「そ、そうか！　俺ら町内衛兵隊だもんな！　悪い奴やつがいたら捕まえないと！　よ、よし！　誰か捕らえて縛り上げろ！」

　アモスが指示すると、一瞬の沈黙の後、数人の衛兵がガバンを囲んだ。

「ひっ！　テスラ、助けて……！」

　ガバンが哀れな表情をテスラに向ける。愛人のピンチに、流石さすがのテスラも動揺を隠せないようだ。息を荒くして、俺を見据えた。

「こ、このクソガキが！　殺してやる！」

「黙れ！　今度こそ勝つのは俺だ！」

　言い終わるや、俺とテスラは、ほぼ同時に互いに向けて突進していた。

「いっけえヒロ君!!　テスラ、ブッ殺したれやあああああああああ!!」

　レオナさんのゲームアドバイザーとは思えない、いや、いい年をした大人とも思えないヤジを背中に受けつつ、俺は眼前のテスラに叫ぶ。

「行き止まりデツドエンドだぜ！　テスラ！」

「な!?」

　いつの間にか背後に回り込んでいる俺に喫驚するテスラ。俺は全力で魔剣を振り下ろす。かわすのもままならず、咄とつ嗟さに剣で頭部をかばおうとしたのだろう。野菜を叩たたき切ったような感触と共に、剣を握ったテスラの右腕が宙を舞った！

「ぐあああああああああ!!」

　テスラが獣のように咆ほう吼こうして、その場にくずおれる。レオナさんが俺の耳元に飛んできた。

「や、やった!!　やったわよ、ヒロ君!!」

「はいっ!!」

　テスラは傷口を押さえるようにして、両膝をついている。肘から先を無くしたせいで、出血は多量。うずくまるテスラを見て、レオナさんが興奮して、まくし立てる。

「テスラはもう戦闘不能だわ!!　ってか、ヒロ君!!　何よ何よ、さっきの決め台詞ぜりふは!!　『行き止まりデツドエンドだぜ、テスラ！』だって!!　アレって前にテスラが言ってたのと全く同じやつよね!!　それをそのまま言ってみたのよね!!」

「あっ……いやまぁ、その……はい」

「昨日の夜から言おうと決めてたの？　絶対そうよね！　突然あんな台詞、出てこないもの！　ずっと準備してたのよね!!　すごくよかった!!　面白かったわ!!」

「えっと、あの……レオナさん……もうあんまり言わないでください……死ぬほど恥ずかしくなってきました……」

　穴があったら全力で飛び込みたい気分になっていたのだが、

「ぼ、僕の腕が!!　小こ僧ぞおおおおおおおおおおおおお!!　クソがクソがクソがあああああああああああああ!!」

　テスラが鬼気迫る表情で悶もん絶ぜつしていた。そして俺は血に濡ぬれた魔剣を見る。先程テスラを斬った感触がまだ手に残っていた。

　ひ、人を斬るってあんな感じなんだ……!!

　それは、今までプレイしたどのフルダイブＲＰＧでも味わったことの無い生々しい感触だった。実際、俺はキワクエでゴブリンを斬ったこともない。バトルといえば、せいぜいギンジと殴り合いをしていただけである。

　腕が切断されたテスラは、そこから蛇口のようにドバドバと大量出血をしている。

　──う、うわ……痛そう……！

　見ていると、テスラへの怒りが薄れ、脳がクールダウンしてきた。一方、レオナさんは俺と真逆に興奮冷めやらぬ様子であった。

「さぁ、ヒロ君！　トドメよ！　もっかいさっきの決め台詞ぜりふいっとく？　『テクノカットだぜ、テスラ！』だっけ？」

「!?　そんなこと言ってませんよ!!　どんだけバカにすれば気が済むんですか!!」

「とにかく、しっかりトドメを刺しておかないと！　生かしたままだと、また変なフラグが立つかも知れないわ！」

「そ、そうですね……」

　ごくりと唾を飲み込む。俺は、地面に巨大な血だまりを作るテスラに魔剣を持って近付いていく。

「もう止やめてええええええ!!　利き腕を無くしたテスラに勝ち目は無いわ!!」

　衛兵に捕らえられながら絶叫するガバン。酷ひどい性格の二人だが、互いを思う気持ちは本物らしい。

「わ、分かったよ。えっと……こ、これからはもう悪いことするなよ？」

　俺はそう言いながら魔剣を鞘さやに収めた。レオナさんが驚いた声を出す。

「ええっ!!　許しちゃうの!?　ヒロ君!!　アナタ前回、目を潰されて殺されてるのよ!?」

「いやまぁ、そうなんですけど」

　ガバンの懇願もさることながら、俺は片腕を失ったテスラを眺めていた。普通のフルダイブＲＰＧではモンスターを傷付けたとしてもこんなに血が出ることはない。大抵はドット化して消えたりする。しかしキワクエは『実際、腕を失ったらこんなにいっぱい出るんだよ』と言わんばかりに遠慮無く猛烈に止まることなく出血している。うう、妙にグロいんだよ、キワクエ……！

　自分が出血しているような焦った気分になってきて、俺は辺りを見渡しながら尋ねる。

「だ、誰か包帯とか持ってない？　えっと……そうだ、テスラ。落ちた腕だけど水に浸つけとく？　手術すれば、くっつくかも」

「バカね、ヒロ君。そんな医術、この世界にある訳ないじゃないの」

「あ、そっか」

　するとテスラはより一層、鬼気迫る表情で俺を睨ねめ付けてきた。

「水に浸つけるだと……!?　酒のつまみにでもするつもりか!!　バカにしやがってえええええええええええええ!!」

　!?　いや、そんなつもりはなかったんだけど!!

　テスラの迫力に俺は後ずさる。するとアモスやパルー達たち、衛兵の姿が視界に入った。皆一様にオロオロして狼狽うろたえている。

「て、テスラ様がヒロに倒されたぞ！」

「ええっと……俺らこれから、どうすれば良いんだ？」

　衛兵達は今の今まで将だった者を失い、どうして良いか分からず逡しゆん巡じゆんしていた。しかし、アリシアが彼らの前に立ち、毅き然ぜんとした態度で言葉を放つ。

「さっさと捕まえて。テスラは犯罪者なのよ」

「ほ、ホントに犯罪者なんだよな……？」

「そうよ。その証拠にアレをご覧なさい」

　アリシアの指の先には巨きよ躯くのゴブリン──片眼ワンアイが様子を静かに見守っていた。背後には多数の仲間がいたが、片眼ワンアイが鋼の剣を収めると、他のゴブリンもそれに倣うように自らの武器を次々と仕し舞まう。

「ヒロが敵を討った。だからゴブリンはもう私達を襲わないわ」

「つまり本当に全部……」

「テスラとガバンのせいだったのか……！」

　ナイスだ、アリシア！　これできっと、みんな納得してくれる！

　心の中でアリシアに感謝する。勧善懲悪、万事解決……の筈はずだった。しかし、事は俺の想像の斜め上へと進展し始めた。

「俺達をずっとこの町に縛り付けてた元凶はこいつらってことかよ！」

「ああ！　テスラとガバンは長い間、俺達を欺いてきたんだ！」

　憎悪のこもった衛兵達の視線が二人に突き刺さっていた。

「殺せ……」

　誰かがぼそりとそう呟つぶやいた。そして、その呟きは、

「「「殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」」」

　周りにいる衛兵達に伝でん播ぱしていく。訓練所にいた見知った者達も同じように連呼していた。中でも俺が驚いたのは、俺に剣技を教えてくれたキャシーも「殺せえええ！」と腕を掲げて叫んでいたことであった。

「れ、レオナさん!!　キャシーまで叫んでますよ!?　あの子、あんなキャラでしたっけ!?」

「テッドの町でテスラは絶対的な司法権限を持っていた。いわば法の番人。なのに長い間、自らが法を犯していた訳よ。そりゃあ皆の反感は凄すさまじいでしょう」

　止やまない『殺せコール』を浴びながら、ガバンは歯を食いしばって衛兵達たちを見上げた。

「愚民共が……！　誰のお陰で、今までこのテッドの町で平穏に暮らせていたと思っているの……！」

　そして髪の毛を振り乱しながら、大声で叫ぶ。

「オーベルダイン列強の王は、皆おしなべて残虐！　私とテスラのお陰でその支配から免れていた！　お前達は私とテスラに膝を突いて感謝すべきなのよ！」

　しかしその一言がますます皆の怒りに火を付けたようだ。

「えぇい、黙らんか！　犯罪者めっ！」

　アモスが手を振りかぶって、ガバンに平手を喰くらわした。

「うわっ!!　アイツ、女の人を殴りましたよ!!　このご時世にダメでしょ!?」

「まぁゲームだから良いんじゃない？」

「良いんですかね……い、いやでもこのまま放っておいたら、二人とも処刑されちゃいそうな勢いですけど……」

「うん。そしたらヒロ君、また亡霊に取り憑つかれるかもね」

「ええっ!!　それって……」

　ま、まさか、もしかしてまたマーチンの時みたいに……！

『ヒロぉぉぉぉ!!　コレが僕テスラと、』

『私ガバンのカップル・タイムよぉぉぉぉぉ!!』

　血まみれのテスラとガバンの亡霊が仲良く並んで俺の枕元に立つシーンを想像して、一気に血の気が引く！

「だ、ダメダメ!!　死刑はダメだって!!」

　俺は、衛兵達に足蹴にされているテスラとガバンの間に入って両手を広げた。

「落ち着けって！　こんな奴やつら、牢ろう獄ごくに閉じ込めておけばいいじゃん！　なっ！」

　すると近くのミザリサがポンと手を打った。

「ああ、なるほど！　生かしておいて拷問にかけるんすね！　ヒロっちも私と同じでなかなかサディスティックっすねー！」

「はぁっ!?　そんなつもりじゃ、」

　ミザリサの言葉を聞いて、ガバンとテスラは鬼のような顔で俺を睨にらんでいた。

「殺さずにいたぶり、慰み者にしようというのか……！」

「ヒロ！　お前さえ、お前さえいなければあああああああああ！」

「私の計画を……私の町を返せええええええええええええ!!」

「ヒロおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　この恨み、絶対に忘れるものかああああああああああああ!!」

　!?　怖すぎる!!　恨み節がすごい!!

　交互に俺に向かって叫び続ける二人だったが、

「黙れ、この犯罪者共！」

　ゴッと鈍い音を立てて一人の衛兵がテスラを殴った。その後はリンチのように全員でテスラを足蹴にする。

「いやあああああああ!!　やめてええええええええ!!」

　ガバンが泣きながら叫ぶ。その光景に俺はドン引きしてしまう。

「や、やりすぎじゃない……!?」

　以前テッドの町が炎上したことがあったが、何だかもう違う意味で大炎上していた。

　凄惨すぎる状況に戦慄していると、アモスがにこやかに俺に近付いてきた。

「いやあ、よくぞこの町の悪を退治してくれたよ。後は俺達たちに任せてくれ」

「あ、ああ。だけど、あんまり無む茶ちやするなよ？」

　ボブとキャシーも満面の笑みを見せる。

「うん。ヒロに言われた通り、牢ろう獄ごくで生かさず殺さず、じっくりたっぷり罪を償って貰もらうわ」

　二人ともにこやかだったが、その目はどことなく濁っていた。

「さぁ、犯罪者を連れて行け!!」

　アモスが命令し、テスラとガバンは引きずられるようにして、地ち下か牢ろうの方に連れて行かれる。その様子を見ながら、アモスは舌なめずりをして下品に笑っていた。

「くくく……これからは俺の時代だ……！」

「!?」

　俺が絶句している間にアモスとパルーは歩き去って行ってしまった。少し遅れて、ボブとキャシーを先頭にした衛兵達がその後に続く。俺の隣を通り過ぎる時、二人の呟つぶやきが聞こえた。

「アモスの奴やつ、何言ってやがる。これからは、」

「そう。私達たちが町の実権を握るのよ……！」

　衛兵所で仲間だった筈はずのボブとキャシーは俺に一いち瞥べつも無く歩き去って行った。彼らの横顔は今までに無く、邪悪に醜く歪ゆがんでいたのであった……。

「って、レオナさん!!　何ですか、コレ!?　町を解放したのに全然爽快感がない!!　キャシーとかボブとか比較的まともだったキャラまでヤバめに変貌してましたよ!!」

「一つの悪が倒れてもまた次の悪が生まれる──次は彼らがテスラやガバンに代わって、この町を悪い方向へ進めていくのかも知れないわね」

「じゃあ俺のしたことって一体!?　ああ、もう!!　こんなシーン見たくなかったよ!!」

　何なんだよ、キワクエは！　もうちょっと爽やかなストーリーにできないのかよ！　これじゃあ俺、ミザリサの言う通り、テスラとガバンをいたぶっただけのサド野郎じゃんか！

　不条理に頭を掻かきむしっていると、レオナさんが俺の肩に舞い降りる。

「なら、ヒロ君。とっととテッドの町を出ましょう」

「え？」

「アナタはプレイヤーの殆ほとんどが行き詰まるこのテッドの町を突破できる！　これは最高に素晴らしいことよ！」
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　レオナさんが満面の笑みを見せた、まさにその時。俺の首に付けているペンダントが眩まばゆく輝き始めた。

「さぁ見なさい！　称号にもその名誉と栄光が証あかしとして刻まれるわ！」

「名誉と……栄光が……？」

　そ、そうか!!　なんだかんだで俺はテッドの町を攻略した!!　今までロクな称号じゃなかったけど、遂ついに俺もカムイみたいな格好良い称号が貰もらえるのか!!

　胸をときめかせながら、俺はペンダントを見た。




『嗜虐趣味の親友殺しサデイステイツク・ベストフレンドキラー』




「!?　いつも通りのイヤな感じのアレじゃねえかよ!!」

　俺はペンダントを地面に叩たたき付け、レオナさんを睨にらんだ。

「何が名誉と栄光が刻まれる、だ！　イヤミが刻まれただけじゃないですか!!」

「さぁ行きましょう!!　いざ、新天地へ!!」

「自分に都合が悪いことは完全にスルーですか!?」

　レオナさんは本当に俺を無視して、無邪気に飛び回っている。何だよ、もう！　前回は『親友殺しの剣使いソード・【ベストフレンドキラー】・ユーザー』とかそれなりにマシな称号だったのに！

　だが落ち込んでいても仕方が無い。気分を変えてペンダントを拾った後、俺はアリシアに近付いた。

「じゃあ行こうか、アリシア」

「は？　行くって何ど処こへよ？」

「テッドの町を出るんだ。一緒に行こう」

　前回プレイ時、アリシアが死ぬ前に俺は彼女の本音を聞いている。マーチンを殺害した俺を、もう許してくれていることを知っているのだ。だからこの勧誘は俺にとってはごく自然なことだったのだが、アリシアは眉間に思いっきり皺しわを寄せていた。

「と、当然のように言ってくれるわね。私がヒロに付いてく理由があるの？」

「あはは！　分かってるんだって！　俺が殺されそうになったら助けてくれるんだろ？　本当は優しいもんな、アリシアは！」

「な……な……！」

　顔を真っ赤にするアリシアの肩に俺は手を置いて、微笑ほほえむ。

「これからも頼りにしてるぜ、相棒！」

「う、うるせぇっ!!　この自己中心的サド野郎おおおおおおおおお!!」

「!!　ひいっ!?」

　突如、アリシアは果物ナイフをブンブンと振り回し始めた！

「な、な、何で!?」

　マジで斬られそうになって、尻餅をつく。怯おびえる俺を見て、アリシアは少し落ち着いたのか「フン」と言ってそっぽを向いた。

　俺は浮遊するレオナさんにすがるようにして尋ねる。

「や、やっぱり一回死んでやり直したから、前と感情が違くなったんですかね？」

「アリシアがヒロ君を大切に思ってるのは間違いないわ」

「ならどうして？」

「もう。女心が分からないのねえ」

　そんなこと言われても……。だって俺、実際女の子と付き合ったことなんかないし……。

　お尻に付いた土をパンパンと払いながら立ち上がると、ミザリサがにこりと微笑ほほえんでいた。

「私も一緒に行って良いっすか？」

「え。お前、異端審問官インクイジターの仕事は？」

「確かに、このままテスラとガバンを拷問するって選択肢もあるんすけど……それよりヒロっちに付いてく方が色々と楽しそうっす！」

「シシシ」と笑うミザリサに何だか好感触。へぇ！　ミザリサの奴やつ、仲間っぽいこと言うじゃないか！

「まぁホントのこと言うとっすね、この町にはもうヒロっちをお漏らしさせる程の敵はいないじゃないっすか。けど外の世界には、きっともっと強い敵がいっぱいいるっす。ヒロっちに付いていけば今までにないくらい盛大なお漏らしを拝見できるかも知れない、ってそう考えたんすよ！」

「!?　何だ、そのクソみたいな理由!!」

　置いていきたい気持ちが急上昇したが、レオナさんが耳元で囁ささやく。

「仲間は多い方がいいわ。それにミザリサは戦闘力が高い。そこらへんの兵士を連れてくより、よっぽど頼りになるわよ」

「うーん。確かに」

　俺が渋々了承すると、ミザリサは喜んで腕を絡めてきた。

「嬉うれしいっす!!」

「お、おい！　ちょっと離れろって！」

　アリシアがものすごい形相でギリッと歯ぎしりするが、ミザリサはチロリと赤い舌を出した。

「なんすか。アンタは来ないっしょ？」

「別に行かないとは言ってないでしょうが！」

「チッ。何だかんだで来るんすか」

　こうして。結局、俺、ミザリサ、アリシアの三人で町を出ることになったのだった。




「それじゃあ行きましょうか。此こ処こからなら南門が近いわ」

　肩に乗ったレオナさんに頷うなずく。

「南門ですね。じゃあそこからテッドを出ますか」

　俺は早速、南門に向かおうと思ったのだが、アリシアが突然踵きびすを返した。

「先に行っておいて。私、ちょっと準備があるから……」

「何すか？　もしかして、女子の日用の下着でも取りにいくんすか？」

「ち、違うわよ、この変態女!!」

　ヘラヘラ笑うミザリサをキッと睨にらんだ後、アリシアは何ど処こかへ走り去ってしまった。

　俺はノコギリを持った異端審問官インクイジターを白い目で見やる。

「ミザリサの奴やつ、もうちょっと恥じらいないのかな。大体、ＮＰＣが女の子の日って、そんなこと……」

「あのねぇ、ヒロ君。何度も言ってるけど、キワクエはリアルに忠実なゲームなの。人の身体の生理現象だってしっかり再現されてるわ」

「え!?　それじゃあホントに!?」

「ＮＰＣだからって、その辺蔑ないがしろにしちゃダメよ」

　レオナさんは厳しい表情で続ける。

「男の子はこういうことに無関心かも知れない。けれど、女の子にとっては大切なことなの。真剣に考えてあげなきゃ！　分かった？」

「は、はい。何かすいません……」

　いや、そうじゃなくて！　俺が言いたいのは、ＮＰＣに生理現象与える必要なんかあるのか、ってことなんだよ！

　全く腑ふに落ちなかったが、そうこうしているうちにアリシアが戻ってきた。ミザリサが荷物を肩に担ぐ。

「それじゃあ、いよいよ出発っすね!!」

　結局、アリシアが何をしてきたのか分からないまま、俺達たちは南門に進んだのだった。





　　　　　　　　　◆






「うわ……」

　目の前の壮絶な光景に思わず言葉が漏れる。頑強な鉄扉は紙のようにひしゃげ、向こう側が覗のぞけてしまっている。出入り自由となった門は、果たして門と呼べるのだろうか。片眼ワンアイがテッドの町に侵入してきたのは、この場所から。つまりゴブリン達たちによって、ボロボロに破壊されていたのだ。

　修復の為ため、衛兵達が周囲で忙せわしなく動いていた。破壊された門の前には、屈強な衛兵が槍やりを持って立っている。俺達が近付くと、衛兵は恭しく一礼した。

「話は聞いています。今後、このテッドの町への出入りは自由です。どうぞお通りください」

　衛兵がスッと場所を移動する。その様子を見て、俺は感動した。

　──おおっ、鎖町が解除された!!　遂ついにテッドを出れるのか!!　長かったなあ!!

　今までの苦労が走馬灯のように脳裏を過よぎる。いやまぁ、最初の町を出るだけなんだけどね！　普通のＲＰＧだったら始まってすぐ、こうなる筈はずなんだけどね！

　それでも感慨深いのは間違いない。門を潜くぐり、堀に架かった石橋を渡る。俺だけでなく、アリシアもミザリサも少し興奮しているようだった。

「これがテッドの町の外なのね……！」

「生まれて初めてっすよ……！」

　二人とも目を丸くしていた。町から出るのは、俺と一緒で初めてらしい。

　堀を越えると、眼前には広漠たる草原が広がっていた。無駄にグラフィックの良いキワクエ世界である。青々と生い茂った足下の草々は風に揺れ、鼻び腔こうが草の匂いで満ちる。遠くでウサギのような生物がぴょんぴょんと飛び跳ねていた。

　な、何だか俺も興奮してきた！

「オープンワールドっ!!」

　思わず俺は叫び、草原の間に出来た野道を駆け出した。

「ま、待ちなさい、ヒロ君！　危険よ！」

「へっ？」

　不意に、ザザッと草むらをかき分ける音。テッドの町を出て、僅か数秒。俺は四匹のゴブリンに囲まれていた！

　──や、ヤバっ!?　裏技を……!!

　だが、そんな暇もなく、武器を持ったゴブリン達が四方から一斉に飛び掛かってくる！

　!?　いや待って!!　嘘うそだろ!?　町を出た瞬間、ゲームオーバー!?

　テンションが上がっていたとはいえ、このクソフルダイブＲＰＧで俺のとった行動は、言い訳もできないほど完璧に迂う闊かつだった。町の外にいるゴブリン達たちは、まだ片眼ワンアイと人間が和解したことを知らない。人間に殺意を抱いているのは当然なのだ。

「ひ、ヒロ!!」

　アリシアの焦った声が聞こえる。裏技を使ったとしても、防御力が上がる訳ではない。ゴブリンの攻撃を受ければ即死である。

　──ま、間に合わない！

　死を覚悟したその時であった。

「ガルアァッ!!」

　モンスターの咆ほう吼こうが木霊し、俺に襲い掛かってきたゴブリン達が、揃そろってピタリと動きを止める。

　一体何が起こったのかとゴブリン達の視線の先を追う。少し離れた小高い丘。片眼ワンアイが子供達と一緒に佇たたずんでいた。片眼ワンアイが腕を振り払うような動作をすると、俺を囲っていたゴブリン達は、すごすごと撤退する。

　ミザリサが笑顔を俺に向けた。

「追い払ってくれたっすよ！　片眼ワンアイの奴やつ、ヒロっちに感謝してるんすね！」

「た、助かった……！」

　……その後も片眼ワンアイは俺達の進む後を付いてきた。そして襲い掛かってくる素振りを見せるゴブリンがいれば、その都度、声を出して抑制してくれた。

　様子をじっと眺めていたレオナさんが、やがて感極まったように呟つぶやく。

「驚いた……やっぱりこれは最適ルートなのね」

「レオナさん。どういうことですか？」

「テッドの町を出るにはいくつか条件があるわ。その中で『ガバンからの信頼を高めてから町を出る』って方法があったでしょ？　あれが当時のプレイヤーの間で、セオリーだったの」

「ああ、オーベルダイン歴れき程ていに書いてましたね」

「でもね。膨大な時間と手間暇を掛けて、どうにかガバンの許可を得たとしても結局、町を出てからの生存率は極端に低かった。ガバンの手配してくれた馬車がゴブリンに襲われたり、護衛の衛兵がゴブリンにやられることもある。堀を越えた後のフィールドは『地獄のゴブリンロード』と呼ばれていたのよ」

　レオナさんは深い溜ため息いきを吐つく。

「町を出たリアルプレイヤーの大半が此こ処こで心を折られるの。だって考えてもみてよ？　半年掛かって様々な依頼をこなして、どうにか外に出られたと思ったら瞬殺だもの。あ、ちなみに半年ってゲームの中の時間じゃなくて現実の半年ね」

「ホント、クソゲーっすね、キワクエ……」

「うん。だけどテスラとガバンを倒すことでゴブリン達たちの怒りが収まる。更に、今回のヒロ君のケースだと、片眼ワンアイがボディガードになって守ってくれている。まさに最高のルートだわ」

　確かにテッドの町の謎を知ってからクリアするのは、序盤のパーフェクトクリアってカムイも言ってたもんな！　苦労した甲か斐いはあったのかも！

　ふと気になったことがあって、俺は浮遊するレオナさんに尋ねる。

「そういえばレオナさんはプレイヤーの時、どこまで攻略できたんです？」

「恥ずかしながらテッドを出るところまでよ。私にはその辺りが限界だったの」

　ってことはレオナさんも、町を出てゴブリンに瞬殺されたってことか……。

　ふと、レオナさんが寂しそうな顔をしていることに気付く。

「レオナさん……？」

「あっ……ヒロ君は頑張ってよね！　私、精一杯、応援するから！」

　そして、いつものように意地悪そうに微笑ほほえむ。寂しそうに見えたのは気のせいだったのかも知れない。俺は呆あきれて肩をすくめた。

「全く。他人任せですか」

「アドバイザーとして、それなりに先の情報は調べてるわ！　分からないことがあったら何でも聞いてちょうだい！」

　レオナさんと会話しながら歩いていると、ミザリサが奇異の視線を俺に向けていた。

「ヒロっちって独り言多いっすよねえ？」

「い、いや！　これは、」

　俺が言い訳しようとすると、アリシアが面倒臭そうに呟つぶやく。

「ヒロには妖精の加護があるのよ。それと喋しやべってるんでしょ」

「妖精？　そんなのいる筈はずないっすよ」

「本当よ。昔、目をやられたもの」

「うーん。にわかには信じられないっすねー」

「目に見えるものだけが全てじゃないの。現に死んだ兄さんはいつも私の傍そばにいるわ」

　アリシアが珍しく優しげな表情で、晴れ渡った空を見上げた。きっと近くにマーチンの存在を感じているのだろう。

「そうだな。マーチンは霊になっても俺達を守ってくれてるんだ」

　感慨深くそう言ったのだが、アリシアが恐ろしい顔で俺を睨にらんできた。

「って言うか、アンタが兄さんを霊にしたんだけどね……！」

「ひいっ!?　そうでした、すいません!!」

「ねえ、ヒロ君。そろそろ草原が終わるわよ」

　レオナさんの言葉にハッとして周囲を見渡す。十分ほど野道を道なりに進んだろうか。前方には鬱うつ蒼そうたる森が見えている。

　おっ！　今度は森か！　ひょっとしたら新しいモンスターに出会えるかも！

「ヒロっち。ゴブリン達たち、此こ処こまでみたいっすよ」

　ミザリサの言葉に振り返ると、離れた場所で、片眼ワンアイとその子供達が立ち止まって俺達を見詰めていた。レオナさんが俺の肩越しに言う。

「通常ルートなら此処に来るまでに、野生のゴブリン達の襲撃で命を落としているわ。片眼ワンアイに感謝しなくちゃね」

「ですね。レオナさん。ちょっと待っていてください」

　俺は小走りで片眼ワンアイに近付くと、声を掛ける。

「守ってくれて、ありがとうな！」

　言葉は多分通じていない。だが俺はどうしても礼が言いたかった。片眼ワンアイも何だか小さく頷うなずいた気がした。俺は笑って、片眼ワンアイの子供の頭に手を乗せてみる。するとその刹那、

「ガルルルッ！」

　子供のゴブリンが俺の手に噛かみ付いてきた！

「!?　痛ってええええええええええ!!」

「ヒロ君!?　何やってるの!?」

　レオナさんが血相を変えて飛んでくる。血の滲にじんだ右手をフーフー吹いていると、アリシア達が白い目を向けていた。

「ヒロ。アナタ、バカなの？」

「今のは完全にヒロっちが悪いっすよ。ゴブリンの頭、撫なでようとするなんて正気の沙汰とは思えないっす。腕ごと持っていかれなかっただけでも幸運っすよ」

「いや、だって！　仲良くなれたかと思ったんだよ！」

　しかしレオナさんも呆あきれた表情だ。

「所詮はモンスターよ。人と怪物が心の底から分かり合うなんてできやしないわ」

　それもまたリアルってか!?　感動的に別れさせてくれても良いじゃねえかよ!!　キワクエのこういうとこ、ホント嫌い!!

「それより気持ちを切り替えていきましょう。地獄のゴブリンロードは終わり。此こ処こからが本番よ。フローラ城に向かうにはこの森を越えなければならないの」

　いつの間にか太陽が落ちかけている。夕日に照らされた森は、まるで血を浴びたようで不気味に思えてぞくりとした。アリシアも鋭い目を森に向けている。

「噂うわさで聞いたことがあるわ。草原を抜けると、オークの住む森があるって……」

「お、オーク！」

　俺の脳裏に浮かんだのは醜悪な豚のモンスターだ。オークはゲームによって風貌が異なり、イノシシや豚のようなタイプもいれば人間に近いタイプもいる。ただ、どんな風貌であれ、通常のＲＰＧではゴブリンと同じく強敵とは言えない。

　──けどキワクエじゃあ、おそらく……。

　生唾を飲み込んだ俺の気持ちを察したように、レオナさんが真面目な口調で囁ささやく。

「ゲームの先を言うのは、どうかと思うけど忠告しておくわ。オークはゴブリンよりも格上の敵よ。通常ルートでテッドを出た後、地獄のゴブリンロードをどうにか抜け出して、森に辿たどり着けるプレイヤーは20％と言ったところ。そこから、このオークの森を出られるのは僅か３％にも満たないと言われているの」

「そ、そんなに難関なんですか……！」

「ええ。オークはゲームバランス崩壊レベルにあまりに強い。ちなみに当時はオークにやられて心に傷が付いてしまうプレイヤーも沢山いたのよ」

「あ、あの……ええっと……オークって、もしかして女性を襲ったりするんですか？」

　巷ちまたにはオークが女性を襲ったりする同人誌が溢あふれている。そのせいで、何だかちょっとイヤらしいことを想像してしまった。で、でもそれって偏見だよな？

　レオナさんはジト目を俺に向けていた。

「もう、ヒロ君たら！　エッチな同人誌の見過ぎよ！」

「い、いや俺は別にっ！」

「キワクエもＺＺ指定とはいえ、流石さすがにモンスターが女性プレイヤーに過度な性的暴行を加えたりはしないわ。せいぜい服を剥はぎ取られて、おっぱいを揉もまれるくらいよ」

　なるほどそうか……って待って!!　全然良くはないよね!?　充分ヤバくね!?

　レオナさんみたいな大人の女性なら、裸にされて胸を揉まれるくらい、たいしたことないのだろうか。何だかレオナさんがオークに触られている光景を想像してしまう。妙な気分になりかけたので、俺は頭をブンブンと横に振った。

「ともかく。キワクエはリアルを忠実に再現したゲーム。キワクエ制作陣としても一般プレイヤーが抱いている、オークの淫いん猥わいさと凶暴さを追求したかった。でも女性プレイヤーに害を加えるのは法律や人道上の観点からも流石さすがにまずい──考え抜いた結果、制作陣は一つの結論に達したの」

「い、一体どんな？」

「『男なら別にいっか！』と……」

「!?　よかねえよ!!」

　それが考え抜いた結果!?　だとしたらキワクエの制作陣、頭悪すぎるだろ!!

「そういうわけで、オークは男性プレイヤーには遠慮無く本気で襲い掛かってくるわ。非道かつ、えげつないことも平気でしてくるらしいから気を付けてね」

「非道かつ、えげつないこと!?　一体どんな!?」

「……気を付けてね」

　スルーされた……!!　そんな言うのも憚はばかられる程ヤバいのか……!!

　俺がレオナさんから衝撃の事実を告げられている間、アリシアとミザリサは珍しく二人で会話していた。

「テッドが鎖町じゃなかった頃は、森の向こうにある町と交易してたみたいっすよ」

「何はともあれ、この森を越えなきゃあ、人が住むところには辿たどり着けないって訳ね」

　うう……オークはイヤだけど、前に進むしかないのか……！

　逡しゆん巡じゆんする俺の背中を小さなレオナさんが両手で押した。

「実力でテッドを突破したヒロ君ならきっと大丈夫よ！」

　ま、まぁ確かに、裏技を使えるようになって多少の自信は付いてる。それに、この場で立ち止まっていても仕方ない……。

「ようし！　行くぞ！」

　自らを鼓舞しつつ、アリシアとミザリサにそう告げる。そうして俺はオークの森へと颯さつ爽そうと一歩を踏み出した。と、その瞬間、右足に何かが纏まとわり付くような違和感が！

「……へ？」

　同時に俺の体は重力に逆らって、上昇する！

「うわあああああああああ!?」

　世界が反転し、立ち並ぶ木々が逆さに見える。大木の枝に括くくり付けられた蔓つるが、俺の右足に巻き付いているのが見えた時、俺はようやく逆さ吊づりにされているのだと気付いた。

「ひ、ヒロ君!!」

　心配そうな表情のレオナさんも逆さに見える。地上から三メートル程度離れて俺は逆さに吊られていた。右足だけで全体重を支えているという、現実ならなかなか大変な状態なのだが、痛覚は現実よりは鈍いキワクエ。そこまでの苦痛は感じなかった。

　なので今、俺は自身の置かれた状況よりも、木々の間を縫って現れた一体のモンスターに注意を奪われていた。

　醜悪な豚の頭部。獲物を前にして、黄色く汚れた牙の隙間からヨダレを垂らしている。体表には毛は少なく、くすんだ朱色の肌をしており、草で編んだような腰巻きを付けている。俺の太もものように太い腕には、巨大な棍こん棒ぼうが握られていた。

　キワクエのオークは俺が最初に想像した通り、豚タイプのモンスターだった。ただ、ゴブリン同様、そのグラフィックは野生生物のようにリアルである。だが悠長にグラフィックを賛美している余裕はない。オークは逆さ吊づりの俺を見て、ニヤニヤと笑っている。間違いない。俺の状況はこのオークによって作られたもの。つまり、

　──畜生！　いきなりコイツの罠わなに引っかかっちまったってことかよ！

　意気込んで森に入った刹那、オークの罠で逆さ吊り。隣からミザリサの呆あきれた声が響いた。

「何やってんすか、ヒロっち。もっと気を付けないとダメっすよ。この森はオークの狩り場なんすよ」

「ミザリサ……」

　ごもっともな意見である。しかし……

「お前だって引っかかってんじゃねえかよ!!」

　俺は隣の木で同じく逆さ吊りにされ、ツインテールをだらんと垂らしているミザリサに叫ぶ。いや、お前が言うな！

「全く。アンタら、何やってんのよ」

　冷たい目でアリシアが地上から俺達たちを眺めていた。アリシアはどうやら罠に引っかからなかったらしい。レオナさんを除けば、パーティで無事なのはアリシアだけだ。

「ブフフフ……」

　オークが太い棍棒をブンブンと素振りしながら、俺達が吊つるされた木の方へと近付いてくる。

「ま、マズい！　サンドバッグにされちまう！」

　足に絡まっている蔓つるを切ろうと、腰の剣に手を伸ばした。剣はどうにか抜けたが、逆さまにされているのでどうにも安定しない。間違えて自分の足を切ってしまいそうだ。ミザリサも不安定な体勢で苦労している。

「私に任せて！」

　窮状を察したレオナさんは俺の傍そばまで飛ひ翔しよう。蔓を繋つないでいる木の枝に着地すると、小さな両手で絡まった蔓と格闘し始めた。
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「私が蔓つるを解ほどくわ！」

「すいません！　お願いします！」

　滅めつ多たに役に立たないレオナさんだが、この時ばかりは心から感謝した。更に、

「私……不細工な生き物って嫌いなのよね」

　向かってくるオークと俺達たちの吊つるされた木の間に、果物ナイフを持ったアリシアが立ち塞がる。おおっ！　やっぱり、何だかんだ言いながら助けてくれるのか！

「気を付けろよ、アリシア！」

　俺は応援するつもりで言ったのだが、冷たい目を向けられる。

「フン。誰に言ってるの」

　余裕ぶるアリシア。だが、その途端、ブオンと風を切る音を立てて、オークの棍こん棒ぼうが振るわれる。

　頭部ごと粉砕されそうな、獰どう猛もうな一撃。しかしアリシアは後方にステップして棍棒をかわしていた。

　──何てパワーだ!!　あんなの当たったら即死じゃねえか!!

　アリシアのバッドエンドを想像し、身震いしてしまう。

「れ、レオナさん！　蔓は、まだですか？」

「うーん。コレちょっと二重固結びになってて。オークがやったのかしら」

　しばらくは時間が掛かりそうだ。うう！　このままじゃアリシアが！

　だが、俺がハラハラしていたのは三撃目まで。何食わぬ涼しい顔で、ヒョイヒョイと攻撃をかわし続けるアリシアを見ているうちに、段々と安あん堵どしてきた。

「確かにパワーはある。でもこの豚、ゴブリンよりずっと動きが鈍いわ」

　アリシアは攻撃を避けながら冷静に分析していた。そう。アリシアはスピードが突出している。ゴブリンの王・片眼ワンアイの敏びん捷しようさにも付いていけるアリシアにとって、オークの攻撃をかわすのは造作も無いことのようだった。

「攻撃を仕掛けてきたのは、アンタの方だからね」

　アリシアが両手に持った果物ナイフを胸の前で交差させる。

「『リンゴの微塵切りチヨツピング・アツプル』」

　得意技がオークの巨体に雨あられのように降り注ぐ！　ナイフによる裂傷で、オークの体の至る箇所から緑色の血液が噴き出した！

　すげえ!!　やったか!?

「うーん。悔しいっすけど、やっぱりあの女、強いっすねー」

　ミザリサも感心している。アリシアはオークの背後に回り込むと、大きな肩に飛びついた。

「……死ね」

　冷徹に呟つぶやくや、首にあてがった果物ナイフを横に滑らせる。オークは首から多量の血液を吹き出し、断末魔の悲鳴を上げながら崩れ落ちた。

　いやアリシア、マジで強いな！　心配して損した！

　レオナさんも俺同様に、アリシアの戦闘力に驚いたようだ。

「うん！　現状、アリシアはパーティ最強ね！」

「はい……ってか、レオナさん……早く下ろしてくれません？　ミザリサ、もうノコギリで蔓つる切ってますよ？　吊つるされてるの俺だけなんですけど……」

「解ほどこうとする度、解けにくくなっていくのよね。私、細かい作業嫌いなのよ」

　ホント、レオナさんってあんまり役に立たない……。アリシアが強くて助かったよ。

　なんて思いながらアリシアの方を見て──俺は喫驚した。

「う……ぐ……！」

　先程まで優勢だったアリシアがオークに腕を握られている！　オークは首半分を切られて、出血量も尋常ではない。なのに、まるで意に介さないようにアリシアの細い腕をぐんと引くと、体勢を崩したアリシアを裸締めにした。

「かはっ」

　背後から首元を押さえられ、アリシアの手から果物ナイフが落ちる。

「や、ヤバい!!　レオナさん!!　早く蔓つるをなんとかしてください!!」

「不思議ね。さっき二重結びだったのにいつの間にか三重結びになってるわ。オークの奴やつ、一体どんなトリックを使ったというの……！」

「!!　いやアンタが、より結び目をキツくしてんじゃない!?」

　何やってんの、この人、もう！

　不器用な大人から視線をアリシアに戻す。オークは片手でアリシアの首を締めながら、空いたもう一方の太い腕をアリシアの服の胸元に入れた。そして一気に腕を下ろす。ビリビリと衣が切り裂かれる音が響き、露あらわになったアリシアの下着が目に飛び込んでくる。

「こ……の豚っ！」

「ブヘヘヘヘヘ」

　イヤらしく笑う口元からヨダレが垂れている。醜悪な顔は更に愉悦に歪ゆがんでいるように思えた。レオナさんが蔓と格闘しながら語る。

「アリシアは女性だけど、リアルプレイヤーじゃない。だからオークに結構エグいことされちゃうかも……」

　ま、マジ!?　それって、あの、その、エッチなことだったり!?

　ほんのちょっとだけ見てみたい……そんな邪よこしまな気持ちの俺だったが、次の瞬間、露出したアリシアの腹部にオークは拳を喰くらわせた。巨大な怪物の拳が、アリシアのみぞおちにめり込む。

「ぐげえっ……」

　口から血とヨダレの混ざった液体を吐き出したアリシアを見て、俺の思考はたちまち正常に立ち戻った。

　ば、バカ野郎！　何をエロいこと、期待してんだよ！　キワクエは普通のフルダイブＲＰＧじゃない！　仲間だって死んだらもう生き返らないんだぞ！

「レオナさん!!　まだですか!?　早くっ!!」

「はい、解ほどけたわよっ！」

　ようやく地面に降り立つと、すぐさまマーチンの魔剣を抜いて構えた。俺に気付いたオークが、アリシアを盾にするようにこちらに向ける。既にノコギリを構え、オークと対たい峙じしていたミザリサが俺に言う。

「ヒロっち。無闇に突っ込んじゃあダメっすよ。あの女、殺されるっす」

　オークはアリシアの首に太い腕を回している。本気で力を入れれば、その瞬間、首の骨は粉砕されるだろう。

「あの豚、ゴブリンよりも狡こう猾かつっすよ」

　ミザリサは俺より早く蔓つるを切っていたが、人ひと質じちにされたアリシアを気遣い、攻めあぐねていたようだ。何だかんだで仲間意識はあるらしい。

　レオナさんが俺の耳元に飛んでくる。

「ヒロ君！　私からもアドバイスよ！　オークの棍こん棒ぼうに気を付けて！」

「ええ、分かってます！　当たったら即死っぽいですもんね！」

「違うの！　負けたら、お尻にアレ突っ込まれるからね！」

「!!　嘘うそでしょ!?　そんなことされるんですか!?」

「オークの肛こう門もん裂傷技で死んだ男性プレイヤーもいるらしいわ！　気を付けるのよ！」

　そんな技、初めて聞いたけど!!　えげつないって言ってたけど想像以上にえげつねえな！　つーか死因が肛門裂傷とかイヤすぎだろ！

　棍棒は突っ込まれたくない。だが、ぐったりとしたアリシアを見ると、怒りがふつふつと湧いてくる。俺はオークに魔剣の切っ先を向けた。

「アリシアから手を離せ！」

「ヒロ君！　ミザリサも言ってたでしょ！　アイツはアリシアを人質にしてるのよ！」

「大丈夫ですよ。レオナさん」

　自信はあった。オークとの距離は約三メートル。今の俺なら、絶対に大丈夫だ。

　体勢を低くしてから地を蹴り、俺は瞬時にオークとの距離を埋めた。油断した顔のオークは目前。俺はアリシアを抱えているオークの腕に向けて剣を振るう。アリシアの果物ナイフでは致命傷を与えられないオークの防御力。しかし……

「ブフ？」

　オークは間抜けな声を出して、切り落とされ、地面に落下していく自分の腕を眺めていた。その隙に俺は左手でアリシアを抱えるようにして引き寄せる。

「ぶ……ブヒィィィィ!!」

　緑の鮮血と共に、自身の腕が無くなったことに気付き、絶叫するオーク。だが、俺は既に唸うなりを上げるマーチンの魔剣を振りかぶっていた。魔剣はオークの首元にドッと音を立てて捻ねじ込まれる。筋繊維の塊のようなオークの太い首は一撃では切り裂けない。

「うおおおおおおおおおっ!!」

　それでも裂れつ帛ぱくの気合いを魔剣に込めた。やがて、蓄積された力が抜ける感触がして、オークの首は宙を舞う。

　俺は左腕にアリシアを抱えたまま、凄すさまじい鮮血をまき散らしながら倒れるオークから後ずさった。

　──うわー、えっぐ。ドット化して消えたりしないんだもんなー、キワクエは。

　そんな呑のん気きなことを考えているのは俺だけだったようだ。レオナさんとミザリサは興奮気味に騒然としていた。

「ひ、ヒロ君!?　今何をしたの!?　全く見えなかったわ!!　気付いたら首のないオークが倒れてるんだもの!!」

「まるでテスラの雷鳴神速ライトニング・エクストリームじゃないっすか！　ヒロっち、マジですごいっす！」

　そして。アリシアは俺の左腕の中で顔を赤らめていた。ハッと気付いたようにアリシアが無言で俺の手を振り払い、気まずそうにして離れる。

　レオナさんが感極まったように叫んだ。

「そ、そうよ!!　心配なんかする必要なかったんだわ!!　いくらオークがゴブリンよりも格上だからって、ヒロ君!!　アナタはテッド最強の衛兵テスラを倒して町を出た逸材!!　パーティ最強はアリシアじゃない!!　アナタなのよ!!」

　俺は剣を仕し舞まい、平静を装う。だが……心臓は激しく脈打っていた。

　正直、こんな展開になるとは思いもしなかった。俺はキワクエのクソゲーさを身をもって何度も体感している。どうにかテッドの町を出られたとはいえ、そこはクソゲーのキワクエ。すぐまた新たな難題に直面し、苦労すると予想していた。だが、実際は地獄のゴブリンロードもあっさり越え、しかも新モンスターのオークですら簡単に片付けてしまった。

　興奮しながらレオナさんが続ける。

「キワクエはリアルに忠実！　つまり弱い者は弱いまま！　でも強い者はどこまでも強い！　富める者はますます富み、貧しき者はますます貧しくなる！　これがマタイ効果よ！」

　マタイ効果……!!　いや、よく分からん!!　何言ってんの、レオナさんは!?　だ、だけど、そうか!!

　──俺、強いんだ……!!　いや……強くなったんだ……!!

　密ひそかに拳を握りしめる。遥はるか遠くに感じたカムイの背中に、ほんの少しだけ近づけたような気がした。

　その時だった。俺の胸のペンダントが再び輝きだした。

「ヒロ君。今度こそ今のアナタに相応ふさわしい称号が与えられるわ。このキワクエの世界を裏技を駆使して攻略する、逸材プレイヤーに相応しい真の称号が……」

「し、真の称号……！」

　神妙な顔のレオナさんに頷うなずきながら、俺はペンダントを胸元から取り出した……。




『イキリ倒しモースト・コツキー』




「!!　期待させるようなこと言うの、止やめてくんない!?　前と一緒じゃねえかよ!!」

　だがレオナさんは満面の笑みで親指を立てた。

「イキリまくってる今のヒロ君にピッタリの称号ね！」

「俺、そんなイキってます!?」

　そりゃあ「強くなった」とか「カムイに近づけたかも」とは思ったよ!?　けど別にそんなイキってねえし!!

「いいのよ。若い頃はそれで。カムイもイキリまくってたしね」

　納得いかねえ……。あっ、でもよくよく考えれば……

「レオナさん！　遂ついに称号から『親友殺しベストフレンド・キラー』が取れましたよ！」

「あら、本当ね。テッドの町を出たからかも知れないわ」

「やった！　これは嬉うれしいな！」

「ふふふ！　ヒロ君たら、イキリ倒しちゃって！」

「!!　いや普通に喜んでるだけですけど!?　コレがイキってるんですか!?　じゃあ、イキるって何なんですか!?」

　激高して叫ぶが、レオナさんは何ど処こ吹く風だ。はぁ……この人の言葉、真に受けるのやめよう……精神衛生上、良くないや。

　ふとオークに腹を殴られたアリシアのことが気になった。

「アリシア。怪け我がはないか？」

　アリシアはオークに破かれた上着を縛って、肌を上う手まく隠していた。そして。

　ガスッ、ガスッ。

　胴体から切り離されたオークの頭部を、ボールのように踏みまくっていた。

「このクソオーク！　よくもやってくれたわね！　オラッ！　オラッ！　オラッ！」

　……アリシアさん。怖いです。

「死ね！　オラッ！　死ね！　死ねや、オラァッ！」

　……もう死んでます。アリシアさん、怖いです。

「うん！　アリシアも元気そうね！」

　レオナさんが微笑ほほえむが……いやコレ元気って言うの？　ま、まぁ怪我がなくて良かったけども……。

　アリシアから目を逸そらした俺は、更にとんでもない光景を見てしまう。

　ミザリサの周りに散らばる、オークの腕、足、胴体！　俺が倒したオークがバッラバラにされていた！

「いや、お前は一体何やってんの!?」

「しっかりトドメを刺しておいたっすよ！　復活したら大変っすからね！」

「俺、オークの首、はねたよね!?　やりすぎだろ!!」

　散乱するオークのバラバラ死体と多量の血液を見て、胃からすっぱいものが込み上げてくる。

「うっぷ！　おげえっ！」

「どうしたのよ、ヒロ君？」

「お、俺、こういうのダメなんですよ……！　うえっ、ぐえっ……！」

「もう。だらしないわね。男の子でしょう」

「いや普通、モンスターって倒したらドット化して消えるでしょ。残ってるとか無しですよ。しかもバラバラ……うっぷうっ！」

　激しい吐き気を催す俺に、レオナさんは優しく微笑ほほえんだ。

「仕方ないわね。こうなったら、今まで隠していた私の真の能力を見せてあげましょう」

「か、隠していた……真の能力？」

「リアルを追求するキワクエではなるべく使いたくなかった。これを使うことでリアルさが薄れるかも知れないから。でもヒロ君の攻略を進める為ため！　ここは一肌脱ぎましょう！」

　使うことでリアルさが薄れる!?　もしかしてチート的な能力!?　そんな力がレオナさんにあったのか!?

「見なさい!!　これぞ販売店特典の真骨頂よ!!　うおりゃああああああああ!!」

　レオナさんが叫びながら、オークのバラバラ死体に両手を向けた！　すると……

「こ、これはっ!?」

　散乱していたオークのバラバラ死体が、突然ぼやけて見えにくくなった！　色や形は何とか把握できるが、全体的にモヤッとしている！

「フフフ！　対象にフィルターをかけることができるのよ！　これぞ我が能力『モザイク・ア・ゴーゴー』！」

　思ってたのと全く違ったレオナさんの能力に俺は激しく脱力した。

「何なんですか、そのしょうもない能力は！」

「しょうもなくない！　対象が殆ほとんど見えない濃ボカシから、目を細めたらどうにか見える程度の薄ボカシまで自由自在にモザイクの種類を選べるのよ！」

　やっぱり、しょうもないじゃん!!

　そんなこんなでモザイク処理されたオークの死体を、ミザリサとアリシアが何な故ぜだか一カ所に集め始める。

「え？　な、何してるんだ？」

「風の噂うわさで聞いたことがあるっす！　オーク素材は高く売れるんすよ！」

　ああ、そういうことか。確かにこのフルダイブＲＰＧではモンスターを倒したからといって、ゴールドに変化したりアイテムを落としたりといったことはなさそうである。

　レオナさんが腕組みをしながら小さく頷うなずいている。

「そうよ、ヒロ君。これがキワクエ流のアイテム集めなの。ミザリサ達たちを手伝ってやりましょう」

「マジですか……！」

　恐る恐る二人に近付く。レオナさんの能力で、返り血の付いたミザリサの腕や、アリシアの腕にまでモザイクが施されていた。

「ヒロはそっちをお願い」

　俺にそう言ってきたアリシアの顔を見て驚いてしまう。戦闘で返り血を浴びたのだろうか。アリシアの顔面にもモザイクが掛かっていた。

　俺は肩に乗っている妖精に叫ぶ。
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「辺り一面モザイクだらけなんですけど!!　グロさは薄れたけど、これはこれで不気味ですよ!!」

「もう！　ヒロ君たら、文句ばっかりね！」

「ヒロっち。ブツクサ言ってないで働くっすよ。拾ったオーク素材をこの袋に入れるっす」

　ミザリサがどこから取り出したのか、麻の袋を俺に渡してきた。

「……お前、そんな袋持ってたんだ」

「シシシ！　いつかヒロっちの素材もこの袋に入れてやろうと思って持ってたんすよ！」

「!!　俺の素材って何!?　お前、本当に仲間!?　敵の間違いじゃね!?」

「敵と仲間は紙一重っす」

「いや紙一重だとマズいだろ。仲間は仲間で敵は敵だろ。何言ってんの、ねえ？」

　ミザリサと不毛な言い争いをしていると、

「……終わったわ」

　モザイクが、いや、アリシアがそう呟つぶやいた。

「そ、そうか！　ありがとうな、アリシア！」

　流石さすがに目がチカチカしてきたので、レオナさんにモザイクを解除して貰もらう。その後、血に濡ぬれた素材袋を見た。

　つーかコレ、俺が持つのか。生臭いし重てえし、気持ち悪いな。はぁ……。

　リアルな素材集めのせいで、何だかドッと疲れてしまった。俺は担ぎかけた袋を地に置いて、おずおずとレオナさんに申し出る。

「テッドの町も出て、オークも倒したことだし……そろそろ俺、セーブしたいです……」

「ええー、早い！　若いのに！　もっと楽しみましょうよ！」

「明日またログインしますから」

「絶対？　絶対の絶対？」

「はい。俺も次の町、見たいんで」

　本音だった。レオナさんはアゴに指を当てて、俺の顔をじっと見詰める。

「ふーん。ならいいわ」

　森の入口からいったん出て、草原に戻った。敵のいない穏やかそうな場所で空間をトリプルタッチ。俺とレオナさんは一緒にログアウト処理をする。

「じゃあまた明日ね！　おやすみー！」

「おやすみなさい」

　レオナさんがキワクエ世界から姿を消すのを手を振って見送る。普段なら俺の意識もまもなく現実に戻る筈はず……なのに、俺は未いまだに草原に佇たたずんでいた。

　──あれ？　そんなにレオナさんとタイムラグあったっけ？

　何な故ぜだか一人だけログアウトできないことを訝いぶかしく思っていると、

「……ヒロ。アナタ今、また妖精と喋しやべっていたのね？」

　いつしかアリシアが俺の真横に立っていた！

「うわあああああっ!!」

「そ、そんなに驚かなくても良いじゃない！」

「お、俺に何の用だよ!?」

「休憩する前に、ヒロと話したいことがあったの！　いけないの？」

　アリシアは眉間に皺しわをきつく寄せている。な、何だ!?　話したいことがある……って、コレってもしかして、ログアウト前にイベントが発生したのか!?

　アリシアは俺の隣にちょこんと三角座りした。

「ほら！　ヒロも座って！」

　急せかされて、夕暮れの草原にアリシアと隣り合わせに座る。じっと言葉を待つが、無言である。

　気まずい雰囲気の中で、ふとミザリサがいないことに気付く。

「えっと、ミザリサは？」

「そんなこと今、どうでもいいでしょ」

　アリシアが俺を睨にらんできたので、咄とつ嗟さに身構える！

「ひいっ！」

「だから何ビビってんのよ」

「だ、だ、だってさあ！」

　何度も追いかけられて、何回も殺されかけて！　もうトラウマになっちまってんだよ！　それにオークの返り血が顔にべっとり付いてるし！

「怯おびえる必要なんかないでしょ。今のヒロに一体、誰が勝てるのよ」

　アリシアは髪の毛をいじりながら、少し遠い目をした。

「そう……昔もヒロの方が私なんかよりずっと強かったよね……」

　呟つぶやくアリシアは顔を朱に染めていた。え……な、何で頬ほおを赤らめて……？

「オークから助けてくれてありがとう」

「あ、アリシア……？」

　思いがけない感謝に狼狽うろたえる。険の取れた穏やかな顔でアリシアは俺を見詰めていた。

「ねえ。戻れるかな。あの頃の私達たちに？」

「えっ？」

「だから。仲の良かった幼おさな馴な染じみにだよ」

　初めてキワクエをプレイした頃の、純粋で優しげなアリシアがそこにいた。俺の手に自らの手をそっと重ねてくる。

「ヒロ。今までごめんね」

　そう言うや、スッと顔を近付ける。俺の左ひだり頬ほおに柔らかいものが触れた。

　──は……？

　アリシアが俺の頬にキスをした直後、俺の視界は真っ暗になった。




　現実世界の部屋で俺は目覚める。戻ってきて数分経たっても、呆ぼう然ぜんと天井を見上げていた。頭の中はまだキワクエのゲーム空間に取り残されていた。頬に残るアリシアの唇の感触に顔が火照る。

　ば、バカか俺は！　アリシアはただのＮＰＣだろ！　で、でも……！

　ヘッドギアを外した後も俺の興奮は冷めなかった。散々クソゲーだと罵ったフルダイブＲＰＧ。だが、テスラもオークも倒せる力を手に入れ、仲間との絆きずなも徐々に修復されていく。

　──キワクエ……結構、楽しいかも!!

　机に置いてある鏡には、早く明日になってログインしたいと願っている笑顔の自分が映っていた。
























第二章　人生の春






「最近、不審者が多いそうだ。登下校時は気を付けるように。特に女子！　怪しい奴やつを見かけたら、大声で叫んで突き飛ばすこと！　いいな？」

　他人を勝手に怪しいと断定し、突き飛ばしたりすれば立派な犯罪である。担任である体育教師、安やす岡おかの冗談か本気だかよく分からない言葉に、クラスメイト達たちはクスクスと笑っていた。

　ようやく帰りのホームルームが終わったので、俺は鞄かばんを持ってすぐに席を立つ。すると貴たか文ふみが声を掛けてきた。

「ヒロ。一緒に帰ろうぜ」

「部活は良いのか？」

「今日はちょっと家の用事があってさ」

　廊下を一緒に歩いて、いつものように下げ駄た箱ばこを開ける。すると、ひらりと封筒が落ちてきた。訝いぶかしみつつ俺はそれを拾う。

「何だ、これ？」

「おっ！　ラブレターじゃないか？」

　貴文はニヤニヤと薄笑いを浮かべるが、俺は首を横に振る。

「ないない。今時そんな古くさい」

「じゃあ開けてみろよ」

　好奇心でいっぱいの貴文の前で封筒を開いたのは、確実にそんなことがある訳ないと踏んでいたからだ。しかし中には一枚の便箋が入っており、綺き麗れいな字が並んでいた。




『結ゆう城き宏ひろし君へ。いきなりの手紙、驚かれたことと思います。ですが毎朝、堤防沿いを走るアナタをお見かけしてから、私の頭の中は宏君のことでいっぱいなのです……』




「やっぱラブレターじゃん！」

　文面を覗のぞき込んでいた貴文が叫ぶ。近くにいた生徒達がこちらを見てきたので、俺は貴文を睨にらんだ。

「バカ！　声が大きい！」

　……ってか、マジでラブレター!?　生まれて初めて貰もらったんだけど!!

　ドキドキしながら俺は、食い入るようにして手紙の続きを読んだ。




『宏ひろし君。私はもっとアナタのことが知りたい。もっともっと宏君と仲良くなりたい。でも小心者の私は声を掛けることができません。それでまずはお手紙からと思い、勇気を出して書いてみました。宏君が私の書いた手紙を読んでくれている──今は、そのことだけで満足です。それではまたお手紙します。


栄えい田だ　佐さ奈な子こ』






「やったなヒロ！　気持ちのこもったラブレターじゃないか！」

「べ、別に……」

　なんて言いながらもニヤついてしまう。いや正直、そりゃあ嬉うれしい！　ランニングしてて良かった！

「『えいださなこ』ちゃんかな？　何組だろ？　一年生？　いやひょっとしたら先輩かもな……」

　貴たか文ふみが呟つぶやきながら、思案するようにアゴに手を当てている。うちのクラスにそんな名前の女子はいない。ふと毎朝ランニング中、すれ違う人を思い返してみる。だが、今まで意識したことがなかったせいもあって、心当たりは全く思い浮かばなかった。

「そうかそうか。ヒロに彼女かあ」

「気が早いって。まだどんな子かも分かんないのに」

「けど可愛かわいかったら付き合うんだろ？」

「うーん。いや、でも俺、一応……」

　何となくレオナさんのことが頭に浮かんだ。言いあぐねていると、貴文が口をぽかんと開けている。

「ま、まさかお前、もう彼女いるのか!?」

「彼女というか……結婚を迫ってくる人がいる」

「はあああああああ!?　何だよ、それ!!　モテまくりかよ!!」

「まぁ向こうは冗談だろうけどね」

　だが貴文は俺の言葉が聞こえていないようで、あからさまに悔しそうな顔をしていた。

「くっそう。うらやましい。俺も部活辞めよっかな」

「部活は関係ないだろ」

　そう言って俺は笑った。




　家に帰ると、台所で楓かえでが牛乳を飲んでいた。制服姿なので、俺より少し前に帰ってきたようだ。

「……おかえり」

「ああ、ただいま」

　俺の顔を見ずに素っ気なく挨拶する。だがこれは一ヶ月前からは考えられない変化だ。少し前まで、楓かえでから俺に挨拶をしてくるなんてあり得なかった。キワクエ攻略の為ためにランニングをし始めたことが、どうやら楓的に嬉うれしかったようなのだが……。

　俺も冷蔵庫から同じように牛乳を取り出し、コップに注ぐと渇いた喉を潤す。すると楓がちょっと意地悪そうな顔で聞いてくる。

「そういや、まだ続けてるの？　例のクソゲー」

「うん。やってるよ」

「へ、へえ。そうなんだ」

　小馬鹿にしたような口調で尋ねてきた楓だったが、俺が自信満々に即答したので驚いたようだ。

「実は結構面白くなってきてさ。あはは、まぁ楓に言わせりゃオワコンなんだろうけど」

「いやまぁ……やってる本人が楽しいなら、別に良いんじゃない」

　そっぽを向いた楓に思い切って言ってみる。

「よかったら楓も一緒にやるか？　キワクエ」

「はぁっ!?　そ、そんなの全然、死ぬほど、完璧に興味ないし!!」

　台所を早足で出て行く楓を苦笑いしながら見送った。予想通りの返しだ。だが今の俺はそんな妹も微笑ほほえましく思えるほど、心に余裕があった。

　ん？　そういや今の楓、誰かに似ていた気がするな。

　少し考えてそれがアリシアだったことに気付いて、俺はまた一人で笑ってしまったのだった。




　部屋に戻るとパソコンに向かう。本当はすぐにでもキワクエをやりたかったが、レオナさんがプレイ時間を合わせて欲しがるので、ログインは夜と決めていた。この空き時間に予習を兼ねて、カムイのキワクエ攻略サイト『オーベルダイン歴れき程てい』を開く。

　オーベルダイン歴程には様々なメインタイトルが並んでおり、そのルートで進んだ者に相応ふさわしいタイトルが新たに現れる仕組みになっていた。まるで選択肢によってストーリーが変わるノベルゲームのような感じである。

　ちなみに俺の場合、『誓いの言葉』を入力した上で攻略を読み進めているので、画面にはその流れに沿ったタイトルが現れていた。




『アイツを倒し、テッドの町を抜けた野郎へ』




　迷わずそのタイトルをクリックする。




『ケッ。さぞかし調子に乗ってやがるんだろうな、このイキリ野郎！　だが忘れんなよ？　俺様の超絶ありがたい攻略があったから、ここまで来られたんだ！　テメー一人じゃとっくに野垂れ死んでんだからな！』




　はいはい、そうですよ。感謝してるよ、ちょっとはね。




『テスラを倒してテッドを抜けたテメーなら、今後よっぽど糞クソマヌケな選択でもしねー限り、フローラ城までは辿たどり着けるだろう。だから言っておく。攻略サイトなんて見てるような奴やつはクズだ。人の歩いた道をそのままなぞる人生。将来も人の上に立つ仕事はできねー』




　いや、じゃあお前は何でこのサイト作ったんだよ……！




『ここまで読んで【じゃあお前は何でこのサイトを作ったんだ】とか思った奴がいるかも知れねー。黙れ、このクソリプ野郎！　クソ食って死ね！　いいか！　本当に困った時にだけ使う、それが攻略サイトなんだよ！　ボケが！』




　う……。な、なるほどな。




『備考や豆知識的なものは見ても構わねー。だが楽して簡単に、先のシナリオを覗のぞこうとするな。いいか。推理小説を後ろから読むような奴は、犯人よりもずっと犯罪者だ。覚えとけ、この重犯罪者！』




　攻略サイトを読んでいるだけなのに重犯罪者呼ばわり。相変わらずカムイは最低極まりないサイト運営者なのだが、言っていることに一理はあった。俺は今、順調にキワクエを進めているが、それはカムイの攻略法があったからだ。悔しいが、俺一人では確実にここまで進められなかっただろう。

　ちなみにそこから先も新しいタイトルが並んでいた。オークに関するタイトルや次の町に関するタイトルもチラッと視界に入った。だが、俺はあえて画面をスクロールしなかった。代わりに画面左サイドに表示されている『豆知識』と書かれた項目をクリックする。そこには『裏技』についての更なる考察が書かれていた。俺はそれを読みふけった……。

　しばらくするとスマホが振動する。レオナさんからの着信だ。ログインの用意ができたのだろうか。

　でもおかしいな。普段はメッセージだけなのに……。

　不思議に思いながら電話に出た。

「ヒロ君こんばんはー！　それで、どう？」

「はい。今から行けますよ」

「ふふふ！　やる気でいっぱいねえ！」

　嬉うれしそうに言った後、レオナさんは少し沈黙した。

「……レオナさん？」

「ありがとうね。私だけじゃあ、ここまで攻略を進められなかった。ヒロ君のお陰よ」

「い、いやそんな！」

　普段とは違い、しおらしい感じのレオナさんに何だか緊張してしまう。

「実は、私がリアルプレイヤーだった当時も裏技の噂うわさはあったの。感情の迸ほとばしりがもしかしたらプレイヤースキルに影響するんじゃないかって噂がね」

「そ、そうなんですか？　じゃあ当時は何人も裏技を使えたんですか？」

「いいえ。カムイを除けば私の知る限り、誰一人として裏技を発動できなかったの。もちろん私もね」

「え……！　どうして？」

「格闘ゲームなんかで難しいコマンドを聞いても、結局できる人とできない人がいるでしょう？　発動にはセンスが必要だったのよ」

「でも最初は上う手まくいかなくても、何度か試してみれば、」

「もう。これ以上辛つらいこと言わせないでよ」

　悲しそうに笑うレオナさんの声を聞いて「しまった」と後悔した。こうまでキワクエクリアに固執するレオナさんのことだ。何度も何度も自分で試したに違いない。だけど……それでも……発動できなかったんだ。

「悟ったのよ。結局、私のような普通のプレイヤーには、この超絶難易度のゲームクリアは無理。だから私は私の代わりにキワクエをクリアできる人を長い間探し続けた。そしてようやく……」

　一拍おいて、レオナさんは真剣に言う。

「運命の人を見つけた」

「あ、あははは！　運命とか！　またレオナさん、からかって！」

「結婚の話、冗談じゃなくて本気だから」

　レオナさんには、今まで何度もからかわれてきた。だがその言葉には真しん実じつ味みがあった──少なくとも俺はそう感じた。

「うん！　それを言っておきたかったの！　じゃあヒロ君、今日も元気にログインしましょう！」

　いつも通り快活なレオナさんに戻った後、俺は電話を切った。

　結婚──か。

　レオナさんは、自分には不釣り合いなくらい美人でスタイルの良い大人の女性である。ふと、レオナさんがウエディングドレスを着ている姿を思い浮かべて、胸が高鳴る。

　俺はしばらくログインすることを忘れて、呆ぼう然ぜんとしてしまった。





　　　　　　　　　◆






「……お待たせしたっすー！」

　キワクエを再開した途端、木陰からミザリサが駆けてきた。アリシアが呆あきれ顔で溜ため息いきを吐つく。

「ようやく来たわね。準備はいいの？」

「女の子の日対策、私もバッチリっすよー！」

「言わなくて良いわよ、そんなの!!」

　二人の会話に苦笑いしつつ、俺はオーク素材の入った麻袋を担ぐ。キワクエ再開は森の入口からだった。既にレオナさんもログインしていて、俺の肩にちょこんと乗ってくる。

「今度は罠わなに引っかからないように注意しなくちゃね！」

「は、はい！」

　すぐ隣に半裸みたいな格好のレオナさん。普段は意識しないのに、さっきの電話を思い出して、何だか顔が火照ってきた。い、いかんいかん！　集中しないと、またオークのトラップに引っかかっちまうぞ！

　気持ちを引き締め、俺は先頭を切って森の中を進む。足下に目を凝らしながら注意深く歩くと、時折、木の枝や蔦つたが輪っかを作っているのが見えた。オークの罠に気を付けながら、俺達たちは薄暗い森を歩く。

　ふと、腰の辺りに違和感を覚えた。振り向くとアリシアが俺の服の裾を握っている。少し、はにかんだ顔のアリシアを見て、ミザリサが茶ちや化かした。

「あらら？　何すか？　怖いんすか？　ヒロっちにすがりついちゃって！」

　今までだったら反撃するのに、アリシアは上目遣いで俺を見詰めてきた。

「ヒロ……。オークが出たら、守ってね？」

　その様子に、俺よりもミザリサが口をぽかんと開けた。

「かぁーっ？　いつの間にそんなヒヨっちゃったんすか？」

　するとアリシアが鬼のような顔をミザリサに向ける。

「うるせえな……！　刻むぞ……！」

「!?　つおっ!!」

　ミザリサが面食らって後退する。アリシアはミザリサを牽けん制せいした後で俺を振り返った。打って変わって優しい笑顔になっている。レオナさんがウリウリと肘で俺の頬ほおを突つつく。

「アリシアったら、何だかヒロ君にだけデレてるわねえ」

「あ、あはは……」

　俺の裾を握ったまま、付いてくるアリシア。確かに可愛かわいい！　ちょっと照れくさいけど！

　だが、そんな幸せな時間は長くは続かなかった。オークの罠わなに注意を払いつつ歩いていた俺達たちは、木々の無い開けた場所に辿たどり着いた。森の中なのに、そこだけが人為的に作られたような空間だった。
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　イヤな予感がした。そして俺の予感はすぐに的中してしまう。前方から突然、三体のオークが現れたのだ！

「来たな」

　俺は担いでいた素材袋をどさりと下ろす。そしてマーチンの魔剣を抜いて、前から迫るオークに構えた。しかし、

「ヒロ君！　右からも来るわよ！」

　レオナさんの言葉に視線を走らせる。右方から歩み寄るオークは……四体。くっ、計七体か！

「ヒロっち！　向こうにもいるっす！」

　マジか！　左からも……三体！　おいおい！　合計十体かよ！

「ヒロ！　後ろにもいるわ！」

　アリシアの言葉で恐る恐る振り返る。背後からは五体のオークが、のそりのそりと歩を進めてくる。

「って、多過ぎだろ!!」

　気付けば俺達たちは、周りをぐるりとオークに囲まれていた。後続もあったのか、さっき視認したよりも更に数が増えている。合計で二十体を超える大群だ。

　──こ、このクソゲーめ！　相変わらずプレイヤー、殺しに来てんな！

「これは流石さすがに、や、ヤバいっすよ……！」

　ミザリサが微かすかに震えた声を出す。

　前回の『森に入った途端の罠わな』に加え、今回は『ありえない数のオーク』。通常のプレイヤーなら絶望しか感じないだろう。それでも俺は内心、ほくそ笑んでいた。

　──上等だ！　キワクエらしいじゃねえかよ！

　流石に全方位から一気に攻められては、ひとたまりも無い。いち早い決断が必要だ。

「レオナさん！　上空から状況を俯ふ瞰かんしてください！　そして、俺の視界の外からオークの攻撃があれば教えてくれますか？」

「わ、分かったわ！　でも、それだけで良いの？」

「はい！　お願いします！」

　俺は１００メートル走スタート時のように体を屈かがめてから、前方にいる三体のオークに向けて突進する。数メートルの距離を一気に詰めながら、抜いた魔剣を横よこ薙なぎに払った。目前のオークの首を刈り取った後は、隣の一体の頭部をかち割り、返す剣で、もう一体の首を貫いた。

　剣を振るいながら思い返していたのは、カムイがオーベルダイン歴れき程ていに記した豆知識だ。




『キワクエの裏技が熱い思いや諦めない強い信念によって発動することは、此こ処こまで進んだテメーにゃ分かるだろう。だが、実は裏技には幾つか段階がある。簡単に言えば、思いの強さによって威力が変わっていく訳だ。まぁ最終段階は教えてできるもんでもねーから、とりあえず基本的な裏技の出し方について書いておく。いいか。頭で分かっちゃあいても、熱い思いを自ら作るってのは案外難しい。人によっちゃあ懇切丁寧に教えてやっても全くできやしねえ。自由に使いこなすには正直センスがいる。要は感情のコントロール──猿にも分かりやすく説明すると、『人前で泣きたいときにいつでも泣ける感覚』に近い』




　いきなり三体もの仲間が殺され、オークは呆ぼう然ぜんとしていた。俺はその隙を逃さない。時計回りに方向転換して、次のオークの群れを狙う。




『一番簡単なのは激しい怒りの感情を持つことだが……それは裏技の段階としちゃあ最低ランクだ。もう一段階威力を高めるには、想像力を使え。たとえば目の前のモンスターを、もしも倒せなければどうなるか？　自分がやられるのは勿もち論ろん、仲間も陵辱されて殺される。そして死んだ仲間はもう生き返らない。そういった想像でテメー自身を焚たき付けろ』




　俺は怯おびえるアリシアとオークとの間に立ち塞がる。カムイの言うとおり、俺が倒れれば皆オークにやられる。またアリシアが死ぬ。ミザリサも殺される。レオナさんはまた時間を掛けて違うリアルプレイヤーを探さなければならない。

　腹の底から熱い気持ちが込み上げてきて、俺の速度は更に上昇する。アリシアの近くにいたオーク全ての首をはねて、胴体を切り裂く。

「す、すごい！　すごいよ、ヒロ……！」

　アリシアの称賛の眼まな差ざしを背中に受ける。此処までは順調。しかし……

「うぷっ！」

　辺りに広がってるのは、自分が生み出した惨状。オークの多量の血液と、飛び散った臓物の臭いが立ちこめる。吐き気がして、俺は剣を持っていない方の手を自らの口に当てた。

　うう……な、情けない！　でも、こればっかは……！　うえっ！

「私に任せて、ヒロ君！」

　レオナさんの声がした。ふと気付くと、先程までの惨殺死体にモザイクが掛かっている。死体だけじゃない。横にもモザイク。後ろもモザイク。辺りはモザイクだらけだった。

「死んだオークとその肉片にモザイクをかけたわ！　安心して戦いなさい！」

「ど、どうも。で、でも、まだ斬る前のオークにもモザイク掛かってるんですけど……！」

「風邪の諸症状が出た時と同じ！　早めのモザイクよ！　それよりヒロ君！　気を付けて！　右から大きなモザイクが来るわ！」

　確かに右方から大きなモザイクの塊が近付いてくる。俺は大きなモザイクの放つ、もやっとした一撃をかわして、剣を振るう。剣がヒットするとモザイクは音を立てて地面に倒れ、動かなくなった。

「ヒロ君！　左からもモザイクが二体！」

「はい！」

「前方から新たなモザイク接近！」

「はい！」

「もう一回右から二……あれ三？　モザイクが重なってて見えないわ……」

　遂ついにしびれを切らして俺は叫ぶ。

「いや俺、何と戦ってるのか分かんないんですけど!!　モザイクと戦うフルダイブＲＰＧあります!?」

「じゃあ解除する？　血みどろになるけど？」

「ぐっ……こ、このままでお願いします……！」

　グロい部分にだけ、モザイク掛けてくれりゃあいいのに！　だがそんな融通は利かないらしい。

　モザイクに囲まれて気分が落ち込む度に、俺はカムイに言われた想像力を使って自分を鼓舞した。そうだ、このモザイクを放っておけば皆モザイクに殺されるんだ！　許さないぞ、このモザイクめ！　うおおおおおおおお！

　いつしか辺りにはモザイクの山……いや、オークの死体の山が築かれていた。

　大方、片付いたので背後を振り返る。アリシアとミザリサが協力して一体のモザイク……オークを攻撃していた。

「うっりゃあっ！」

　ミザリサのノコギリはオークをひるませる。だがアリシアのナイフを喰くらっても、オークは全く歩みを止めず平然としていた。アリシアは素早いが、分厚い筋肉の鎧よろいをまとったオークと相性が悪いのだ。

「アリシア！　俺がやる！」

「う、うんっ！　お願い！」

　苦戦している二人の間に飛び込み、魔剣をオークの脳天に叩たたき込む。股まで一刀両断されて、二つに分かれたモザイクが地面を揺らす。こ、これ普通に見たら絶対グロかったよな？　やっぱりモザイクしてくれたレオナさんに感謝かも！

　レオナさんに礼を言おうとしたのだが、飛びつくようにしてアリシアが俺に抱きついてきた。

「わわっ!?」

「ヒロ！　ありがとう！　すっごく格好良かったよ！」

「そ、そう？」

　照れているとミザリサが冷めた目を俺達たちに向けていた。

「うーん。お漏らししないなんて、ヒロっちらしくないっすよ」

「何よ、変態女！　ヒロに感謝しなさいよ！」

「はいはいっす。それじゃあ、素材集めするっすよ」

　ミザリサがノコギリを掲げるが、アリシアは俺をちらりと見て、首を横に振った。

「えっ……？　や、やだ……私、そんなことできない……」

「ふふ。アリシアったらヒロ君に夢中みたいね。妬やけちゃうわ」

　レオナさんはクスクス笑っているが、ミザリサは肩を落として大きな溜ため息いきを吐ついた。

「やれやれっす。バケモノ女が弱体化しちまったっす。アンタこの際、ヒロっちのこと大好きだって言ったらどうっすか？」

「わ、私は！　その、あの！　ヒロのことは幼おさな馴な染じみとして！」

　急に俺から離れて、顔を真っ赤にして慌てている。

　照れているアリシアを微笑ほほえましく思っていると、ナイフをモザイクの掛かったオーク素材にドスドスと突き刺し始めた！

「もうっ！　そんなこと、ないんだからっ！」

　!?　いや照れ方、怖ぇえな!!

「よかったわね、ヒロ君。普通のＲＰＧになってきたじゃない」

「こ、これ普通ですかね……？」

　それはさておき、ミザリサが倒したオーク素材を全て集めようとしていたが、よくよく考えればそんな大量に持って行くことはできない。

「やめろ、ミザリサ。素材はもう良い。それ以上、集めると俺の肩が外れる」

「ちぇっ。楽しみがなくなったっす」

　素材袋にできるだけ追加してから、俺達はその場を後にした。

　茂る木々の中。しばらく歩くと、また新たなオークを発見する。今度は一体だけか。これなら余裕だな。

　俺は剣を抜くが、オークは「ブヒーッ」と哀れな声で啼なくと、ドタドタと慌てて逃げていった。

「あれ？　何で？」

　レオナさんは空中を飛びながら、小さな親指を立てる。

「弱者は強者に襲ってこない。これもまたリアルよ！」

　そうか。つまりエンカウント率が下がったってことか。

「この機会に乗じて、日が暮れる前に森を出ましょう！」

「はい！」

　確かに夜になっては視界も悪くなる。そうなればオークだって油断はできないだろう。俺達たちは歩調を速めたのだった。




　太陽が一日の仕事を終え、夜のとばりが降りようとしていた。どうにか俺達は暗くなる前に森を抜けることができた。

　平原をしばらく進むと、前方に石垣が見えた。松明たいまつが等間隔に灯ともされている。

「ヒロ君！　次の町に着いたわよ！」

　レオナさんが明るい声を上げた。

　新しい町！　マジか！　ってか、こんなに順調に！　キワクエのことだから、もう一波乱、二波乱あるかと思ったけど！

　だが冷静に考えてみれば、先程出くわしたオークの大群だって、普通なら即ゲームオーバーの超絶難易度イベントだった気がする。それでも裏技とマーチンの魔剣を駆使して戦う俺の敵では無かったのだ！　ふふふふふ……って、自制だ自制！　またレオナさんにイキってるって言われないようにしなきゃ！

　気を引き締めてから、石垣に駆け寄る。地平線のように延々と左右に続く石垣の中央には、鉄製の堅固な門があり、その前に屈強な兵士達が佇たたずんでいた。

「この町もまたすごい守備ですね……」

「モンスターがいる世界ではこれが普通でしょ。堀も防壁も無くちゃあ、すぐに攻め込まれて制圧されちゃうわよ。誰でもスッと町や城に入れるゲームの方がおかしいのよ」

「た、確かに」

　それでもＲＰＧで新しい町を見つけたら、早く中に入ってみたい。歩みを進める俺達に、門番の兵士が太い声で告げる。

「此こ処こはミスティンの町だ」

　へえ、ミスティンか！　一体、どんな町なんだろ！

　だが門を潜くぐろうとした時、兵士が俺の前に立ち塞がった。

「まずは名前。そして何ど処こから来たか。あと、入町の目的も書け」

　兵士は万年筆と藁わら半ばん紙しを俺とミザリサ、アリシアに渡してきた。

「はあ」

　とりあえず書かれている項目を埋めていく。しかし、テスト用紙のように空欄だらけ。既往歴や住所など書かなければならない内容は多岐にわたった。いや、めんどくせえな、もう！

　どうにか書き終えて、兵士に手渡す。

「ふむ。フローラ城を目指していて、ミスティンにはその為ための一時的な滞在という訳か」

「もう通って良いですかね？」

「ダメだ。お前の剣を見せて貰もらおう」

「い、いや、これは、あの……」

　マーチンの魔剣は赤黒い瘴しよう気きを発している。なんとなく面倒なことになりそうな気がして俺は戸惑っていた。兵士は構わず、俺の鞘さやに手を伸ばそうとしたが、

「その剣に触れないで！」

　アリシアが睨にらみを利かせながら、兵士の腕を握って止めた。

「それは兄さんの形見なの」

「う……。わ、分かった」

　兵士はアリシアの剣けん幕まくにすごすごと立ち去った。ふう、助かった……って、あれ？　俺、アリシアにこの剣のこと言ったっけ？

　俺の不思議そうな顔を見て、アリシアが察したらしい。優しく微笑ほほえむ。

「言わなくても分かるわ。だって、その剣から兄さんの声が聞こえるから」

　やはり二人は通じ合っているらしい。

　アリシアのお陰で俺は助かったが、今度は別の兵士がミザリサに絡んでいた。

「君は何て格好してるんだ。露出が激しすぎる」

「これは異端審問官インクイジターの正装っすよ」

「異端審問官？　それはどんな職業だ？」

「悪い奴やつを拷問に掛けて、四肢を切断したりするっす！　楽しいっすよ！」

「むう……！　怪しすぎる奴……！」

　兵士が難しい顔で記帳している。いやいやミザリサ、正直すぎるって！　そんなこと言ったら無駄に時間、掛かっちゃうだろ！

「それからノコギリは仕し舞まいなさい。そんな危ないものを抜き身で持ち歩かれては困る」

　ミザリサが面倒くさそうにノコギリを背負った。俺は兵士に問う。

「なぁ、もう良いだろ？　俺達たち、町に入るからな」

「待て。その生臭い袋は何だ？」

「オーク素材だよ」

「お前らがオークを倒しただと？　嘘うそを吐つくな。どうせただの獣肉だろう？」

「本当だってのに！」

　……結局、根掘り葉掘り尋問され、門が開かれたのは町に着いて三十分以上が経過してからだった。いや海外旅行かよ!!　新しい町に着いたワクワク感が、ずいぶん薄れたんだけど!!

　そんなこんなで、ようやく門を潜くぐる。一直線に伸びた大きな石畳の道の端には、油の入ったランプが灯ともされていた。ドレスを着た女性達が楽しそうに夜の町を闊かつ歩ぽしている。シルクハットを被かぶり、髭ひげを蓄えた紳士が乗った馬車が、俺達の隣を通り過ぎていった。

　立ち並ぶ建物も心なしか造りが立派な気がする。ミスティンの町は、テッドよりも都会な印象だった。

「ヒロ君。暗くなってきたし、まずは宿屋でも探しましょうか？」

「えっと。できたらその前に武器屋が見たいです」

　検問で薄れかけていた興味が、ミスティンの町並みを見て再燃してきた。

「ふふ。ヒロ君ってば男の子ねえ」

　否定はしない。ＲＰＧで、新しい町に着いたらどんな武器や防具が売っているのか真っ先に見たくなってしまうのだ。

「でも重要なことよね。『その町や村で手に入る最強の装備をゲットしてから次に進む』。これはＲＰＧのセオリーだから」

「ですよね！」

　レオナさんの言葉に頷うなずく。クリア優先で先を急ぐプレイヤーもいるが、俺はどちらかといえば装備をしっかり調えてから町を出るタイプだ。そうした方が敵にやられる危険度は下がる。ましてやキワクエは死んだらハードもソフトもブッ壊れる地獄の仕様。慎重に行動するに超したことは無い。

　しばらく夜の町を散策する。やがて、交差する剣が描かれた看板の店が見えてきた。




「へえー！　凄すごい武器の種類だな！」

　店に入った瞬間、俺は思わずそう漏らす。ミスティンの武器屋に入って驚いたのはその品しな揃ぞろえだ。剣や斧おの、ナイフやノコギリまで置いてある。

　なるほど！　テッドから、どんな仲間を連れてきても、此こ処こでそのキャラの上位装備がゲットできるって仕組みか！

　勝手に納得して物色する。厳いかつくて威力のありそうな武器の陳列に胸がときめく。しかしプレートに書かれていた値段を見た刹那、俺のときめきは消え去った。




　高級果物ナイフ　２００００Ｇガルド

　殺人ノコギリ　５００００Ｇ




「た、高い……！」

　愕がく然ぜんとして呟つぶやく。ミザリサが俺の顔を覗のぞき込んできた。

「ちなみにヒロっち。所持金っていくらなんすか？」

　ポケットをまさぐると、銀貨が一枚入っているだけだった。通貨であるＧガルドで言うと僅か10Ｇ。

「……クッソ貧乏っすね」

　ミザリサが白けた目を俺に向け、

「とても買えそうにないわね」

　アリシアがぼそりと言った。

　確か、テッドの町の地下収容施設で一ヶ月働いて得られる賃金が２万Ｇだったと記憶している。

　大きな溜ため息いきを吐つくと、アリシアがぎこちなく微笑ほほえんだ。

「だ、大丈夫よ、ヒロ！　私、この果物ナイフがあるから！　武器なんかいらないわ！」

「そ、そうか」

　アリシアの優しさが逆に辛つらかった。レオナさんが外国人のように大仰に肩をすくめる。

「仲間に気を遣わせて。ヒロ君ってば、甲か斐い性しようなしねえ」

「うう……」

　何も言い返せない。そもそも新しい武器の購入以前に、アリシアはオークに破かれた服をどうにか縛っている状態なのだ。この武器屋には防具も置いてあったが、鎧よろいは最低でも５万Ｇ以上、アリシアやミザリサに似合いそうな服も５千Ｇ以上した。いや物の値段、急激に上がりすぎだろ！

　とにかく所持金10Ｇでは、服の袖さえ買ってやれない。落ち込む俺に、恰かつ幅ぷくの良い店の主人が声を掛けてくる。

「よぉ兄さん！　強い武器を探してるなら、こんなのはどうだい？」

　金歯を見せて笑った店主が指さしたのは、店の中央に掲げられたキラキラと輝く刀身の剣だった。




　聖剣エセリオン　１２０００００Ｇガルド




「いち、じゅう……ひゃ、１２０万Ｇ!?　高級果物ナイフですら無理なのに、こんなの買える訳ないだろ!!」

「何だ。貧乏人かよ」

　フンと鼻を鳴らすと、店主はぞんざいな態度で接してきた。

「別にうちだけじゃねえぞ。この町はシュタリア国の管轄で税金が高いんだ。それに合わせて物価も上げなきゃあならねえんだ」

　税金やら物価やら、夢と希望のファンタジー世界らしくない言葉だと思った。俺は聖剣エセリオンを見詰めながらレオナさんに愚痴る。

「こんなの、二番目の町に売ってる武器の値段じゃなくないですか？」

「あら。頑張って貯ためたらいいじゃない」

「いや俺の所持金10Ｇですよ？　１２０万Ｇとか、頑張ってどうにかなるレベルじゃないですよ！」

「リアルでも一般人が買えそうにないものっていっぱいあるじゃない。フェラーリなんか、どの都市でも売ってるけど殆ほとんどの人が一生買えないでしょう？『乗りたいな、いつか乗れたら良いな』そう思いながら乗れずに死んでいくの。それと同じじゃない」

「じゃあ俺、この剣、欲しいな、いつか使えたらいいなと思いながら、結局使えずに死んでいくんですか!?　イヤだな、そんなゲーム!!」

　俺はレオナさんに叫んだのだが、

「ヒロ。別にいいじゃない。そんな剣なんて、なくたって」

　アリシアが俺の腰の剣を見詰めて微笑ほほえんでいる。

「だって、ヒロには兄さんの剣があるもの」

「あ。そういえば、そっか」

　テスラの金剛斬剣ゴールドブレイドを粉砕し、防御力の高いオークも一刀両断にできるマーチンの魔剣。レオナさんもまじまじと俺の剣を見詰める。

「普通、キワクエの剣って何回か斬ったら使い物にならなくなったりするんだけど、これは例外みたいねえ。オークを何体斬っても切れ味が落ちないし……耐久性無視のチートアイテムって感じだわ」

　そうか！　そうだよ！　あんな高い武器なんかいらないじゃないか！　俺はもう充分に強い武器をゲットしてるんだから！

　俺はマーチンの魔剣を鞘さやから抜いて微笑ほほえむ。アリシアも優しげに笑いかけてきた。

「ふふ。兄さんも喜んでるわ」

「分かるのか？」

「うん。ヒロ。その剣、大事にしてね！」

「ああ！　もちろんだ！」

　ＮＰＣの仲間はミザリサとアリシアだけ。だけど、俺にはもう一人、マーチンという見えない仲間がいるんだ。

　二人で感極まっていたのだが、店主が鼻を摘つまみながら俺達たちを睨にらんできた。

「つーか、お前ら生臭いな！　買わないなら出てってくれよ！　ああ、臭っせえ！　色んな意味で臭せえんだよ！」

「ぐっ！」

　蝿はえでも追い払うように、俺達に向けてシッシッと手を振る。くそ！　ムカつくけど、実際何も買えねえし……！

　店を出ようと踵きびすを返した時、ミザリサが生臭い麻袋を指で突つついた。

「つーかコレ、此こ処こで売れないっすかね？」

「いや、武器屋だし、買ってくれないだろ。ってか、どのみちオークの素材なんてたいした値段じゃ……」

　俺達の声が耳に入ったらしい。店主は目を大きく見開いていた。

「オーク素材だって!?　お前ら、オークを倒したってのかよ!?」

「まぁ一応」

「どうせ嘘うそだろ？　見せてみな」

　ダメもとで素材袋を渡す。すると、店主の顔は見る見るうちに赤らんできた。金歯を見せてニカッと笑う。

「貴重な皮や骨まで!!　これは間違いなくオーク素材！　是非、ウチで買い取らせてくれ!!　全部で30万Ｇガルドでどうだい？」

「は……？　いくらだって？」

「30万Ｇだよ！」

「えええええええっ!?　マジで!?」

「失礼な口をきいて悪かった！　まさかオークを倒す程の冒険者だったとはな！」

　ジャラッと音を立てて、テーブルの上に金貨の入った袋が置かれた。初めて見る大金に俺の手は震える。

　これで所持金30万と10Ｇガルド！　じゃあアレもコレも買えちゃうじゃん！　物価なんて高くても問題ないじゃん！　何だよ、この展開！

　レオナさんは空中で腕組みしながら、何な故ぜかドヤ顔だった。

「一般人はこぞって物価が高い、世の中が悪いと不満を述べる──でもね、ヒロ君！　そんなの、富豪にとっては些さ末まつなこと！　アナタは今、その状態なのよ！」

　何て不平等！　だけどそうか！　物価だ何だの、金持ちには関係ない！　それがリアルか！

「よし！　何でも買えるぞ！　アリシア、服を選んでくれ！」

「ほ、本当？　じゃあこの可愛かわいいピンクの服……いいかな？」

「果物ナイフだって、もっと良さそうなのがあるぜ！　それも買って良いから！」

「ヒロ、ありがとう!!」

　花が咲いたようなアリシアの笑顔を見ると嬉うれしくなる。俺は近くのコーナーでノコギリを見ているミザリサに気付く。

「お前もソレ買うか？」

　刃の部分が黒くコーティングされている、ちょっとクールなデザインだ。

「マジっすか！　嬉しいっす！　欲を言えば、プレゼントついでにおしっこを漏らしてくれたら、もっと嬉しいんすけど！」

「いやなんで俺、プレゼントしながらお漏らししなきゃならないの？　そんな奴やついる？　おかしいだろ」

　それでもミザリサも喜んでくれているようだ。うん。女の子が嬉しそうなのを見ると、こっちも楽しくなってくるな。

「ねーねー、ヒロ君。私にも何か買ってよー」

　レオナさんが俺の顔の前で、小さな頬ほおを膨らませていた。

「無理ですよ。レオナさんに似合う小さな装備、置いてないですもん」

「むー！　じゃあ今度リアルで服買って貰もらうからね！」

「あはは。現実には俺、金持ってないですよ」

　ん？　でもリアルで一緒に服買いに行くって、つまりデート……？

　ふと、年上のお姉さんと一緒に街を歩く様子を想像してしまう。

　──いやいや、何コレ!!　もう何もかもが順調なんだけど!!

　テッド町での苦労が何倍にも報われているような気がした。まっとうな努力はちゃんと報われる。これもまたリアルなのかも知れない。そう思えば、ますますキワクエに対する不満も感じなくなっていく。

　ミザリサとアリシアの装備を一新した後、俺はテスラが身につけていたような金こん色じきの鎧よろいを買った。それでもまだ５万Ｇガルド以上は残っている。

　姿見の前で身につけていると、胸のペンダントが光った。俺はペンダントを取り出して見詰める。




『成金イキリ野郎コツキーリツチ・バスタード』




　もうただの悪口じゃねえかよ！　ああ、上等だ！　なら成金プレイしてやるぜ！

　今回ばかりはキワクエのふざけた称号にも、たいした動揺はない。俺は皆に笑顔を向ける。

「腹も減ったし、何か食べに行こうぜ！」

　そしてミスティンの町を大股で歩いてやった。食べ物屋が沢山並んでいる通りに出る。俺はそこでも一際大きく、高そうな店に入った。

　真っ白なクロスの敷かれたテーブルに案内された後、タキシードを着たウェイターに尋ねる。

「この食堂で一番高い料理だと、いくらくらい？」

「フルコースでお一人様３００Ｇですが」

「たったの３００Ｇ？　なら、じゃんじゃん持ってきてくれ！」

　やがてテーブルには良い香りのするスープと、新鮮なサラダ、そして湯気の立った骨付き肉が並べられる。俺達たちはそれにかぶりついた。

　もぐもぐと口を動かしながら、ミザリサが上機嫌に喋しやべる。

「オーク様々っすねー！」

「ふふ。こんなことなら、やっつけたオーク素材、全部持ってくれば良かったわね」

「いいよ、いいよ！　またやっつけりゃいいし！」

「まぁそうっすよね！」

「そうよね！　ヒロ、強いもんね！」

　アリシア、ミザリサと仲良く歓談する。レオナさんも小さく切った肉を囓かじっている。

「ヒロ君、ブルジョワねー。でもまぁ今まで散々苦労してきたもんね。存分に発散してやればいいわよ」

「はい！」

　美お味いしい料理に舌鼓を打つ。皿を空にした後、

「ふう。食った食った」と俺は椅子に深くもたれた。

　高級レストランの窓からは、立派な月が見える。腹ごしらえできた俺は、ゆったりとした気分でそれを眺めていた。

　だが、突然。美しい月に被かぶさるように、ヒゲ面の男が窓越しに現れる！

「うおっ!?」

　驚いていると、男は向こう側から窓を開けて、上半身を突っ込んできた！

「な、なんて珍しいの！　アナタ、リアルプレイヤーでしょ？　そうよね！　だって妖精を連れているもの！」

　短髪に、あごヒゲを蓄えた男性だった。

「アタイはショウゴ！　アナタと同じリアルプレイヤーよー！」

　高いトーンで、ショウゴさんは嬉うれしそうにまくし立てる。

「妖精を見るのもずいぶん久しぶりよ！　それって販売店特典よねー？」

「え、ええ。初めまして。私、レオナって言います。こっちはヒロ君。私、この子のサポートをしてるんです」

「ヒロちゃんね！　もしかして高校生？」

「は、はい」

「やっぱり！　若いわねー！　うふっ、食べちゃいたいわ！」

　!?　いやキャラ濃いな!!　どっちがゲームのキャラかわかんないんですけど!!

「ちょっと待ってて！」

　ショウゴさんは窓から離れると姿を消す。すぐにレストランの扉が開き、内股で走りながら中に入ってきた。それにしても、この町にもギンジさんみたいなリアルプレイヤーがいたんだ！

　何か情報が得られるかも知れないと俺は喜んでいたのだが、ふと気付けば隣に座っているアリシアが先程買った高級果物ナイフを抜いていた。

「怪しい奴やつね。どうする、ヒロ？　……殺す？」

「待て待て待て!!　何でいきなり殺そうとするの!?」

　俺も、そしてショウゴさんも腰を抜かすほどに驚いていた。

「いやん!!　何なの、このＮＰＣ!?　怖いっ!!」

　アリシアはモンスターを見るような目でショウゴさんを睨にらんでいた。な、何だか話がややこしくなりそうだ！

　俺は咳せき払ばらいした後、真剣な表情をアリシアとミザリサに向ける。

「ごめん。ちょっと俺、ショウゴさんと二人で話がしたいんだ」

「で、でもヒロ……」

「ああ、いいっすよ！　腹ごなしに散歩がてら町でも見てくるっす！」

「悪いな。面白いものを見つけたら後で教えてくれ。三十分後、此こ処こで待ち合わせよう」

「了解っす。ホラ、アンタも来るっすよ」

「ヒロ……」

　ミザリサは素直に……というか実際、町を見たかったのだろう。楽しそうにアリシアの手を引いて歩いて行く。アリシアはミザリサに手を引かれながら、チラチラと俺の方を心配そうに振り返っていた。俺のことが気に掛かるらしい。何だか本当の幼おさな馴な染じみみたいだ。

　リアルプレイヤーだけになったテーブルで、俺はショウゴさんに語りかける。

「ビックリしましたよ！　ミスティンの町にもリアルプレイヤーがいたんですね！」

「そうよね！　ギンジさん以外に未いまだにキワクエをプレイしている人がいるなんて！」

　俺とレオナさんの驚く顔を見て、ショウゴさんは楽しそうに笑った。

「うふふ。テッドの町を出て此処まで辿たどり着けたプレイヤーは、キワクエ全盛時でも僅か０・０４％。アタイの人生最大の栄光よ。だから未だにログインしちゃうの。過疎りに過疎っちゃったフルダイブだけどね」

　そしてショウゴさんは俺をまじまじと見詰める。

「高級レストランでの食事。そしてその高価な鎧よろい──ヒロちゃん、もしかして裏技が使えるの？」

「あっ、はい。まぁ」

「凄すごいわねー！　私はてんでダメだったわ！　センスがないのよねー！」

「い、いやショウゴさんだって、此処まで来られたんだから凄いですって！」

「でもショウゴさん。裏技も無しでどうやって？」

　レオナさんの言葉にショウゴさんは「うふふ」と意味深に笑った。俺はオーベルダイン歴れき程ていに書いてあったことを思い出し、レオナさんに耳打ちする。

「きっと格闘家なんですよ！　そうでなきゃゴブリンの襲撃と、オークの森を抜けられる筈はずないですもん！」

「なるほど。確かにそうかもね」

　だがそうなると、気になることがある。

「えっと、ショウゴさん。どうしてこの町から先に進まないんですか？」

　俺が尋ねると、ショウゴさんは少し儚はかなげな様子でテーブルの一角を見詰めた。

「テッドを出て、オークの森を抜けて……どうにか此処に辿り着いた時には、アタイの中で何かが変わってしまったの」

　少しの間、沈黙が訪れた。

「……分かります」

　レオナさんが寂しげに呟つぶやき、同意した。大人のリアルプレイヤー達たちの横顔をちらりと見ながら俺は推測する。

　──『自分の限界を知ってしまった』……そういうことなのかも知れないな。

　何だか、暗くなった雰囲気を吹き飛ばすように、ショウゴさんが晴れやかな笑顔を見せる。

「でもね！　今じゃあ、此こ処こでの暮らしも悪くないって思ってるの！　この町でアタイなりのプレイスタイルを見つけたって感じかしら！」

　ゲームには様々な楽しみ方がある。クリアすることだけが目的じゃない。ギンジのようにギャンブルを楽しんだり、サブストーリーを楽しむのだって実際、悪くはない。

「でも、ヒロ君はゲームクリアを目指してよね！」

「はい」

　レオナさんに俺は真面目に頷うなずいた。この超難度のキワクエを完全クリアできるかどうかなんて分からない。けれど、俺はどうにか裏技を発動することができる。何度試してもどうしても発動できなかったリアルプレイヤーの為ためにも、せめてクリアに向かおうとする意志は持とうと思ったのだ。

　──そう。カムイのように。

「うーん。若いって素晴らしいわねえ。羨ましいわあ」

　ショウゴさんは俺の顔を見て、クスッと微笑ほほえんだ。

「でもヒロちゃん。今日はもう遅いわ。宿屋に泊まって休みなさい。それに、クリアを目指すにしても、しばらくこの町に滞在して強い装備をゲットしてから出るのがオススメよ」

「ありがとうございます！」

「素敵なリアルプレイヤーに出会えて嬉うれしかったわ」

　差し出されたショウゴさんの手を握る。何だかバトンを渡されたような気がした。

　ショウゴさんが席を立つ。そして帰り際、驚くべき事をサラリと言った。

「じゃあアタイは今からオークの森に行くわね」

「!!　ええっ、今からですか!?」

　お、俺に宿屋を勧めておいて、自分はオークの森へ!?　クリアするつもりはない、みたいな話の流れだったのに!?　一体どういうこと!?

　まさにその時。レストランの扉を開け、金髪の青年が血相を変えて走って来た。

「ショウゴ！　こんなところにいたのか！」

　ショウゴさんは笑いながら、マーチンを彷ほう彿ふつとさせる背格好の青年を指さす。

「この子はヨーゼフ。アタイの幼おさな馴な染じみのＮＰＣよ」

「ショウゴさんも幼馴染みと一緒にテッドの町を出たんですね」

　俺の言葉に頷うなずいた後、ショウゴさんはヨーゼフに鋭い視線を向ける。

「ヨーゼフ。今晩もオークの森に行くわよ」

　するとヨーゼフは苦しそうな顔を見せた。

「ショウゴ……もうこんなことは……」

　ショウゴさんのことをかなり心配している様子である。うん。そりゃあそうだよ。夜の森は危険だ。しかも裏技が使えないんじゃ危ないよな。

「あの、ショウゴさん。よかったら俺も手伝いましょうか？」

「いいえ、結構よ。ヒロちゃんとアタイは『プレイスタイル』が違うから」

　そしてショウゴさんは腰をくねらせた。

「あはん！　今日はどんな激しいプレイで楽しもうかしら！」

　──は……？

　変な動きをしたせいで、胸元から称号の刻まれたペンダントがちらりと見えた。ショウゴさんのペンダントにはこう書かれていた。




『オークの愛人オーク・ラバー』




　言葉を失っていると、ショウゴさんの幼馴染みが声を荒らげる。

「ショウゴ！　これ以上、オークとプレイすると君の体が！」

「大丈夫。アナタはいつものように、アタイとオークとの熱いプレイを近くで見ていなさい。さぁ行くわよ！」

　絶句している俺を置き去りにして、ショウゴさんは幼馴染みを引き連れて、前まえ屈かがみで店を出て行ってしまった。

　しばらく放心状態だった俺は、レオナさんに叫ぶ。

「いやあの人、ホントにゲームをプレイしに行くんですか!?　何か違うプレイのような気がするんですけど!?」

「ヒロ君。他人のプレイスタイルに口を挟むのはやめましょう」

　き、気になる……！　あの人、これからオークと何するんだろ？　い、いや！　深く考えるのはやめよう！

　ショウゴさんが居なくなって、しばらくすると、ノコギリを肩に乗せたミザリサとアリシアが戻ってきた。

「どうっすか、ヒロっち。情報は得られたっすか？」

「わ、悪い。驚くほど何も得られなかった。というか正直、話さない方が良かったと後悔してる。……そっちは？」

「冒険者ギルドを見つけたっすよ。モンスターの討伐依頼が受けられるみたいっす」

「マジか！　役に立つじゃん、ミザリサ！」

　だがそんなミザリサは「ふぁーあ」と大きく欠伸あくびした。

「今日は色々あって疲れたっすね」

「うん。ちょっと眠いわね」

　アリシアも目をこする。レオナさんが俺の耳元で囁ささやいた。

「ヒロ君。二人とも休みたがってるわ」

　そう。夜はとっぷりと更けている。俺はオークの森の前で一度ログアウトしたが、アリシアとミザリサはテッドの町を出てからずっと冒険を続けている状態だ。

「悪い。宿屋を探そう」

　急に申し訳なくなってきてそう言うと、アリシアがホッとした顔で頷うなずいた。




　二人の後を付いていくと、大きな木造の建物が見えてきた。入口の看板には『ＩＮＮ』と書かれている。ミザリサはギルドと一緒に宿屋も見つけてくれていたようだ。

　中に入り、俺は受付で部屋の手配をした。一人一部屋、合計で三部屋取ったのだが、さっき食べた高級料理よりも安く済みそうだ。お金に余裕があるって本当、気分が良いよな。

「はい。じゃあ21、22、23号室ね」

　オバさんのＮＰＣから鍵を受け取り、ミザリサとアリシアに渡す。二人に続いて俺も二階に向かおうとしたのだが、

「待ちな。代金は前払いだよ」

「っと。そーなんだ」

「ヒロっち。先に行ってるっすよ。また明日っす」

「ああ。分かった」

　アリシアも俺に手を振って、階段を上っていく。ずいぶんと眠かったみたいだ。無理させちゃったな。次から夜は早めに休ませてあげなきゃ。

　気付けばレオナさんの姿もなかった。一人寂しく支払いを終えてから、俺は自分の部屋に向かった。

　二階廊下の突き当たりまで歩き、鍵と同じ番号のプレートが付いた扉をガチャリと開ける。電気などないので、中はかなり薄暗かった。窓から差し込む月明かりだけが頼りだ。ドアを閉めてから、俺は手探りで進む。ランプのようなものがぼんやり見えた。

　慣れない手つきで、どうにか火を灯ともす。すると──すぐ隣に女性の顔があった。

「ヒロ……」

「!!　アリシアあああああああああああああ!?」

　心臓が止まりそうなくらい驚き、大絶叫する！　するとアリシアは両手で耳を塞いだ。

「もう！　そんなに驚かなくてもいいじゃない！」

「驚くよ!!　何で俺の部屋にいるの!?」

「眠る前にヒロとお話がしたかったの！　それだけ！」

　ほ、本当にそれだけか？　何だか怖いイベントが起こるのではないかと勘ぐってしまう。しかしアリシアは優しげな表情だった。二人で横並びにベッドに腰掛ける。ランプの光に照らされたアリシアが、はにかみながら俺を見詰めてきた。

「ねえ、ヒロ。言ってたよね。ヒロがこの世界を救う勇者だって」

　キワクエを始めたプレイヤーは、女神から勇者だと告げられる。だが、ギンジいわく、それは単なる妄想なのだ。

「ああ……アレは夢みたいなもんで……」

「うぅん。ヒロはテスラの陰謀を暴き、テッドの町を解放したわ。それにオークの討伐だって。私ね、最近ヒロが本当に勇者じゃないかって、そんな気がしてきたの……」

　俺の手に温かいものが触れた。アリシアが俺の手に自らの手を重ねている。

「あ、アリシア？」

「ヒロを見てると、ドキドキするの」

　更にアリシアは細い指を俺の指に絡ませてきた！　そして、息が触れ合う距離まで体を寄せてくる！

「幼おさな馴な染じみの先に行きたいな……」

「お、幼馴染みの先!?」

　そしてアリシアの顔が、いや、唇が近付いてくる！　こ、この角度は!!　このままいくと、ホッペじゃなくて口に当たるんだけど!!

　しかし、唇が重なるその直前。

「おーい。アリシア、何ど処こっすかー。寝る前に枕投げして遊ぶっすよー」

　ミザリサの声が聞こえ、アリシアは「チッ」と舌打ちする。

「ミザリサの奴やつ！　眠いんじゃあなかったの！　つーか何で枕投げ？　あのバカ！」

　思いっきり眉間に皺しわを寄せて言葉を荒らげた後、打って変わって優しい表情を俺に見せる。

「じゃ、じゃあ、おやすみね、ヒロ！」

「あ、ああ。おやすみ」

　そして、ごくごく普通の挨拶のように、俺の頬ほおに軽くチュッとしてアリシアは部屋から出て行った。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた俺は、やがてベッドの上をゴロゴロと転がった。

「くぅーっ！　可愛かわいいなあ！」

　誰もいないので毛布を巻き付けながら、思ったことを口に出してみた。しかし、巻き上げた毛布の中から、ニヤニヤと笑っている妖精が現れる！

「!!　うおうっ!?　れ、れ、レオナさんっ!?」

「もー。ヒロ君たら一人で悶もだえちゃって。恥ずかしくて見てられないわー」

「レオナさんもベッドにいたんですか!?　ってか何してるんですか、人のベッドで!!」

「アリシアがヒロ君の部屋に入るのを見かけたのよ。面白い光景が拝めるんじゃないかなーと思って。あー、面白かった！」

　アリシアとのキスや、ベッドで身悶えるシーンを見られていたかと思うと恥ずかしくて死にたくなる。いやそもそも此こ処こ、俺の部屋だろ！　何で俺より先に二人、入ってんだよ！

「ダメよー。ヒロ君は未成年なんだから」

「わ、分かってますよ！　別に俺、そんなつもりは、」

「まぁアリシア的にＯＫサインは出てたけどね」

「サイン？　え、えっと。それって？」

「もちろん『抱いて』ってことよ」

「ええええええええええ!?」

　顔が火照ってくる。あ、アリシア、俺のこと、そこまで……？

「ってか、待ってください!!　このゲームって、あの、その……そういうこともできちゃうんですか!?」

「ＺＺ指定だって言ったでしょ？　その気になれば子供だって作れちゃうわよ」

　ま、マジか!!　キワクエすげえ……!!　マジで大人のフルダイブ……!!

「それでヒロ君。区切りが良いけど、ここでいったんセーブする？」

「い、いや、もうちょっとやりますよ。ログインしてからそんなに進めてないし……」

「あら！　もしかして興奮しちゃったの？　ヒロ君てばエッロ！　きっも！」

「エロいとか、そんなんじゃなくて！　普通にキワクエがやりたいだけですよ！　あの……それから今どさくさに紛れて『きっも』って言いませんでした？　ねえ？」

「とにかく、ヒロ君がキワクエに夢中になってくれて嬉うれしいわ！」

　妖精は、不機嫌な俺の顔の隣に飛んできて、耳元で囁ささやく。

「アリシアと仲良くなるのは全然構わないわよ。でも、リアルのヒロ君の相手は私なんだからね！」

　そのまま、さっきアリシアにキスされたのと逆のほっぺにキスされる。戸惑う俺を尻目に意地悪そうに笑うと、妖精はベッドのシーツに潜り込んだ。

「ま、まったく！　レオナさんはホントにもう！」

　なんて言いながら、すっかり機嫌の直った俺は少し離れた所に寝転がったのだった。




　朝の光をまぶたに感じて、目を覚ます。実際はあれから数分も経過していない。だがリアルを追求したキワクエ内での睡眠は、五、六時間眠ったような充実感と起き抜けの気け怠だるさがあった。

「ヒロ君。おはよう」

　レオナさんもまだ眠そうにまぶたをこすっている。俺も眠いが、ぼんやりした頭をブンブンと横に振った。ミザリサが発見したというギルド。今日はそこに行かなくては。

　階段を下りて、宿屋のロビーに向かうと、既にアリシアとミザリサが荷物を持って佇たたずんでいた。アリシアがてててと走ってきて「おはよう」と嬉しそうに朝の挨拶をしてくる。

「よし。じゃあギルドに行くか。ミザリサ、案内頼む」

「了解っす！　オークよりもっと強いモンスター見つけて、おしっこ漏らすっすよ！」

「はっ。漏らさねえよ。どんなモンスターでも、やっつけてやる」

　余裕ぶって返してやると、ミザリサは毒気を抜かれたような顔で口を尖とがらせた。





　　　　　　　　　◆






　冒険者ギルド『ミスティンの鷹たか亭』は、吹き抜けのある巨大なバーといった趣きだった。だが通常の酒場と違って、板張りの広間の中にいるのは町民ではなく鎧よろいを身につけた屈強な男女達たち。長いカウンターの近くには、掲示板のようなものがあって沢山の藁わら半ばん紙しがピンで打ち付けられている。

「あれってクエストの依頼じゃないかしら？」

　クエスト！　ＲＰＧっぽい！

　レオナさんの言葉に胸が高鳴り、俺は小走りで掲示板に近付く。沢山のＮＰＣが広間で歓談しているのにもかかわらず、掲示板の周りには誰もいなかった。此こ処こも、キワクエ全盛期にはリアルプレイヤー達たちで賑にぎわっていたのだろうか。いや……当時もそんなにやってる人なんていないか。

　俺は掲示板に貼られた藁わら半ばん紙しを見上げる。




『川岸のオーク退治』

『オークの群れ討伐』

『森のオーク討伐隊募集』




「いや、オークばっかりじゃね!?」

　ビックリして叫んでしまった。ミザリサとアリシアもクエストを見渡していたが、何の不思議も感じなかったようで、普段のテンションで会話している。

「ふんふん。色んな依頼があるんすねー」

「ヒロ。どのオークにするの？」

「だから待って!!　おかしくね!?　オークしか選択肢ねえし!!」

　驚く俺の肩越しにレオナさんが言う。

「ミスティンの町付近にはオークがよく出没するんでしょ。オークの森も近いしね」

「だからって！」

　思っていたのと違ってガッカリしてしまう。テッドではゴブリンのみ、ミスティンではオークのみ。モンスターの種類が少なすぎない!?　手、抜きすぎだろ、キワクエ制作陣!!

「ヒロ君。オークを倒せばお金がゲットできるわ。沢山倒して稼いでおきましょうよ」

「まぁ、そうっすけど……」

　お金は大事かも知れないが、あまり気乗りがしない。ぶっちゃけ、裏技を使えばオークは楽勝。事実、昨日は俺一人で二十体近くのオークを狩った。正直、オークはもう飽きたんだよなあ。

「……もっと強いモンスターと戦いたいな」

　不満がつい、口を突いて出てしまった。その瞬間、ざわざわとしていたギルドが水を打ったように静まりかえった。

　──え……？

　気付けばギルド内にいた冒険者のＮＰＣ達が、一斉に俺に視線を向けている。

「おい。アイツ、イキリだぜ」

「ひひひ！　イキってるわねえ！」

「違ちげえねえ。イキリ倒してやがる」

　そして俺のことを、こぞってイキリと連呼し始めた！　いや、こんなイキるイキる言われるＲＰＧってある!?　ふざけんな!!

　腹筋の割れた女戦士が不敵な笑みと共に、一枚の藁わら半ばん紙しを手に歩いてきた。

「ならアンタ。こんな依頼はどうだい？」

　そしてバンッと掲示板に叩たたき付ける。貼り付けられた藁半紙にはこう書かれていた。




『十字路の悪魔討伐』




　新たなクエストを見た途端、俺の胸は躍った。肩に乗るレオナさんに叫ぶ。

「悪魔!!　これってきっとデーモン種族ですよね!!」

「き、聞いたことないわ！　でも、かなりの強敵っぽいわよ？　ヒロ君、大丈夫？」

　ゴブリンやオークと違って、デーモンはどのＲＰＧでも強敵の部類に入るモンスターだ。少なくとも俺はそんなイメージを持っている。キワクエ内でモンスターに殺されれば、再びハードとソフトを失うが、それでも興奮の方が勝っていた。

　俺は掲示板に貼られたばかりのそのクエストを、ビリッと剥はがして手に取った。

「レオナさん！　俺、自分の力を試してみたいです！」

「やるのね？　うーん！　イキってるう！」

　また、それ言う！　レオナさんに言い返そうとしたその時。音を立てて、ギルドの正面扉が開かれた。

　太陽を背に浴びて、女性がツカツカとしっかりした足取りで俺の方に歩いてくる。

　──な、何だ……？

　彼女は明らかに今まで見てきた他のＮＰＣ達たちとは違った。着ている服こそ町娘のような質素な布の衣装だったが、艶のある茶髪にシルバーのピアス。そしてグロスの付いたリップ。そう、彼女はレオナさんと同じリアルな女性の存在感を放っていた。

　俺の目の前まで来て、目を大きく見開く。

「君もリアルプレイヤー……なんだね……？」

「は、はい。そうですけど」

　ハスキーな声は微かすかに震えていた。急にメタ的な発言をされて、俺は戸惑ってしまう。彼女は次に、俺の傍そばを浮遊するレオナさんに視線を移し、まじまじと見詰めた。

「妖精……間違いない……！」

「あ、アナタも私が見えるのね？」

　ショウゴさんと同じくレオナさんを認識した、茶髪でショートカットの女性は、こくりと頷うなずくと再び俺に視線を戻した。大きな目はいつの間にか涙で溢あふれている。

「待ってたよ。君が来るのを……」

　そして俺は力一杯、抱きしめられたのだった。















第三章　念願のリアル仲間






　女性特有の柔らかさを感じていた。アリシアとレオナさんに頬ほおにキスされたと思えば、今度は新たなリアルプレイヤー女性からの抱擁。俺の身に立て続けに起こる出来事に、脳が追いつかない。

「ちょ、ちょっと！　ヒロに何すんのよ！」

　アリシアが怒って間に入ってきた。アリシアに無む理り矢や理り引き離されても、女性は俺に熱い眼まな差ざしを送り続けている。

「ヒロって言うんだね……」

「アンタ、いきなり何なのよ！」

　憤りながらアリシアは果物ナイフを取り出し、女性の顔先に向けた！

「アリシアっ!?」

　俺は驚いて叫ぶ。いや「いきなり何なの」はお前だよ!!　どうしてすぐ人にナイフ向けちゃうの!?　今時ヤクザでもそんなことしないよ!?

　だが女性は落ち着き払っていた。ナイフの切っ先を向けられたまま、アリシアを見据える。

「幼おさな馴な染じみかい？」

「そうよ！　……えっ？　ど、どうして知ってるの？」

「悪いけど、ＮＰＣはちょっと黙っていて欲しい。リアルプレイヤー同士で話があるんだ」

「り、リアル……何？」

　戸惑うアリシアを尻目に女性は俺に向き直る。

「アタシはエイミって言うんだ」

　そしてにっこり微笑ほほえみながら、プレイヤーネームを告げた。改めてエイミさんを見る。茶髪のショートはボーイッシュ。だけど、しっかり胸もある。話していると漂ってくるのは香水の匂い。中世ヨーロッパ的なキワクエの衣装をまとっていても、現代日本から来た華やかさが彼女からは溢あふれていた。

「町を歩いてたら、オークを倒してイキリにイキリまくっている若者がいるって、ＮＰＣ達たちが噂うわさをしててさ」

「それは間違いなくヒロ君ですよ！」

　俺は、したり顔のレオナさんを睨にらむ。だがエイミさんも「そうだ」とばかり、大きく頷うなずいた。

「ああ！　そんなイキったＮＰＣっておかしいなと思ったんだ！　もしかしてリアルプレイヤーなんじゃないかって！」

　その推理は悔しい上に腑ふに落ちないけど、大当たりです。

「妖精を連れてるのを見て確信したよ！　あんた達たちがリアルプレイヤーだってね！」

「私はレオナ。ヒロ君のナビゲーターよ。知ってるかも知れないけど、販売店特典でこの姿になってるの」

「うん。分かるよ」

「エイミさん。若いけど、ヒロ君と同い年くらい？」

　すると、彼女は俺の顔を覗のぞき込むようにして聞いてくる。

「ヒロは高校生？」

「あっ、はい。高二です」

「奇遇だね。アタシも同じだよ」

「へえ！　エイミさんもですか！」

「タメだろ。エイミで良いよ」

　マジか！　俺と同い年でキワクエやってる女の子がいたんだ！

　感動していると、レオナさんが神妙な顔でエイミに尋ねる。

「ねえ。一体どうしてこんな古臭くて糞クソみたいなフルダイブＲＰＧをプレイしてるの？」

　!?　レオナさん、思いっきり本音が出てる!!

　すると、エイミは困ったような顔で、ぎこちなく笑った。

「はは……ちょっとした理由があってね」

　しばし沈黙。黙って聞いていたミザリサが遂ついにしびれを切らしたように口を開く。

「いや、さっきから何言ってんすか、この人？」

　ＮＰＣにはレオナさんが見えないし、声も聞こえない。更に俺とエイミの口から、リアルプレイヤーやら高校生やら意味不明な単語が飛び交っている。困惑するのも当然である。

　エイミがハッと気付いたように二人を見る。

「悪わりぃ。ずいぶん仲間を待たしちまってるな」

　そして俺が持っている藁わら半ばん紙しに視線を移した。

「そのクエスト、今から行くんだろ？　オークを難なく倒したっていうヒロの力、近くで見せて貰もらってもいいか？」

「ああ。もちろん構わないけど……」

　こうして『十字路の悪魔討伐クエスト』にエイミも同伴することになったのだった。




「ミスティンの十字路はこっちだよ」

　エイミが藁わら半ばん紙しを見ながら、先導してくれる。俺とレオナさん、アリシア、ミザリサは素直にその後を付いていく。

「この大通りをまっすぐ行くと涸かれ井い戸どがあってね。そこで手を合わせてお祈りすれば、願いが叶かなうって言われてるんだ」

「へぇー」

「まぁ実際、ＮＰＣ達たちが噂うわさしてるってだけの設定で、実際に願いが叶ったりはしないんだけどね」

　笑顔で話すエイミに俺は頷うなずき、相づちを打った。レオナさんが俺の耳元で言う。

「町に詳しい人がいると助かるわね」

「ですね」

　俺達の会話が耳に入ったらしく、エイミが振り返って胸に手を当てた。

「ミスティンには、それなりに長いこといるからね。庭みたいなもんさ。何でもアタシに聞いてくれ」

　うん。頼もしい。年はタメだが、男勝りな口調も相まって、エイミは姉御肌って感じだ。

『願いの叶う井戸』を過ぎて町の中心部から離れても、エイミは歩みを止めなかった。歩く程、どんどん人ひと気けが無くなっていく。

　気付けば風景は寂れ、辺りには枯れ草が広がり、民家は一軒もない。俺達は、フィールドに出た時のような広大な平原の上を延びる一本道を歩いていた。やがて俺達の歩く道と交差する、横に長く延びた道が見えてくる。

「此こ処こがミスティンの十字路だよ。東に曲がって、ひたすら歩き続けるとフローラ城があるって話だ」

　そう説明してくれるエイミの話は、耳には入るが頭には入ってこない。なぜなら、その交差する道の真ん中──まるで通せんぼでもするように黒く巨大なモンスターが佇たたずんでいたからだ。

　巨きよ躯くの怪物の頭部には二本の角が生えていた。こちらからは後ろ姿しか見えないが、明らかに今まで見たことのないモンスターである。

　──あれがデーモンか！

　俺は静かに剣を抜き、音を立てないように慎重に近寄っていく。しかし俺の気配に気付いたのか、

「ブヒヒヒヒ」

　モンスターは下卑た声で笑いながら、くるりと振り返って俺を見た。その顔を見て、仰天してしまう！　それは見慣れた醜悪な豚面！　今、俺の目の前にいるのは、角の付いた兜かぶとを被かぶった黒いオークだった。

「!?　またオークじゃねえかよ!!」

「うーん。後ろから見た感じは悪魔っぽかったんだけどね」

　レオナさんも呆あきれ顔だ。畜生、騙だまされた！　キワクエ制作陣め！　ちょっと装備と色変えただけで新モンスター扱いかよ！　楽しやがって！

「でもヒロ君！　アイツ、危なそうな武器を持ってるわ！」

　俺に気付いた黒いオークは、トゲの付いた鉄球をブンブンと威嚇するように振り回し始めた。ＲＰＧをやっている者には馴な染じみのある武器──モーニングスターだ。

　その攻撃方法が何となく分かっている俺に焦りはない。モーニングスターは威力はあるが、振り回して当てるタイプの武器である。ただでさえ、俺の素早さはオークを圧倒している。奴やつにそんな暇を与えない。

　──でも、ただ斬って倒すだけじゃあ前と一緒だよな。ちょっと試してみるか。

『結局またオークかよ』という苛いら立だちが、裏技発動に必要な怒りの感情を既に俺に与えてくれている。これまでの戦いで、俺はほぼ完全に裏技発動のコツを身につけていた。自然と裏技を発動させた上で、俺はテスラとの戦いを思い出す。

　──確か、こんな体勢で剣を引いて、それから足に意識を集中して……。

「ひ、ヒロ!!」

　重心を低くして構えていると、突然エイミが声を張り上げた。見れば黒いオークがモーニングスターを大きく後方に振りかぶっている。だが、奴の鉄球が俺に向けて放たれるその前に、

「『雷鳴神速ライトニング・エクストリーム』！」

　俺はテスラをイメージしつつ、黒オークに向かって一直線に駆けた。瞬時にオークの眼前に到達するや、抜いていたマーチンの魔剣を胴体にヒットさせる。

　斬撃の確かな手応えがあった。オークの脇を通過した後、俺は砂煙を上げながら停止する。振り向けば、真っ二つになったオークの上体が今まさに地面に落下するところだった。

「おおー！」

　ミザリサがパチパチと拍手して、

「流石さすがだわ、ヒロ！」

　アリシアが感嘆の声を上げる。そしてレオナさんも宙を舞いながら声を張り上げた。

「し、信じられない！　あんなことができるなんて！」

　よし！　思った通りに上う手まくできた！　ふふ！　皆、驚いてるな！

　なんて気分良く思っていると、胸元の称号が光を放つ。
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『イキリパクリコツキー・シーフ』




「!?　何だこの称号!!」

　罵倒されているようで憤慨していると、レオナさんが俺の傍そばに飛んできてニコニコと笑う。

「ホント、よく『あんなこと』が臆面もなくできるわね！　リアルプレイヤーなのにＮＰＣの技を盗むなんて、ヒロ君ってば恥知らず！」

「あんなことってそういう意味だったんですか!?」

『敵の技を自分のものにする』とかって小説や漫画なんかでも結構あるだろ！　いいじゃんか、別に！

　楽しそうに笑っているレオナさんから目を移し、ちらりとエイミを見る。エイミは口に手を当てたまま無言だった。うう……レオナさんみたく呆あきれてるのかな……。

「あ、あはは。兜かぶと被かぶっただけの単なるオークだったな」

　何だか恥ずかしい気持ちになって照れ笑っていると、エイミは真剣な顔で、胸の前で両手の拳を握った。

「何言ってるんだよ！　今のはかなり難度の高いクエストだったんだ！　デーモン風ふうオークは通常オークの数倍は強いんだぜ！」

「そ、そーなんだ？　ってか、デーモン風オークっていうんだアレ……」

「なのに、あんなに簡単にやっちまうなんて！　凄すごい！　本当に凄いよ、ヒロは！」

　言いながらエイミが涙を流していたのでビックリしてしまう。

「ヒロならきっと、奴やつも倒してくれる……！」

「奴？　奴って一体……？」

　そういやエイミ、ギルドでも俺のことを待ってたって言ってたよな。

　……ミザリサが嬉うれしそうにデーモン風オークの素材集めに勤いそしみ、アリシアは心配そうにこちらをチラチラと見ている。そんな中。

「これはキワクエじゃなくて、リアルの話なんだけど……」

　エイミはそう前置きしてから話し始めた。

「アタシ、一個年上の恋人がいたんだ。何て言うかアイツ、古いゲームに目がなくてさ」

「あー。レトロゲームが趣味の人っているものね。エイミさんの彼氏ってそうだったんだ」

「うん。結構強かったんだぜ。オークだって、どうにか倒せるほどにさ」

　遠い昔を懐かしむような表情だった。エイミはリアルの彼氏と一緒に、キワクエをプレイし始めたらしい。

「知っての通り、キワクエはとんでもなく難易度の高いゲームだ。だけど、どうにか二人で協力して、あがいてもがいて此こ処こまで来たんだ。そろそろミスティンの町を出ようかと思っていたある日、ギルドの掲示板に新たなクエストが張り出された。『洞窟のトロル討伐』ってクエストだ」

「トロル!!」

　俺は叫ぶ。頭に浮かんだのは、山のように巨大な体たい躯くに凶悪な相のモンスター。今度こそはデーモン風オークなどと違う、新しいタイプのモンスターだろう。俺の胸は高まった。

「だけどアイツ、死んじまったんだ」

「トロルってそんな強いのか……！」

　エイミの彼氏をゲームオーバーにさせたという新モンスター、トロル。まだ見ぬ強敵の出現に俺は武者震いするが、

「あはは。違うよ」

　エイミは悲しそうな顔で首を横に振った。

「アイツはリアルに死んじまったんだ」

「……は？」

　時間が止まったかのように感じた。俺もレオナさんも顔を見合わせる。やがて、エイミはグロスの付いた艶のある唇をゆっくり開いて、言葉を紡いだ。

「学校帰りに交通事故に遭っちゃったんだよ」

　……言葉を失って、レオナさんの顔を見る。普段、飄ひよう々ひようとしているレオナさんも、今までにない程、真剣な顔をしていた。

「次の日、一緒にトロルを倒そうって約束してたんだ。なのにアイツ……いつまで待ってもログインして来ねえ。ははっ、来る筈はずねえよな。車に轢ひかれちまってたんだから。笑っちまうよ」

　無理して笑顔を繕っているエイミが不ふ憫びんだった。こんな時、何て言ってあげれば良いのか、まるで分からない。レオナさんが言葉を選ぶようにして、エイミに話しかけた。

「エイミさん……だからアナタ、トロルに勝てるリアルプレイヤーを探して……？」

「何でだろね。あれから前に進めなくなっちまったんだ。ゲームだけじゃなくて、アタシのリアルの人生そのものが。それで、アイツと交わした約束を果たせたら、ちょっとは前に進めるんじゃないか、って。けど、トロルは強い。オークにすら勝てないアタシじゃ逆立ちしたって無理さ。一年待ったよ。毎日毎日ログインして。それでも誰も来やしない。当然だ。難度も高い上に古臭いゲームだ。けど……だけど……」

　エイミは目に涙を湛たたえて熱い視線を俺に送ってくる。

「ヒロが来てくれた」

　とくん、と小さく心臓が鼓動した。柄にもなく、熱いものが腹の底から溢あふれてきた。この子の為ためにできるだけのことはしようと、俺はその時、心に誓った。

　レオナさんも心を打たれたらしい。俺を指さして、目一杯明るい声を出す。

「エイミさん！　ヒロ君は、ここ数年で私が知る限り、キワクエクリアに最も近いプレイヤーなんです！　トロルだってきっと倒してくれるわ！」

　レオナさんの言葉に嬉うれしそうなエイミだったが、ふと何かに気付いたように、躊躇ためらいの表情を俺に向ける。

「む、無理にとは言わないよ！　トロルはゴブリンやオークなんかとは比べものにならない強敵だ！　アタシの彼氏なんか様子を見に行っただけで半殺しだった！　いくらヒロが強くてもゲームオーバーの危険はある！」

　──ずっと誰かを待ってたんだろ。本当は絶対、俺に行って欲しい筈なのに……。良い子だな。

　俺はエイミに優しく微笑ほほえむ。

「どのみち此こ処こでトロルに負けるようだと、これから先もきっと進めない。この町を出るのはトロルを退治してからだ」

「ヒロ……ありがとう……！」

　エイミは感極まったように、俺の手を両手で握りしめる。

「アタシも勿もち論ろん全力で協力するよ！　ヒロが万全の態勢でトロルに挑めるように、サポートするからさ！」

　エイミは俺の手を握り続けていた。エイミの体温が伝わってきてちょっと照れる。すると、

「あっ!!　アナタ、また!!　私のヒロから離れなさい!!」

　アリシアが凄すごい剣けん幕まくで飛んできたので、エイミがようやく手を離した。ミザリサもオーク素材の入った袋を抱えて、歩いてくる。

「全く。人に素材集めさせといて、自分は乳繰り合いっすか」

「い、いやそんなつもりは！」

「それでヒロっち。その子、仲間にしたんすか？」

「ああ！」

　俺が頷うなずくと、アリシアが口を尖とがらせながら冷たい視線をエイミに送る。

「エイミって言ったっけ。アナタ、役に立つの？」
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「戦闘はまるで自信ないよ。けど、薬の知識はあるんだ。野草なんかを集めて傷薬を作ったり、毒消し薬を作ったりできる」

「へえ！　凄すごいな！」

　素直に驚いていると、エイミは照れたように頭を掻かいた。

「アタシ、リアルでも薬学の勉強をしていて。大学はそっち系に行こうと思ってるんだよ」

　医学部とかそういう感じかな。快活な美人って印象だったけど、そう思うと知的な感じにも見えてくるな。ってか俺もそろそろ進路決めなきゃ。

　なんて思っていると、アリシアがすごい形相でエイミを睨にらんでいた。

「ダイガク？　また訳の分からないことを！　刺すわよ？」

「あの……アリシア。人をすぐに刺そうとするの止やめろよ……」

「う、うん。ごめん、ヒロ」

　俺が窘たしなめるとアリシアは従順に謝った。

　──うん。デーモン風ふうオークも倒して、新しい仲間も出来たし……今日はこの辺でログアウトするか。

　その旨をレオナさんに伝えると、殊の外、すぐに納得してくれた。

「そうね。トロル攻略の為ためにも一度、オーベルダイン歴れき程ていを読んでおいた方がいいでしょうし」

「オーベルダイン歴程？」

　レオナさんの言葉が聞こえたのだろう。エイミが目を丸くしていた。

「あら。知らないの？　カムイって口の悪い男の作ったキワクエ攻略サイトがあるのよ」

「攻略サイト、か。それを見たら先の展開が分かっちゃうってことだよな？」

「ええ、そうよ」

　するとエイミは少しアゴに手を当てて考える素振りをした。

「頼んでおいてこんなこと言うのは何だけど……アタシはヒロ自身にトロルを攻略して欲しいんだ」

「でもエイミさん、トロルを絶対に倒したいのよね？　だったら、その為にあらゆる方法を試すべきだと思うけど？」

「いやレオナさん。エイミの気持ちは分かります」

　二人の会話に口を挟むようだったが、俺はエイミの肩を持った。そもそもカムイ自身、攻略サイトは本当に困った時に読めと書いていた。実際、俺がテッドの町を抜けられたのも、半分以上がカムイの力を借りたお陰。今回こそは自分の力で攻略したいと思っていた。

　──カムイも、間抜けな選択をしなきゃフローラ城までは行ける、みたいなこと言ってたしな。今は見なくても大丈夫だろ。

　俺は自信を持って、レオナさんとエイミに宣言する。

「エイミの彼もオーベルダイン歴れき程ていの存在を知らなかった。だから俺も攻略法無しでクリアしなきゃ。そうじゃないと、エイミにとっても俺にとっても意味がない気がするんだ」

　するとレオナさんが、ぽかんと口を開けた。

「ヒロ君、またイキってる！　ってか、臭すぎるわ！　こんなの今時の女の子、引くって！　臭すぎ！　もうゲロ臭い！」

　いや、そんな言う!?　ってか、流石さすがに今のは格好付けすぎたか……？

　恐る恐るエイミの顔を覗のぞく。予想に反して、エイミの双そう眸ぼうからは涙が滂ぼう沱だと溢あふれていた。

「臭くなんかないよ……！　ありがとう、ヒロ……本当にありがとう……！」

　レオナさんには超絶バカにされたが、エイミは俺の言葉に感動してくれたようだった。突然、レオナさんが俺にウインクしてきた。

「ヒロ君……さっきの台詞せりふ、男らしかったわ。エイミさんの為ためにも頑張るのよ！」

「!!　アンタ、ゲロ臭いって言ってましたよね!?」

「それじゃあ今日はログアウトしましょうか」

　ぐっ！　また無視する！

「エイミさんはどうするの？」

「この町に、彼のお墓を作ってあるんだ。アイツにこのこと、報告してからにするよ。きっと喜ぶと思う」

　そんなこんなで、翌日のログイン時間をエイミに伝えて、俺とレオナさんはログアウトしたのだった。





　　　　　　　　　◆






　翌日の朝。学校の下げ駄た箱ばこを覗くと、またも手紙が入っていた。




『宏ひろし君、元気ですか？　今回は私のことについて少し書いてみますね。実は私、お菓子作りが大好きなんです！　休日はよく一人でキッチンで格闘しています。なかなか思うように美お味いしくは作れないんですけど、上う手まくいった時は本当に嬉うれしい！　いつか宏君にも私の血と汗の結晶のお菓子、食べて貰もらえると嬉しいです。って、ちょっと大げさですよね（笑）またお便りします。


栄えい田だ佐さ奈な子こ』






　お菓子作りか。女の子っぽいな。

　今回の手紙は前回と違い、敬語でなくなっていたせいもあって、何となく天然っぽい可愛かわいい女の子を想像してしまう。キッチンでクリームを顔に付けて、お菓子作りに奮闘しているような女の子の姿を。

「また手紙、貰もらったのかよ」

　教室でこっそり見返していると貴たか文ふみが覗のぞき込んできた。

「まぁね」

　手紙を机の中に入れた後、何気に髪を手ぐしで梳とかす。「ふぅん」と、貴文が俺をじっと見詰めていた。

「ヒロがモテるの、ちょっと分かるよ。妙に最近、自信ありげに見えるもんなあ」

「何だよ、それ」と言って笑ってみせる。

「そういや結婚迫られてるって人と、その後どうよ？」

「ホッペにキスされた」

「マジか!!」

　まぁゲームの中でだけどね。

「それから新たにボーイッシュな女の子まで現れてさ。うん。実際、自分でも好調の波が押し寄せてるのを感じるっていうか」

「へー。恋愛運が上がってるんだろうなあ。だから一気に、色んな子に好かれるんだよ」

「なるほど。恋愛運か」

「けど、優柔不断は良くないぞ。トラブルのもとになるからな」

「分かってる。気を付けるよ」

　俺は貴文にそう返事しておいた。




　学校から帰ると、自室の机の椅子に腰掛ける。パソコンのブラウザを開いたついでに、オーベルダイン歴れき程ていをクリックしそうになって、俺は慌てて手を止めた。攻略法を見るのが、いつしか染みついた癖になってしまっているようだ。

　──ダメだ！　歴程はしばらく封印！　自分の力でやってやる！

　パソコンの前で改めて誓った。しばらくニュースサイトを閲覧していると、レオナさんから電話が掛かってきた。ん？　何だか最近、電話が多いな。前はメッセージばっかりだったのに。

「やぁ、ヒロ君」

「レオナさん。どうしたんですか？」

「ふふーん。将来の旦那様の声を、リアルに直接聞きたくなってね」

「か、からかわないでくださいよ」

「オーベルダイン歴れき程てい、ホントに見ないの？」

「はい。なるべく自分でやりたいんで」

　オーベルダイン歴程を読み進めていくと、プレイした者にしか分からないパスワードを要求されることがある。レオナさんは俺と一緒にプレイしているから、俺が見られるページはその気になれば閲覧可能な筈はずである。しかし、

「分かった。ヒロ君が見ないなら私も見ないわ。エイミさんの為ためにもね」

　レオナさんもそう宣言した。

　エイミの彼氏が亡くなった話を思い出して、俺はぽつりと言葉を漏らす。

「きっと彼女、辛つらいですよね」

「ええ。そうね……」

　何だかしんみりしてしまった。落ち込んだ気分を吹き飛ばすように、レオナさんが明るい声を出す。

「そうそう！　最近良いことがあってね！　何と、キワクエが二本も売れたのよ！」

「え。マジっすか」

「大マジ！　すごいでしょ！　あんな古臭いクソゲーが売れるなんて！」

「何かもう全然、クソゲーだってこと隠しませんよね……で、どんな客だったんです？」

「カップルだったわ。二人で仲良くやるのかしら。それにしてもあんなクソゲー、二人でやるなんて、他に楽しみないのかしら！　街でデートとか色々あるでしょうに！　ホホホ！　寂しいカップルよねー！」

「エイミと彼氏もそんな感じだったんですかね……」

「ホホホホホ……アッ────」

　しばらく沈黙した後、レオナさんは俺に厳しい声を出す。

「死んだ人のことを……！　ヒロ君、ふざけないで……！」

「!!　ふざけたのはアンタでしょ!?　そういうの、止やめてくれません!?」

「じゃあヒロ君、ログインしましょうか」

「じゃあ」の意味が全く分からなかったが、レオナさんと違って、深い理由のあるエイミの為にもトロル攻略を頑張らなくてはならない。

　電話を切った後、俺はキワクエにログインした。





　　　　　　　　　◆






「……これって単体だと何の役にも立たない普通の草なんだ。でも、組み合わせによって傷薬に調合できたり、毒消し薬になったりもするんだ。麻ま痺ひを回復させる薬だって作れるんだぜ」

　デーモンオーク素材を換金した後、道具屋の棚に置いてあった青々とした野草を片手にエイミが語る。俺は、同じく時間通りにログインしていたエイミと一緒に道具屋を物色していた。レオナさんやミザリサ、アリシアも一緒だ。

「オークなんかの知能のあるモンスターは武器に毒を塗ったりする。毒消し薬は常備しておいた方が良いよ」

「へえ。そうなんだ」

　エイミの知識に感心する。今まで毒にやられなかったのは幸運だったのかも知れない。トロル戦に備えて、色んな種類の薬を用意しておいた方が良さそうだ。

　ミザリサが意地悪そうな目を俺に向けてきた。

「トロルと戦えば、今度こそヒロっちのお漏らしが拝めるかも知れないっすねー」

「お前はそれしか頭にないのかよ！」

「それだけじゃないっすよ。いつかヒロっちの四肢を切断してやりたいっす」

「最低な仲間だな！」

「ヒロは強いからアンタなんかにやられないわよ！　ねーっ！」

　アリシアに微笑ほほえむ。ミザリサも「シシシ」といつものように笑っていた。

　俺にとっては、もう日常のような光景なのだが、ふと気付くとエイミが真剣な表情で俺達たちを眺めていた。

「エイミ？」

「あ、いや……何でもないよ」

　草を数点、買って店を出る。不意に、エイミが俺の肩を軽く叩たたいた。

「ヒロ。それにレオナさんも。ちょっと時間良いか？　これからトロルを攻略する上で伝えたいことがあるんだ」

　どうやらリアルプレイヤーのみで話したいらしい。少し時間を潰してくれるようにアリシアとミザリサに伝える。アリシアがあからさまに機嫌の悪い顔をした。

「またエイミさん？」

「仲がいいっすねー」

「そういうんじゃないんだって。エイミは特別なんだよ」

「と、特別って……？」

　アリシアが驚いたように聞いてくる。ヤバっ！　下手なこと言うと誤解されちまう！

　だからといって、リアルプレイヤーやらＮＰＣやらの単語は言っても混乱を招くだけだろう。

「と、とにかくちょっと待っててくれ！　なっ！」

　苦しい言い訳と共に、俺は逃げるようにして道具屋から離れる。そしてエイミとレオナさんを手招きして、人ひと気けのない路地裏に入った。

「エイミさん。話って？」

　レオナさんに促されて、エイミは声のトーンを落とし、張り詰めた表情で話し始める。

「正直に言わせて貰もらうよ。ヒロの現状のパーティはあまり良くない」

「な、なるほどな……」

　俺がちらりとレオナさんを見ると、妖精は怒ってブンブンと俺の周りを飛び回った。

「何よ、ヒロ君！　どうして私を見るのよ！」

　するとエイミは首を軽く横に振る。

「レオナさんは敵に姿が見えないし、上空からモンスターの動きだって俯ふ瞰かんできる。仲間として、とても有能だよ」

「ほらみなさい！　ヒロ君、正座！　一時間！」

「何で一時間も正座しなきゃいけないんですか。それに俺、何も言ってませんよね？　レオナさんが勝手に勘違いしたんでしょ」

　普段の仕返しとばかりに俺は少し意地悪く笑ってみた。レオナさんがふてくされるも、エイミは真面目な顔を崩さない。

「いいかい。ぶっちゃけて言うよ。アタシ、ミザリサはパーティにいらないって思うんだ。仲間から外すべきだと思う」

　衝撃的なことを突然、しかもあっさりと言われ、俺は驚いて言葉を失った。俺の顔を見て、エイミは不思議そうに首を傾かしげる。

「どうしたんだ、ヒロ？」

「い、いや、何も外さなくても！　そのままにしておけばいいんじゃないか？」

「そ、そうよ、エイミさん！　今後新しい仲間を入れるにしても、ミザリサを残しておけばパーティ全体の攻撃力も上がるわ！」

「理由はいくつかある。まず、ミザリサは異端審問官インクイジターであのヴィジュアルだ。見た目の印象が良くない。これからきっと入れない店や町が出てくるぜ」

　確かにミスティンに入るときだって検問で引っかかってたしなあ。いやでもそれは服を買ってやれば、どうにでもなる問題だし。

　エイミは眉根を寄せながら、話を続ける。

「それから一番の理由はこれだ。あのＮＰＣ──ヒロを拷問したいみたいなことを言ってるだろ？　パーティ内に敵がいるなんて、とんでもないことだよ」

「あれはまぁ冗談──でもないか。うーん。確かに……」

「ミザリサは今すぐチェンジした方がいい」

「い、いやその、流石さすがにそれは。ちょっと情が湧くっていうか……」

「どうしたんだよ、ヒロ？」

　俺が迷っているのが、エイミにはどうも理解できないらしい。

「おいおい。ゲームで仲間を代えるってそんなに難しいことか？」

　そりゃあ他のＲＰＧで仲間のチェンジは当然といえば当然。けどキワクエのＡＩは無駄にリアル。もしかしたら、ミザリサの奴やつ「うわああああん！　ひどいっす！」とかって泣くかも知れないんだよなあ。

「その時々、攻略するモンスターに合わせてＮＰＣの仲間を変える──アタシは当然だと思うけどな」

「まぁ言われてみればそうよね。仲間をチェンジするなんて、ＲＰＧあるあるだわ」

　レオナさんも同意し始めた。そう、二人はごくごく普通のことを言っているのだ。加えて、ミザリサは俺を拷問したがったり、オシッコを見たいと言ったりする変態ＮＰＣ女。パーティから外せと言われても納得だ。

　──でもゴブリンから助けて貰もらったこともあるし、たまにだけど可愛かわいいところも見せたりするんだよな。

　エイミが煮え切らない俺を急せかすように、顔を見上げてきた。

「ヒロ？」

「あ、ああ。そうだな。分かった」

　とりあえずミザリサにそれとなく相談してみるか。それでもしミザリサが嫌がったら止やめたら良い訳だし。

　話が終わって、路地裏を出る。そうして俺はミザリサとアリシアと合流した。

「あのな。ミザリサ……」

　俺としてはそれなりに意を決して、ミザリサに話を持ちかけたのだが……

「了解っす！　それじゃあ私、抜けるっすよ！」

　あっけらかんとした笑顔に、逆にこちらが唖あ然ぜんとしてしまった。

「つーか、最近ヒロっちが全然お漏らしする気配がないんで物足りなかったんすよー！　何なら私から言おうかな、なんて考えてたくらいっす！」

「な、何だよそれ！」

「シシシ！」

　楽しそうに笑うと、すぐに踵きびすを返す。

「それじゃあ、これで！　このノコギリありがとうっす！」

　買ってあげたノコギリを軽く掲げて、自分から立ち去る準備をしている。

「あ、あのミザリサ……私……」

　アリシアがミザリサに近付いて、小袋を差し出した。

「これリンゴの詰め合わせ。あげる。半分腐ってるけど」

「こ、この生ゴミみたいなのが餞せん別べつっすか。アンタらしいっすね……」

　呆あきれ顔をした後、ミザリサはニカッと笑って俺達たちに大きく手を振った。

「それじゃあ、さよならっす！」

　そうしてミザリサは、振り返りもせずミスティンの町の大通りをすたすたと歩いて行ってしまった。

　姿が消えてからレオナさんが言う。

「まぁ女の子ってあんなものよ。男よりずっとサバサバしてるんだから」

「うーん。俺の考えすぎだったみたいですね」

「それじゃあ、ヒロ。ミザリサの代わりの仲間だけどさ。アタシ、目を付けてるのがいるんだよ。早速だが、付いてきてくれ」

　ミザリサを外してすぐ、俺達は新しい仲間を紹介するというエイミの後を追った。




　町の中心部から離れて歩くこと十数分。俺達は、ゴロツキや酔っ払いがたむろする通りを歩いていた。日も暮れてきたせいで、ゴミの散らばる道がますます怪しく思える。まるでテッドの町でギンジが暮らしていたような吹きだまりである。うーん。何ど処この町にもヤバげな所はあるもんだなあ。

　やがてエイミが大きな建物の前で足を止めた。三、四階はありそうな、古い木造建築の建物だ。エイミは軋きしむ階段を上り、二階へ進む。狭い通路を歩き、そして、ある扉の前で立ち止まった。エイミが扉をノックしながら、独りごちるように言う。

「赤巻紙青巻紙黄巻紙」

「な、何ソレ!?　早口言葉!?」

　すると、ガチャリと鍵の開く音。ぎぎぎと音を立てて扉が開かれ、中から顔を出したのは、頬ほおに切り傷のある大男である。

「……入れ」

　ぶっきらぼうに言って、俺達たちを玄関に招き入れると、すぐに扉を閉めた。

「エイミか。追っ手かと思ったぜ」

「あ、あの、エイミ。この人は？」

「マックスっていうんだ。訳あって、色んな奴やつから狙われてるんだよ」

　狙われてる……？　ああ、だから合言葉みたいなのを言ってたのか。

「マックスは訳ありのＮＰＣさ。だがアタシの調べた限り、この町最強のＮＰＣでもある」

「マジか……！」

　言われてまじまじとマックスを見詰める。筋骨隆々で、腕には獣のような入れ墨が入っている。確かにメチャクチャ強そうである。

「マックス。前から頼んでた通り、仲間になって欲しいんだ」

「いいぜ。だが、俺を雇うには依頼料が必要だ」

「か、金がいるのか？」

「一日１万Ｇガルドだ」

　安くはないが、今の俺にとってはたいした額ではない。一体分のオーク素材があれば数日は雇える計算だ。エイミが耳元で囁ささやく。

「とりあえずトロル対策用の仲間だよ。ずっと雇う必要はないさ。今日は顔見せってことでも良いけど……どうする？」

「どれだけ強いのか見てみたいな。なぁ、マックス。今からオーク狩りに行かないか？」

　俺はそう提案してみるが、マックスは頭かぶりを振った。

「もう夜だ。明日にしてくれ」

「そ、そうか。分かった」

　当然の理由に俺はおとなしく引き下がる。

「明日、俺の方からそちらに出向いてやる。金は用意しておいてくれ」

　俺は宿屋の場所を告げてから、マックスの部屋を出たのだった。




　ログインしてからさほど時間は経たっていなかったが、俺は宿屋に向かう。

　とりあえず一眠りして時間を経過させよう。朝になったら、マックスを連れてオーク狩りだな。

　受付でアリシアとエイミの部屋を取ってから、自分の部屋に入る。しばらくするとノックの音が聞こえた。扉を開くとアリシアが神妙な顔をして立っている。

「……入って良い？」

「ああ」

　返事をした途端、アリシアはいきなり俺に抱きついてきた！　そのまま、もつれるようにしてベッドに倒れ込む！

「うわわわ!!　アリシア!?」

「ヒロ……私のこと、嫌い？」

　俺に馬乗りになりながら、アリシアは顔を近付けてくる。だがその顔は悲しげで、目には涙が滲にじんでいた。な、何なんだ、この状況は!?

「前、言ってくれたよね？　ヒロは私のことが好きだって……」

　そして俺の胸に顔を埋うずめて、シクシクと泣き出した。

「やだよ！　私もミザリサみたいに捨てないで！」

「す、捨てる？　アリシアはずっと仲間だよ」

「ホント？　約束する？」

「ああ、約束だ」

　アリシアが顔を上げる。俺は涙を指で拭ってやった。少し落ち着いたのか、アリシアが体を起こし、ベッドに腰掛けた。俺もその隣に座る。

「ヒロ。私ね。ミザリサがいなくなって寂しいの」

「え」

　意外だった。いつも「変態女」とか「バケモノ女」なんて言い合って、いがみ合っていたのに。

「何だかんだで、テッドの町から一緒に来た仲間っていうか。宿屋で一緒に枕投げしたこともあったし」

「そうだったのか……」

　しばらく無言が続き、やがてアリシアは立ち上がった。

「ごめんね。夜遅くに」

「いや、いいんだ」

　扉前でアリシアは再び俺に向き直り、体を近付けてきた。

「絶対に捨てないでね。約束だからね」

「大丈夫だよ」

「じゃあキスして」

　そう言って頬ほおを差し出してくる。少しためらったが、俺は自分からアリシアの頬にキスしてみた。な、何かメチャクチャ恥ずかしいな！　こんなとこ、レオナさんに見られたら死んじまう！

「じゃ、じゃあな。アリシア」

「うん。おやすみ」

　アリシアが出て行ってから俺はベッドを、おそるおそるめくった。そこに妖精はいない。

「よかった。流石さすがにいないな」

　安あん堵どして独りごちた瞬間。ベッド近くの棚がガラッと開き、したり顔で妙なポーズを決めた妖精が登場する！

「フッ。甘いわね、ヒロ君」

「!?　やっぱり、いやがったああああああああああああああ!!」

「ＮＰＣにキスして興奮しちゃって！　これはもう立派な犯罪ね！」

「レオナさんの方が犯罪者でしょ!!　この覗のぞき魔!!　もういいから、出ていってくださいよ!!」

「はいはい」

　妖精は飛び回り、扉の開いた隙間に向かう。しかし、出て行く直前に俺を振り返って、にやりと笑った。

「ヒロ君。優柔不断はダメよー」

「分かってます！」

　レオナさんが出て行った後で、言われた言葉を反はん芻すうしてみる。

　──そういや、貴たか文ふみにも同じような事、言われたっけ。何なんだよ、もう！

　ふて寝するようにして、俺はベッドに体を横たえた。




　窓から眩まぶしい朝日が差し込んできて、俺は目を覚ます。リアルには数分しか経たっていないキワクエ内の睡眠。だが、しっかり寝起きの気け怠だるさを感じる。背伸びして眠気を飛ばしていると、ノックの音がした。

　またアリシア？　それともレオナさん？

　扉を開ける。今度はエイミが佇たたずんでいた。

「ヒロ。入って良いかい？」

「ちょっと待ってくれ」

　そして俺はベッドをチェックしたり、棚を開けたり、部屋中を引っかき回す。

「な、何やってんだ、ヒロ？」

　よし、今度こそレオナさんはいない……と見せかけておいて、

「そこだ！」

　俺はエイミの背後に素早く回り込む。予想通り、エイミの背中にはレオナさんが大の字で張り付いていた。潰れた蛙かえるのような格好ながらも首を動かし、片方の口角を上げる。

「やるじゃない。成長したわね、ヒロ君」

「やるじゃない、じゃねえよ!!　散々やめてくれって言ってんだろ!!」

「い、いいよ、ヒロ。レオナさんも一緒にいてくれた方が話が早い」

　レオナさんを摘つまみ出そうとしたが、エイミは笑いながらそう言った。仕方なく、レオナさんも一緒に部屋に招き入れる。

「それでエイミ。話って？」

「トロル攻略に向けてなんだけど……実はもう一つ、提案があるんだ」

　エイミは部屋隅の壁に立てかけてあるマーチンの魔剣を指さした。

「あの剣じゃ、これから先は進めないかも知れない」

「え！　ど、どういうことだよ？」

「鞘さやに入れていても、瘴しよう気きが漏れてるだろ。これじゃあフローラ城まで行けたところで、門番に魔物扱いされて追い返される可能性がある」

「そうなんですか、レオナさん!?」

「さ、さぁ？　けど、エイミさんの方が私達たちより攻略は進んでる訳だし、参考にした方が良いんじゃないかしら」

　レオナさんの言葉にエイミはこくりと頷うなずいた。

「それにヒロ。此こ処こから先はもっと強い剣が必要になる」

「うーん。でもマーチンの魔剣より強い剣なんて……」

　するとエイミが俺に鋭い視線を向けてきた。

「聖剣エセリオン。この町、ミスティンで売ってる最強の武器だ」

「それってもしかして１２０万Ｇガルドのアレか!?　流石さすがにそんな大金ないぞ!!」

「良い方法がある。売るんだよ。その魔剣を」

「えええええっ!?　う、売る!?　そんなことしたらアリシアが、」

「所詮ＮＰＣだろ。気にしなくて良い」

　事もなげに言った後、笑顔でエイミは続ける。

「そんな珍しい剣、そうそうないよ！　もの凄すごい高値で売れる筈はずさ！　そしたら聖剣エセリオンだってすぐ買える！」

「で、できねえよ！　マーチンの魔剣を売るなんて！　マーチンは俺と幼なじみで！　死んでもずっと親友で！」

　まくし立てる。だがエイミは、いつしか冷ややかな目を俺に向けていた。

「なぁヒロ。いくら何でもＮＰＣに感情移入しすぎじゃないか？」

「あ、あのね、エイミさん。ヒロ君も此処に来るまで結構色々あったの。その剣はアリシアの兄の形見なのよ」

　珍しくレオナさんがフォローしてくれるが、エイミは眉間に皺しわを寄せる。

「そりゃあ大事な友達の形見を売るなんてリアルの世界なら、とんでもないことだよ。アタシだって大反対だ。でもこれはゲーム。アイテムのうちの一つじゃないか。ヒロの最終目的はキワクエのクリアだろ？」

「そ、そうだよ。けど昨日、ミザリサをチェンジしたところだ。この上、マーチンの剣を売るとか……で、できないって」

「『攻略に合わせて仲間を変える』、『弱い武器を売って強い武器を買う』……それの何が間違ってるんだよ？」

　そう言われると何も言い返せない。い、いやでも！　だってさあ！

「頼むよ、ヒロ！　アタシは真剣にキワクエを攻略したいんだ！　ヒロには万全の態勢でトロルに挑んで欲しいんだよ！」

「ダメだ！　売れないって！」

「意味分かんねえ！」

「はあっ!?　意味分かんねえのはそっちだろ!!」

　思わず声を荒らげてしまう。しまった、と思った時にはエイミは口に手を当てて、泣きながら駆け出していた。俺は為なす術すべも無くその後ろ姿を見送る。

　静かになった部屋の中、レオナさんが「ふう」と小さく溜ため息いきを吐ついた。

「……レオナさん。俺、間違ってます？」

「間違ってはないわよ。けどね、私にはエイミさんの気持ちも分かる。ヒロ君はようやく見つけた奇跡のプレイヤーなの。自分にできる最大のアドバイスをしてあげたい。その気持ちは私も同じだから」

　エイミから聞いた話を思い出す。彼氏が交通事故で亡くなって以後、エイミは一年以上もずっとリアルプレイヤーを待っていた。トロルを倒してくれる強いプレイヤーを、当てもなく……。この酷ひどい過疎ゲー内で一人寂しく、ずっと……。

「だからちょっと熱くなってるのよ。悪く思わないであげてね」

　こういう時、レオナさんはちゃんと大人だった。そして俺は人生経験の少ない高校生だ。

「俺、もう一回エイミと話してきます」

　宿屋のロビーで待っていて欲しいとレオナさんに告げてから、俺は一人でエイミの部屋に向かった。

　扉を開き、招き入れてくれた瞬間、俺はエイミに頭を下げる。

「ごめん。ミザリサもアリシアもＮＰＣだ。一番大事に考えなきゃいけないのは、エイミだよな」

「アタシもごめん。知らなかったんだよ。ヒロはゲームに深く入り込んじゃうタイプなんだね……」

　そういう風に言われるとより一層、気恥ずかしくなってくる。まるで自分がゲームと現実の区別も付かないお子様だと言われているような気がした。

「はは……俺、何やってんだろな。ＮＰＣより、リアルプレイヤーの友達を優先するのが当然なのに……」

　俺は腰のマーチンの魔剣をちらりと見た。途端、エイミが血相を変えてブンブンと手を横に振る。

「い、いや！　その剣はヒロにとって大事なものなんだろ！　アタシも、もう無理に売れなんて言わないよ！」

「エイミ……」

　そう言ってくれなければ、俺は魔剣を売るつもりだった。だが、エイミも俺の気持ちを汲くんでくれたようだ。やはりエイミは良い子だなと素直に思った。




　エイミと一緒にロビーに向かう。既にアリシアが荷物を持って待ってくれている。その荷物の上にレオナさんもちょこんと座っていた。

　──色々あったけど……気分を切り替えてオーク退治だ！　マックスの実力も楽しみだしな！

　しかしロビーにはマックスの姿はない。しばらく待っても現れないので、俺達たちは宿屋を出る。

「……ヒロ君。あれじゃない？」

　レオナさんが小さな指で示したのは、宿屋の前にある小さな広場だ。木の長椅子に腰掛けている男性がいる。大きな背中は確かにマックスっぽい。

　ってか、狙われてるとか言ってなかったっけ。こんな人目に付く所で悠長に座って不用心だな。

　そう思いつつ、マックスに向かって歩きながら声を掛ける。

「おはよう、マックス。じゃあ、オーク退治に行くか」

　だが俺の方を振り向かない。考え事をしているかのように体を折り曲げている。

　近付くにつれて、徐々に違和感を覚えた。マックスは何かを手に抱えているようだ。

「マックス？」

　呼びかけながら覗のぞいてみる。マックスが大事そうに抱えていたもの。それは──

　マックス自身の頭部だった！　マックスは苦痛に歪ゆがんだ自分の生首を持って座っていたのだ！

「うわああああああああ!?　マックスがマックスの首、持ってるううううううううううううううう!?」

　俺は腰を抜かして、その場にへたり込む！　エイミもおののいて震える声を出す！

「こ、こ、これは一体どういうことなんだよ!?」

「俺だって分かんないよ!!　冒険前にマックスが死んじまうなんて!!」

　不意に。俺達たちの背後から、ガリガリと何かを引きずるような音がした。

「……復ふく讐しゆうっすよ」

　聞き慣れた声に振り返る。着ているものや背格好も同じ。しかし、その顔は俺の知っている彼女の表情ではない。

「ミザリサ……！」

　虚うつろな両目の下にはハッキリとクマが出来ている。血に濡ぬれたノコギリを引きずるミザリサを見て、俺は叫んだ。

「まさか、お前がマックスを!?」

「シシシ。ヒロっちに捨てられた後、ミスティンの町を歩きながら考えたんす。何度も何度も考えたんす。そしたら、はらわたが煮えくり返ってきたんすよ。私はヒロっちの為ために異端審問官インクイジターもやめて、テッドを出たっす。なのにあんな簡単に……」

　そしてミザリサは血の付いたノコギリをブンと振って、俺に向けた。

「おしっこも漏らさない！　私を捨てる！　代わりにこんな奴やつを仲間にする！　もう絶対の絶対に許さないっす！」

　殺意剥むき出しのミザリサに戦慄する俺とエイミ、そしてアリシア。だがレオナさんだけは、両手を胸の前で握って興奮している様子だった。

「す、凄すごいわ！　こうまでリアルに捨てられた女の子の心情を表現するなんて！　やっぱりキワクエの人工知能アールエヴォは素晴らしいＡＩね！」

「んなこと言ってる場合ですか!!」

　脳天気なレオナさんに代わって、エイミが驚きよう愕がくの声を漏らす。

「こんなことになっちまうなんて……！」

「そ、そうだよ！　ゲームで仲間を変えただけなのに……！」

　エイミの後に続いて俺が呟つぶやくと、レオナさんが耳元に飛んできた。真剣な顔で囁ささやく。

「いい、ヒロ君。切り捨てられた女性の恨みは恐ろしい。簡単に仲間なんて変えるもんじゃあない。これは当然の帰結よ」

「!!　仲間をチェンジするのは、ＲＰＧあるあるって言ってませんでした!?」

　無言。相変わらずレオナさんの手の平返しは半端なかった。問い詰めてやりたいが、そんな暇はない。

「その男のように、ヒロっちの首もブッた切ってやるっす……！」

　にじり寄ってくるミザリサ。アリシアが俺をかばうように一歩進み出た。

「ミザリサ！　落ち着きなって！」

「フン。アンタは捨てられてないから、そんなことが言えるんすよ」

「だからってヒロを殺そうっていうの？　アンタ、それはしないって言ってたじゃない！」

　ミザリサは病んだ目で楽しそうに笑う。

「そう。ヒロっちを殺せばお漏らしを楽しめない、ちょっと前までそう思ってたんす。でもね。ヒロっちをブッ殺しても、お漏らしを楽しめる画期的な方法を考えたんすよ」

「そ、それは？」

　アリシアが尋ねると、ミザリサは口を三日月にして哄こう笑しようした。

「シシシシシ！　ヒロっちを殺した後、局部を切り取って、そこに管を通して水を流すんす！　そうしたら、ずうっと永久にお漏らしが楽しめるって寸法っす！」

　!?　いやそれどんな寸法!?　聞いてるだけで、怖くておしっこ漏らしそう！
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　恐怖で硬直してしまう。そしてその隙を突いて、ミザリサがノコギリを振りかぶり突進してきた！

　──うっ？　は、速い！

　どうにかマーチンの魔剣を抜いて、ノコギリを打ち払う。金属音が響き、ミザリサがぐらりと体勢を崩す。あ、危なかった！　一瞬遅れたら殺されてた！

　それにしても、ミザリサにこんな俊敏さが備わっているとは知らなかった。ひょっとしたら怒りが彼女を強くしているのかも知れない。それに対して、何というか申し訳ないような気持ちが先立っている俺は、裏技の発動が微妙だった。

「ウラウラー！　いくっすよー！」

　叩たたき付けてくるミザリサのノコギリを魔剣でどうにか受け止めるが、その後、力負けするようにじりじりと押されてしまう。

「くっ……！」

　鍔つば迫ぜり合あいながら、ミザリサが叫ぶ。

「尿永久製造機を寄よ越こせっすうううううううううう!!」

「!?　俺の体にそんな機械的な部分はない!!」

「ひ、ヒロ！」

　エイミが心配そうに叫び、駆け寄ってくる足音が聞こえた。「来るな、エイミ！」と言おうとしたのだが、それより先にレオナさんが大声を出す。

「エイミさん！　今、ヒロ君に近付いちゃあダメ！　巻き添えを食らうわ！　ほっといた方がいいって！　無視無視！」

　言い方ァ!!

　いや俺も同じこと、言おうとしてたよ？　けど『ほっとけ無視』は酷ひどくない？　アンタそれでもアドバイザー？　本当に俺にクリアして欲しいの？

　だが、エイミがレオナさんの説得で足を止める。そして俺の喉元にミザリサのノコギリが迫っていた。ま、マズい！　このままじゃマジでヤバい！

「こ、この変態女！　私のヒロに触れないで！」

　頼りになる仲間アリシアがミザリサに体当たり。だが、まるで大木のようにミザリサはびくともしなかった。

「やんっ」

　代わりに、可愛かわいい声をあげてアリシアが尻餅をついた。ミザリサが冷たい目でアリシアを見下す。

「ふん。バケモノ女が弱くなったもんすねえ」

「わ、私はもう地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーじゃない……」

　うう……アリシアは弱体化してる！　此こ処こは俺が何とかするしか……！

　その時だった。

「きゃあああああああ!!　誰かあああああ!!　殺人事件よおおおおおおん!!」

　オークの愛人オーク・ラバーのショウゴさんの甲高い声が辺りに響く。偶然、通りかかってマックスの無残な死体を発見してしまったらしい。ショウゴさんは叫んだ後、こちらに目もくれずドタバタと逃げていった。

「何だ何だ？」

「さっきの人、殺人とか言っていたわ」

　ショウゴさんの叫びで、通行人のＮＰＣ達たちがざわめく。広場に野や次じ馬うまがぞろぞろと集まってきた。

「……今日は尿永久製造機は諦めるっす」

　ミザリサがチッと舌打ちして、踵きびすを返す。だが、数歩歩いて振り返り、氷のような視線を俺に投げた。

「これ以上、仲間を増やそうなんて思わないことっすね。ヒロっちと一緒に新しい仲間もブッた切ってやるっすよ」

　ノコギリを振り回して集まった町人を威嚇した後、ミザリサは脱だつ兎とのごとく、この場から消え去ったのだった。
























第四章　凋ちよう落らく






「ふんふん。なるほど。マックスを殺害したのは君の元仲間と言うわけだね」

　殺害現場で、俺は老年の兵士にいきさつを説明していた。他の兵士はマックスの首なし死体を横長の袋に詰めている。どうやら彼らはミスティンの警備隊らしい。

　俺とエイミ、そしてアリシアの暗い顔を見て、老兵士は少し微笑ほほえんだ。

「マックスは賞金の掛かったお尋ね者でね。我々も行方を追ってたんだよ。報奨金を支払わずに済んで幸運だった……なあんてね」

「そ、そうなんですか」

　ってことは、ミザリサは捕まってもたいした罪には問われないってことか。その点はよかった……のかな。

　今回は偶然にも相手が犯罪者だった。だが、一般人に危害を加えたら、ただでは済まなかったろう。そして次にミザリサが攻めてきた時には、どうなるか分からない。

　エイミが歯を食いしばるようにして言葉を発する。

「アタシの考えが甘かったよ。まさかＮＰＣがあんな行動に出るなんて……」

「エイミさん。これがキワクエなのよ」

「ってかマックス、ミザリサに殺されてるし。そもそもミザリサの方が強かったってことじゃないか？」

「うん。きっとそうよね……あっ」

　俺とレオナさんは口をつぐむ。エイミが、がっくりと肩を落としていたからだ。

「い、いや、エイミが悪いわけじゃないって！」

　俺は何とか慰めようとフォローする。エイミだって俺の攻略がはかどるようにと思ってしたことである。責める訳にはいかない。

　レオナさんが俺の肩に乗ってきて、少し厳しい口調で言う。

「どちらにしても次に襲ってきたら、本気で攻撃した方が良いと思うわ」

「み、ミザリサをですか？」

「向こうは本気でヒロ君を殺そうと思ってる。もう敵だと考えた方が良いわよ」

　うわぁ……何だか面倒くさいことになっちゃったなあ……。

　今度は俺が肩を落とす。そんな俺を見て、エイミが自身を鼓舞するかのように声を張り上げた。

「ひ、ヒロは絶対に殺させない！　殺させるもんか！　ようし！　アタシ、今度こそ絶対に役に立ってみせるから！」

　アレ。何か変なスイッチ入っちゃったみたいだけど……だ、大丈夫かな。




「やっぱりこの剣だよ！　コレを買えばヒロはもっと強くなる！」

　武器屋でエイミが神々しい剣を指さしている。エイミが勧めているのは、この町で一番値の張る武器・聖剣エセリオンだった。そのお値段、何と１２０万Ｇガルド。以前、見た瞬間、即座に購入を諦めたフェラーリ並の超高価な剣である。

　高い武器を買えば、確かに攻撃力は上がる。だがこれまでプレイしてきて分かるように、キワクエの戦闘はそんな単純な仕様ではない。それでもエイミの気持ちと、重すぎる過去を知っている俺は何も言えなかった。

　文句を言ったのはアリシアだ。親の敵のようにエイミを睨ねめ付ける。

「ヒロには兄さんの魔剣がある！　そんな剣なんていらないわ！」

　だが、エイミもアリシアに負けじと睨にらみ返す。

「アタシはトロルにその魔剣が通じない可能性だってあると思う！」

「はぁっ!?　そんな訳ないじゃない!!」

　放っておけば喧けん嘩かになりそうだ。俺は二人の間に入った。

「アリシア。エイミの言ってることも一理ある。モンスターには有利な武器と不利な武器があるからな。もしかしたら、トロルには魔剣での攻撃が通じないことも考えられる」

「ヒロ……」

　そして次に俺はエイミに向き直る。

「だけど、エイミ。俺は今、聖剣エセリオンを買うほどの金はないんだ。しばらくはマーチンの魔剣で頑張るよ」

　俺としては双方に気を遣いつつ、やんわりエイミの提案を断ったつもりだった。

　しかしエイミはニカッと笑う。

「アタシも色々調べたんだ！　ミスティンの町には、金を借してくれるところがあるんだよ！」

「え……そ、そうなの？」

「ミザリサの襲撃だって心配だ！　今すぐ聖剣エセリオンを買って、攻撃力を高めるんだ！　借りた金はオークを狩りながら、少しずつ返せば良い！」

「分からない女ね！　ヒロにはそんな剣、必要ないってば！」

「うるさい！　ＮＰＣには関係ねーだろ！」

「意味の分からないこと言わないでよ！」

　とうとう二人で言い争いを始めてしまった。オロオロしている俺にレオナさんが囁ささやく。

「武器はいくらあっても良い訳だし、エイミさんの言うとおり聖剣を買ってもいいんじゃないかしら。属性的な感覚で言えば、聖剣は光属性、魔剣は闇属性って感じでしょ？　異なる属性の剣があれば今後、色々対応できると思うわよ」

　なるほど！　レオナさん、たまには良いこと言う！

　俺はアリシアにレオナさんの提案を告げる。

「勿もち論ろんマーチンの魔剣だってこれからも使う。けどモンスターによって、聖剣と魔剣を使い分けた方が戦略の幅が広がって良いと思うんだ」

「そ、そう……。ヒロがそう言うなら……」

　アリシアは渋々納得してくれたのだった。




　いったん武器屋を出てから、大通りを歩くエイミに付いていく。しばらく歩いた後、エイミは通りを一本裏に入った。野良猫がたむろしている細い道を更に進む。やがてエイミが足を止めた。

「此こ処こで金を借りられるんだ」

　横に大きい、煉れん瓦が造づくりの建物だった。入口付近に掲げられた看板には『笑顔商会』と書かれている。エイミは躊躇ためらいもせずに扉を開く。

「いらっしゃいませ」

　黒いスーツを着て、黒髪を結った眼鏡の女性がこちらを向いて丁寧に頭を下げてきた。俺達たちは椅子に座るよう、促される。

「私わたくし、笑顔商会ミスティン支店の受付をしております、チェルシーと申します。以後、お見知りおきを」

　正直、ＲＰＧで金貸しというと悪そうな輩やからや屈強な男を想像していた。しかし、それは俺の偏見だったようだ。こぎれいな店内。そしてカウンターを挟んで目の前には、美しくて知的な感じの女性が姿勢正しく椅子に腰掛けている。

「へー、大きな所ね。安心感があるわ」

　レオナさんも店内を窺うかがいながら感想を述べた。受付のチェルシーは、上品な笑顔のまま喋しやべる。

「笑顔商会は、オーベルダイン全土の各主要都市に店舗を構えております。どうぞ、安心して借り入れして頂ければと存じます」

「そ、そっか。じゃあ早速なんだけど……」

　現在、所持金は10万Ｇガルドと少し。俺は緊張しながら、おずおずと聖剣エセリオンを買う為ために１１０万Ｇを貸して貰もらえないか尋ねた。

「かしこまりました。それでは毎日10万Ｇガルドの十一回払いは如何いかがでございましょう？」

「ヒロ。一体分のオーク素材は大体５万Ｇで売れる。一日二体オークを倒せば期限内に返せるぜ」

　チェルシーとエイミの提案に俺は頷うなずく。

「そうだな。そのくらいなら無理なく返済できそうだ。……うん。じゃあそのプランで」

「ありがとうございます。お支払いは翌日から開始となりますのでご了承くださいませ」

　チェルシーは頭を下げると席を立つ。そして大きな包みを持ってきて、机の上にドンと置いた。

「こちらが１１０万Ｇになります」

「おおっ！」

　大金なのに結構、簡単に借りられるんだな！　身分証明とか何だかんだいるのかと思ってたけど！

　しかし、受け取ろうとすると、チェルシーは分厚い藁わら半ばん紙しの束を一緒に渡してきた。

「此こ処こに規約など書いてございます。お時間のある時にでもお目通し、よろしくお願い致します」

「分かった。ありがとう」

　こうして無事に大金を入手し、俺達たちは笑顔商会を出たのだった。




「毎度ありー!!」

　金歯の店主が破顔一笑する。

　ミスティンの武器屋を出た後、俺は豪華な装飾の施された名剣を天に掲げてみる。エイミも俺と同じく顔を綻ばせた。

「遂ついに聖剣エセリオン、ゲットだな！」

「ああ！　凄すごい輝きだ！」

　高い買い物だったから躊ちゆう躇ちよはしたし、不安もあった。でも実際手に入れてみて、刀身の光沢と洗練されたデザインを眺めれば、そんな気持ちは何ど処こか彼方かなたへ飛んでいく。それほどに聖剣エセリオンは魅力的だった。

「早速、切れ味を試そうぜ、ヒロ！」

「そうだな！　オークの森に行ってみよう！」

　ミスティンの町を出て、早足でオークの森に向かう。森に着くなり、聖剣エセリオンを鞘さやから抜いた。戦闘準備は万端だ。

　さぁ、出てこいオーク！　聖剣エセリオンの錆さびにしてやるぜ！

　しかし、十数分うろついてもオークは一体も現れなかった。上空を飛んでいたレオナさんが降下してくる。

「どうですか、レオナさん。周りにオークは？」

「見つからないわね。それにちょっと気になることがあるのよ」

「それって？」

「森の木々が、前より減ってる気がするのよね」

　一体何が起きているのだろう。「ヒロ」と、不意にアリシアが俺を呼んだ。足下の切り株を指さしている。

「どうしたんだ？」

「これ……ノコギリで切った跡よ」

「ノコギリ？　も、もしかして、ミザリサか!?」

　辺りを窺うかがう。だが俺達たち以外に気配はないようだ。改めて俺は近くに転がる倒木と、粗い切り口の切り株を見やる。

　──でも、どうしてミザリサが木を切ってんだ……？

　その後も森を進むと、倒された木々や切り株が散見された。アリシアと一緒に首を捻ひねっていると、

「ヒロ！　いたぜ、オークだ！」

　エイミが叫んだ。ようし！　ようやく一体発見だ！

　借金のこともある。絶対に逃がすまいと、俺は標的に飛び掛かった。肩から腰にかけて袈け裟さ斬りにしようと、聖剣エセリオンを振りかぶる。そしてエセリオンがオークの肩に当たったその瞬間、

『ペキ』

　妙な音がした。

「へっ？」「ブフ？」

　俺とオークは同時に間抜けな声を発する。一刀両断にした筈はずのオークは全くの無傷。そして信じられないことに、聖剣エセリオンの刀身には大きなヒビが入っている。

　俺が呆ぼう然ぜんと、ヒビの入ったエセリオンを眺めていると、オークはその隙にドタバタと逃げ出してしまった。

「ひ、ヒロ！」

　エイミが駆け寄ってくる。貴重な財源であるオークが逃亡してしまったが、今はそれどころではない。

「う、う、嘘うそだろ……！」

　眺めているうちにヒビが広がり、やがて聖剣エセリオンの刀身は粉々に砕け散った。




　聖剣エセリオンの欠片かけらを集め、息せき切って走ったのはもちろん武器屋だった。

「おい！　どうなってんだよ、店主！」

　飛び込んで叫ぶ。だが金歯の店主はいない。それどころか店はがらんどうだった。先程まで陳列されていた沢山の武器や防具が一つもない。棚も空っぽ。そして店主が普段、肘を突いていたテーブルには、こんな書き置きが残されてあった。




『長年ご愛顧頂きましたミスティン武器屋は本日をもちまして閉店します』




　……両手で頭を抱える俺の元に妖精が飛来する。

「物の見事に騙だまされたわねえ。でもまぁ、よく考えたら似え非せって書いてたし、怪しかったわよねえ。聖剣『似非』リオン」

「エセリオンのエセって、そういう意味だったの!?」

　こんなの絶対、オーベルダイン歴れき程ていに書いてあった筈はずだ！　くそっ、歴程を読んでおけば……い、いや！　自分の力でクリアするんだろ、俺は！

　葛藤している俺にレオナさんは厳しい目を向けていた。

「現実世界でもよくあることね。高額なブランド品なら全て素晴らしいと思い込んでしまうように、高い物＝強い武器だと思ってしまった。本当に良いものなのか、吟味することを怠った結果がコレよ。ヒロ君。アナタは買い手として、売り手とのマインドゲームに負けてしまったのよ」

「マインドゲームって何ですか!?　コレ、フルダイブＲＰＧでしょ!?　大体、元はと言えば俺じゃなくてエイミが、」

　憤りながら、エイミを一いち瞥べつする。エイミは目に涙をいっぱいに溜ためて俯うつむいていた。

「悪りぃ……アタシまたやっちまったな……」

「あっ。い、いや、キワクエがクソゲーなだけだって！」

　慌ててフォローする。しかしアリシアは腕を組みながらエイミを鋭い目で睨にらんでいた。

「アナタ、恋人を亡くしたんだってね。それについて同情はする。けどね！　アナタと知り合ってからヒロはずっと災難続きじゃない！」

「お、お前の言うとおりだ。返す言葉もねえ。アタシ、ヒロに迷惑掛けてばっかりだな」

　そして涙をこぼし、泣きじゃくった。流石さすがにアリシアもそれ以上は何も言えなかったらしく「チッ」と舌打ちして、そっぽを向いた。

　日も暮れてきた。空き家となった武器屋に長居しても仕方ない。重い心と足を引きずるようにして、俺達たちは宿屋に向かった。

「……とりあえず明日、真剣にオーク狩りをしよう。借金も返さなきゃならないし」

　宿屋のロビーでそう宣言してから、俺は自分の部屋に向かう。

　ベッドに一人寝転がりながら溜ため息いきを吐ついた。皆の前ではそれなりに気丈に振る舞ったつもりだが内心、落ち込み、酷ひどく疲れ果てていた。

　──ああ……何だか妙な感じになってきちゃったな。せっかく最近、調子良くて楽しかったのに……。




　翌日。俺は気分を切り替えて、オーク狩りに向かった。借金は１１０万Ｇガルド。毎日の支払いは10万Ｇ。そして手持ちは３万Ｇ。最低でも二体は狩らないと、今日の分の支払いができない。

「ようし、やるぞ！」と空元気で意気込んだものの、オークは全く見つからなかった。森の木々も昨日より更に伐採されているように思える。

　無為に時間が過ぎていく。精神的にくたびれて、ノコギリ跡の残る切り株を見るともなく眺めた。この時になって俺はようやくあることに気付く。

　ミザリサは復ふく讐しゆうと言っていたのにもかかわらず、あれからずっと俺の前に現れない。そのことについて胸を撫なで下ろしていたのだが……違う。安心なんかしている場合じゃなかった。ミザリサの復讐は既に始まっていたのだ。

　裏技を使える俺に、一対一の戦闘では勝ち目が薄いと踏んだミザリサは違う作戦に出た。それがコレ──オークの乱獲。つまり俺達の財源を絶つという作戦である。

　事実、ミザリサの作戦はじわじわと兵糧攻めのように効いていた。

　くそっ！　せめて一体でもオークを！

　祈るような気持ちでオークを探し求める。しかし現れたのは見知ったリアルプレイヤーだった。

「ヒロちゃん！　アンタ、一体何してるのよォ！」

　甲高い声に振り向くと、ショウゴさんが血相を変えて内股で走ってきた。

「狩りすぎよォ！　アタイの大事なジョンソンまでいなくなっちゃったじゃない！」

「じょ、ジョンソン!?」

「アタイの愛人……いえ、愛オークよ!!　愛するオークを失って、これからアタイどうすればいいの!?　ヒロちゃんが代わりに愛してくれるの!?」

「!?　絶対イヤですよ!!」

「責任取って付き合ってよ！　いや付き合いなさいっ！」

　もの凄すごい剣けん幕まくで、ショウゴさんが俺の肩を揺する。

「ヒロに何するのよ！」

　アリシアが顔を真っ赤にして叫ぶが、ショウゴさんは止まらない。そんな中、レオナさんがスッとショウゴさんと俺との間に飛来した。冷静極まりない態度で言葉を発する。

「ショウゴさん。ヒロ君は高校生です。これ以上は流石さすがに見過ごせません。森の奥深くに帰ってください」

「だ、だってぇん」

「帰って下さい」

「わ、分かったわよ。ごめんなさい……」

　借りてきた猫のようにショウゴさんがおとなしくなる。うん。こういう時、レオナさんは強い。助かった。

　ショウゴさんがすごすごと森の奥深くに消えた後、俺はレオナさんに礼を言う。

「レオナさん。ありがとうございます」

「いいのよ。……あら、エイミさん、何ど処こに行ったのかしら？」

　辺りを見回していると、エイミは近くの木陰から現れた。

「ごめん。アタシ、あの人苦手でさ」

「分かるわ。私もすごく苦手よ」

　どうやらショウゴさんを避けて、隠れていたらしい。気持ちはよく分かる。

「で、でもヒロ！　アタシ、あっちで寝転んでるオーク、見つけたんだ！」

「マジか！」

　今や希少種となったオークを発見するや、

「うおおおおおおっ!!」

「ブヒィッ!?」

　俺は鬼気迫る勢いで斬りかかった。魔剣による斬撃で、首を無くしたオークの死体がズダーンと音を立てて倒れる。

　オークを倒すのは訳ない。問題は倒した後である。ミザリサがいなくなった今、率先してオーク素材を集めようとする者はいなかった。

「……レオナさん。モザイクお願いします」

　それでも借金を返す為ためには高値で取引されるオーク素材は必須である。

　──ああ……こんな時、ミザリサがいてくれれば……い、いや、アイツはもう敵なんだ！

　頭を大きく振る。そして俺は時間を掛けて、どうにかゲットしたオーク素材を麻袋に詰めたのだった。




　黄昏たそがれ時どき。とんずらした武器屋の代わりに道具屋に寄って、オーク素材を売った。予想通り、売値は５万Ｇガルド。手持ちと合わせても８万Ｇ。今日の分の返済には２万Ｇ足りない。

　アリシアが心配そうに尋ねてくる。

「だ、大丈夫かな？　ヒロ……」

「仕方ない。もしチェルシーが催促に来たら頭を下げて待って貰もらうよ」

　本来なら自分から笑顔商会に向かって支払うべきなのだろうが、金がないので行っても仕方ない。日も暮れたので、俺は宿屋に向かうことにした。

　とりあえず明日だ。明日またオークの森に行こう。大丈夫。たった三体見つけて倒せばいいだけだ。昔は沢山いたじゃないか。次はきっと見つかるさ。

　前向きに考えながら歩く。しかし宿屋まで後十メートルの距離。血のような夕日を背中に浴びながら、黒スーツの女性が佇たたずんでいた。

「ヒロ様。お待ちしておりました」

「え、笑顔商会の……チェルシー……！」

「本日は、お返済日でございます」

　俺は手持ちの金が全て入った巾着袋をチェルシーに渡す。数え始めたチェルシーは優しげに微笑ほほえんだ。

「おや。２万Ｇほど足りないようでございますが？」

「そ、それなんだけどさ！　ちょっと予定が狂っちゃって！　今日の分も明日まとめて払うから！　絶対！」

「いいえ。本日分を頂けないことには、私もこのまま帰れません」

「だ、だから明日には必ず、」

「お内臓……」

「えっ」

　チェルシーが眼鏡のブリッジ部分に中指を当て、調節するように二、三度動かした。ゴゴゴゴゴとドス黒いオーラが彼女の細い体たい躯くから発散されている。

「規約に書いてございました通り、期限までに返せなければ、お内臓をお売りになるのがお約束でございます」

「内臓を売る!?　そんなバカな!!」

「オーベルダイン富裕層の収集家達たちの間で、人間の内臓は大人気なのでございます。さぁ規約に従って、お内臓をお寄よ越こしくださいませ……」

　どうやら俺の内臓は、この世界にいるヤバい金持ち達たちのコレクションになるらしい。いやそれどんなゲーム設定!?　信じらんねえ!!

　チェルシーがスーツの胸元に指をグッと突っ込んでシャツを緩める。口元は相変わらず、にこやかな微笑を湛たたえているが、爬は虫ちゆう類るいのような感情の無い瞳が俺を見据えていた。チェルシーが両手を広げ、中腰で構える。今にも飛びついてきそうな戦闘態勢に俺は焦って後退する。

　──な、何か分かんないけど、ヤバい感じがする！

　レオナさんもただならぬ気配を感じたのだろう。大声で叫ぶ。

「ヒロ君！　裏技発動よ！」

「は、はい！」

　ちょっと気持ちが乗らないけど……イメージだ！　内臓なんか取られて俺が死んだら、アリシアが悲しむ！　そうだ！　ゲームの主人公の俺が死んだら、この世界は滅ぶかも知れない！

　気持ちを高めた後、鞘さやに入ったままのマーチンの魔剣を両手で構える。

「うおおおお！」

　そしてチェルシーに向かって駆ける。先手必勝。彼女が何かしようとする前に、脇腹辺りに一撃を見舞った。当て身だ！　悪く思わないでくれよ！

　鞘に入った剣とはいえ、裏技を発動した俺の膂りよ力りよくにチェルシーは吹っ飛んだ。日の暮れた大通りを砂煙を上げて転がる。しかし途中で自ら後転するようにして地面に片手を突き、ピタリと止まった。

　──え……。な、何だ？　クリーンヒットしたと思ったのに。

「お内臓……」

　そして俺の方を見て、こきり、と首を鳴らした。

「ちょっとヒロ君！　遠慮してる場合じゃないわ！　ホラ、あのパクリ技で一気に決めちゃいなさい！」

　確かに不穏な気配を感じる！　ためらってる暇はなさそうだ！　パクリ技──じゃなかった、雷鳴神速ライトニング・エクストリームで片を付けてやる！

「雷鳴神速ライトニング・エクストリーム！」

　先程と同じようにしてチェルシーに向かってダッシュ。だが、今度こそ本気。速度と威力が段違いだ。俺の一撃にチェルシーは吹き飛び、立ち上がれずに失神……その筈はずだった。

「……は？」

　手応えはあった。なのにチェルシーは両腕を交差させるようにして、その場でしっかりと俺の鞘さやを受け止めていた。

　両腕を振り払われ、逆に俺の方が体勢を崩して尻餅をついた。

「そ、そんなバカな!!　何なんだよ、お前!?」

「……私わたくしですか？」

　雷鳴神速ライトニング・エクストリームでの攻撃が受け止められたことに狼ろう狽ばいして叫ぶと、チェルシーはまたしても眼鏡に指をあてがい、調節した。

「人は私わたくしをこう呼びます。笑顔商会債権強制執行者・悪夢の取り立て屋ナイトメア・チエルシーと」

　!!　悪夢の取り立て屋ナイトメア・チエルシー!?　また変なキャラが生まれやがった!!

　チェルシーから溢あふれ出す不気味な雰囲気に俺は立ち上がって、後退した。

「ヒロ様……」

　チェルシーは中腰になり、両の口角を上げながら叫ぶ。

「お期限でございますわ───────────!!」

　そして片腕を振りかぶり、先程の仕返しとばかりに突進してくる！

　──速っ!?

　身構える間もなく、アゴの辺りにチェルシーの前腕がヒット！　金属バットで殴られたかのような凄すさまじい衝撃！　今度は俺が吹き飛び、地面を転がった！

「『母の優しくて甘い味マザーズ・カインドテイスト』……！」

　ぼそりとチェルシーが呟つぶやく。甘いどころか苦い鉄の味が俺の口に広がった。奥歯が折れたかも知れない。チェルシーがまた片腕を掲げる。

「ひ、ヒロ！　兄さんの剣を抜いて！」

　アリシアの声が聞こえて、俺は黙って鞘から魔剣を抜いた。このままだとマジに内臓を抉えぐり取られて殺される。俺の本能が叫んでいた。

　ドッと音を立てて、チェルシーが地を蹴った。ラリアットのような技で狙うのは、おそらく俺のアゴから首にかけての範囲。俺は魔剣を盾にして、首元をガードした。刹那『ガキン』と鈍い音がして、俺は体勢を崩す。目の前にいるチェルシーの片腕からは煙が立ち上っていた。

　す、素手で真剣を受け止めた!?　嘘うそだろ!?

「お期限でございますわ───────────!!」

「くっ！」

　両手を凄まじい速さで突くようにして向けてくる。どうやら俺の体を掴つかもうとしているらしい。半ばパニック状態で、俺は迫り来るチェルシーの両手を魔剣で打ち払った。鉄と鉄がかち合ったような音が辺りに響き渡る。

　待て待て待て!!　何で素手でマーチンの魔剣を捌さばけるんだよ!?　物理法則、無視してない!?　キワクエってリアルを売り物にしてるゲームだろ!?

「お、オークより全然強い!!　どうなってんの!?」

「よかったわね！　ヒロ君、強いモンスターと戦いたがってたもんね！　ファイト！」

「いや違うんです!!　俺が望んでたのはこういうバトルじゃないんです!!」

「と、とにかく逃げるのよ、ヒロ！」

　レオナさんは何な故ぜだか楽しげだったが、アリシアは俺の身を案じて逃げろと叫んでいた。一体どちらが血の通った人間か分からない。無論、俺はアリシアの忠告に従い、踵きびすを返して逃げ出した。

　しばらく走って、背後を振り返る。エイミもレオナさんも俺を追ってきている。そんな中、チェルシーは黙ってこちらを眺めながら棒立ちしていた。

　──追ってこない……諦めてくれたのか？

　それでも視界からチェルシーが消えるまで俺は走り続けた。

　大通りの終わりまで行くと、道の傍かたわらに井戸が見えてきた。以前エイミが教えてくれた、祈れば願いが叶かなうという涸かれ井い戸どである。俺は足を止めた。

　エイミも俺と同じくハァハァと呼吸を荒くしている。涼しい顔で飛んできたレオナさんに尋ねる。

「はぁはぁ……あ、あれ？　アリシアは？」

「おかしいわね。途中まで一緒にいたと思ったけど」

　話しながら、よたよたと何の気なしに井戸に近寄ったその刹那。

「お期限でございますわ──────────!!」

　井戸の中からガバッとチェルシーが現れた！

「うわあああああああああああ!!」

「きゃあああああああああああ!!」

　レオナさんと一緒に絶叫する。な、何で後ろにいたのに、前から現れるんだ！　おかしいだろ！

　俺とレオナさんは戦慄。だが、エイミはたくましかった。

「こ、この野郎！　落ちろ！」

　チェルシーは井戸の縁に両手をかけて体を支えていた。そのチェルシーの手に、エイミは大きな石を叩たたき付ける。

「落ちろ！　えいっ！　落ちろっ！」

「いや、ちょっ、あの、エイミ？」

　鬼気迫る表情でチェルシーの手に石を打ち付ける。やがて「あ……」とチェルシーが呟つぶやいて、俺の視界から消えた。数秒後『グシャッ』と。スイカを高いところから落としたような音が俺の鼓膜を震わせる。

「この涸かれ井い戸どはかなり深いんだ。これであのＮＰＣ、死んだと思うぜ」

　上気した顔のエイミに俺はちょっと引いてしまう。

「え、エイミ……それは、やり過ぎじゃない……？」

「い、いやだって、あのままじゃあヒロが……」

　流石さすがにチェルシーのことが心配になって、井戸の中をちらりと覗のぞく。涸れ井戸は、辺りが暗いのもあって全く底が見えない。

　ぺた、ぺた。

　ふと、なにかが張り付くような音が聞こえた。

　ぺた、ぺた、ぺた。

　それは連続で、しかも早くなっていく。

　ぺた、ぺた、ぺた、ぺた、ぺた、ぺた。

　音がどんどん近付き、遂ついに、

「お期限でございますわ──────────!!」

　井戸の中から眼鏡がヒビ割れたチェルシーが飛び出してきた！

「!?　ギャアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　あまりの恐怖に大絶叫してしまう。チェルシーは腰を抜かした俺の背中に跨またがってきた。チェルシーのお尻の柔らかい感触にときめいたのは、ほんの一瞬。激痛が背骨に走る。

　俺はチェルシーに跨がられたまま、アゴを両手で持たれて海え老び反りにさせられていた。

「奥義『人間乖離バタースカツチ』で上半身と下半身を分離させ！　バターのように溢あふれ出たトロットロのお内臓を頂くのでございますわ─────！」

　愉悦を孕はらんだチェルシーの叫び。レオナさんは俺の顔の真横で両手を握る。

「こ、これはキャメルクラッチ!?　昭和の伝説プロレスアニメで子供達たちの心にトラウマを刻んだ中華超人の残虐技に酷似しているわ!!」

「そんな解説……あふっ……いらないから……ぐふぅ……助けてください……！」

　チェルシーの凄すさまじい腕力で俺は、夜空に輝く月が見えるくらい体を曲げられていた。

　ま、マジで死ぬ！　またハード壊れて十万が消える！　いや嘘うそだろ、こんな終わり方！

　意識が朦もう朧ろうとしてきて、キワクエ内での二度目の死を覚悟する。しかし、

「待って!!　お金はここにあるわ!!」

　そんな声が耳じ朶だを打ち、チェルシーの力が緩まった。俺もチェルシーも声の方を見る。そこには下着姿のアリシアが佇たたずんでいた。

　──あ、アリシア？　ってか、その格好？

　アリシアは顔を赤くしながらも毅き然ぜんとチェルシーに歩み寄り、スッと手を差し出す。

「お願い！　これでヒロを許して！」

　その手の中には金貨が握られていた。チェルシーは片方の手でそれを受け取る。

「……はい。確かに２万Ｇガルド。先程のお支払いと合わせて本日分、確かに頂戴致しました」

　そして俺からスッと離れる。先程までの狂乱が嘘うそのように、チェルシーは落ち着いた様子でパンパンと服に付いた埃ほこりを払うと、乱れた胸元と眼鏡を整えた。

「それではまた明日。ゆめゆめ、お返済をお忘れなきように……」

　しゃなりしゃなりと歩き去って行く。悪夢から解放された俺は半裸のアリシアを眺めた。

　下着姿のアリシア。差し出された２万Ｇ。それらが示す答えは一つしかない。アリシアが装備を売って、お金を工面してくれたのだ。

「アリシア。ありがとう。助かったよ」

「いいの。ヒロが無事なら」

　俺は荷物袋をまさぐると、大きな布を一枚取り出してアリシアに被かぶせた。こんなのでも無いよりはマシだろう。

　どうにか命の危険が去った後、肉体的にも精神的にもドッと疲れが押し寄せる。

「や、宿屋に行ってからログアウトします……」

　俺は疲労困こん憊ぱいで、レオナさんにそう告げたのだった。




　アリシアが工面してくれたお金の余りで、宿屋の支払いを済ませる。もう、この場でログアウトしようと思ったが、エイミが俺の肩越しに耳打ちした。

「ヒロ。疲れてるのに悪い。でも、ちょっとだけいいか」

　俺は頷うなずき、エイミを自分の部屋に招いた。クタクタだったが、レオナさんが付いてきていないかのチェックだけは怠らなかった。

　部屋に入って、ベッドに腰掛ける。しばらくエイミは黙って俯うつむいていたが、やがて押し殺したような声を出す。

「こんなことになっちまったのって、全部アタシのせいだよな。ごめん……ごめんなさい」

　エイミは両手で顔を覆った。手の間から涙が伝って床に落ちる。

「アタシ……ヒロと出会えて嬉うれしくて……焦り過ぎちゃったのかな……」

　そう。エイミの背負ってるものは、俺やレオナさんと比べものにならない程、重くてシリアスだ。

　疲れてはいたが、俺は自分にできる精一杯の笑顔を繕った。

「エイミは悪くないよ。一生懸命、キワクエを攻略しようと頑張ってくれてる」

「ヒロは優しいな」

　エイミが俺の肩に頭をのせてきた。

「アタシ……ヒロのこと、好きかも知れねえ」

「え」

　途端、エイミがバッと俺から離れる。頬ほおが真っ赤に染まっていた。

「な、な、何言ってんだろ、アタシ！　ホントどうかしてる！　こんな尻軽女じゃあ、死んだアイツに怒られちまうよな！」

　す、好き？　エイミが俺のことを、好きって……！

　以前はアリシアに迫られた。しかしアリシアはＮＰＣ。レオナさんにだって結婚を迫られている。しかしレオナさんは大人の女性で幾分、真しん実じつ味みに欠ける。そんな中──タメのリアル女子からの告白は、俺の心臓をバクバクと鼓動させた。

　エイミが恥ずかしそうに俺から目を逸そらして立ち上がる。

「つ、次にログインする時はさ。レオナさんと約束した一時間前にして欲しいんだ……」

「わ、分かった」

　ドギマギしつつ、そう答えて、俺はキワクエからログアウトした。





　　　　　　　　　◆






　コーヒーを飲んで少し気持ちを落ち着けた後、パソコンのブラウザを起動する。そして俺はオーベルダイン歴れき程ていを開いてみた。

　──備考を読むだけだから！　別に攻略じゃないからな！

　そんな言い訳を自分にしながら、目を画面に這はわせる。

「あった！　『笑顔商会について』！」

　俺は備考欄に載ってある、その項目をクリックした。




『笑顔商会はオーベルダインにある金貸し屋で、暴利を貪る反社会勢力だ』




「反社なんだ!?」

　いやまぁチェルシーの変貌振り見たら、そんな気はしたけど！

　俺は更に笑顔商会についての説明を読む。




『笑顔商会からは絶対に金を借りちゃいけねー。まぁ、渡される規約をちゃんと読めばどんなに悪徳か分かるだろーがな』




　あんな分厚いの、普通読まねえよ！　それより先！　返せない場合、どうしたら良いかを知りたいんだよ！

　そのまま読み進めると、衝撃的なコメントが書いてあった。




『笑顔商会から借りた金は何があっても必ず返せ。取り立て屋のナイトメア・チェルシーは無敵の怪物だ』




「!!　無敵でしかも怪物なの!?」




『どんな強力な攻撃でも奴やつに致命傷を与えられねー。実験の為ため、何度も試したが絶対に死なねえし、殺せなかった。完全に生物としてのルールを逸脱してやがる。リアルを売り物にしたフルダイブＲＰＧのくせして、そこらへんは全然リアルじゃねー。まぁ、人間借りた金は絶対に返すべきっていう【そっちのリアル】を優先したのかも知れねーが。とにかく笑顔商会に金を借りたなら、返すか殺されるかの二択だ。チェルシーに関しては攻略も何もねえ。返せねえなら内臓抜かれて死ね。それか自分で首吊つって死ね。以上』




「ま、マジかよ……！」

　突然コンコンとノックの音がして、俺はびくりと体を震わせる。あの恐ろしいチェルシーが現実に現れたのではないかと思ってしまったのだ。いくらなんでもそんな訳ないし。疲れすぎだな、俺。

　ゆっくり扉を開けると、楓かえでが佇たたずんでいた。

「ねえ。ちょっと気になることがあってさ。来て……」

　不安いっぱいの表情でそう言うと、自分の部屋まで歩き、俺を手招きした。

　楓の部屋に入るのなんて一体いつ振りだろう。同じ家なのに、少し緊張しながら中に入る。意外にも動物のぬいぐるみや可愛かわいい系のグッズが、そこかしこに置いてあった。

「何見てんのよ。こっち」

「ああ」

　楓は窓の方に向かう。そしてカーテンの隙間から、恐る恐る窓を覗のぞき込んだ。

「……いない」

「どうしたんだよ？」

　俺も楓かえでの後ろから窓の外を覗のぞいてみる。シトシトと雨が降っていて、道路が濡ぬれて光っていた。

「あそこの電信柱に、黒い帽子を被かぶった女の人がいたの。縁の長い帽子で、顔は見えなかった」

「それで？」

「その人を見たのは初めてじゃないの。最初に見たのは一ヶ月前くらい。ちょっと不気味だと思っただけで、特に気にしなかった。でもね。それからもちょくちょく家の周りで見かけるようになったの……」

　余程恐ろしいのか、唇に当てた人差し指が少し震えていた。

「きょ、今日も……さっきまでそこに。雨の中、傘もささずに家の前でずっと……」

「母さんには言ったのか？」

「一応。でもあの人、楽天家だから」

「分かった。とりあえず俺も気にしてみるよ。何かあったら携帯鳴らせよ」

　俺的にはそこまで気にする程のことでもないと思ったのだが、怯おびえる楓の手前そう言っておいた。





　　　　　　　　　◆






　翌朝。また学校の下げ駄た箱ばこに手紙が入っていた。

　──佐さ奈な子こだな。

　何だかキワクエもリアルも、少しおかしな方向に進んでいるような気がする。今の俺にとって、佐奈子からの手紙は心のオアシスだった。

　しかし、封を開けると、そこに書かれていたのはいつもの綺き麗れいな字ではなかった。まるで違う人間が書き殴ったように筆跡が乱れている。




『ヒロ、ヒロ、ヒロ。足りない足りない。もう見てるだけじゃ足りないの。想像だけじゃ足りない。ヒロのこと愛してる。もう自分を止められない。ヒロ、ヒロ、ヒロ、ヒロ、ヒロ。自分を偽るのはもう無理。空想じゃなくて現実に、幻じゃなくて現実に会いたいの。ヒロ、ヒロ、ヒロ、ヒロ、ヒロ、ヒロ、ヒロ、ヒロ』




　……ものすごく名前を連呼されている。一体、佐さ奈な子こはどうしてしまったのだろう。救いを求めていたのに、新たに心に靄もやのようなものが出来てしまった気がする。

　朝から疲れて机に着くと、貴たか文ふみが神妙な顔で近付いてきた。俺が「おはよう」と言っても返事を返さず、小声で囁ささやく。

「なぁヒロ。俺……調べたんだ」

「調べたって何を？」

「悪いとは思ったよ。けど、好奇心を止められなくてさ。姉貴と弟にも頼んで名簿を見せて貰もらったんだ」

「だから何の話だよ？」

「佐奈子だよ！　栄えい田だ佐奈子！　うちの高校にいないんだよ、そんな女子……！」

「……へ？」

　思わず、間抜けな声が漏れた。深刻そうな貴文に、俺は少し笑ってみせる。

「いやいや、何かの間違いだろ。もしかしたら恥ずかしくて、偽名使ってるのかも知れないしさ」

「かも知れない。でも、もしそうじゃなかったら……」

　顔を青くして貴文が続ける。

「その女は、在校生でもないのに勝手にうちの高校に入って、そしてお前の下げ駄た箱ばこに手紙をずっと入れてたってことだ」

　ホームルームのチャイムが鳴る。貴文は少し体を震わせた後、自分の席に戻っていった。

　一人残され、俺は教室の天井を見上げる。

　──何なんだよ、ゲームもリアルも……。

　好調だったキワクエとリアルの生活が、揃そろって同時に音を立て、足下から崩れ落ちていく──俺はそんな感覚を味わっていた。




　その日の夜。レオナさんと決めた約束より一時間早く、俺はキワクエにログインした。前回ログアウトしたのは宿屋だったが、眠る前の状態でセーブした為ため、キワクエ内はまだ夜だった。

　自分の部屋からロビーに降りていく。エイミが受付前の椅子に腰掛けていた。俺を見ると「やぁ」と手を振ってくる。

「悪い。ヒロと二人で話したくてさ」

「う、うん」

「じゃあアタシの部屋に行こう」

　な、何か緊張するな。リアルのエイミの部屋じゃないのに。

　案内されて二階の部屋に入る。予想通り、殺風景な宿屋の一室である。質素なベッドまで歩くとエイミは腰掛け、隣の空いたスペースをポンポンと叩たたいて俺を招いた。俺は右手と右足を同時に出しながら、ぎこちなく歩いてエイミの隣に腰掛ける。

「そ、それで話って？」

　数秒ほど黙ってから、エイミは頬ほおをほんのり赤く染めた。

「いつか、リアルにヒロと会いたいんだ」

「ええっ。現実にか？」

「ああ。もしトロルを倒したら会ってくれねえかな？　実際にヒロと会って話してみたいんだよ。こんな幻の世界じゃなくて現実の世界で」

「佐さ奈な子こ……なのか？」

　自分で発した言葉に自分で驚く。佐奈子がくれた手紙に書かれていたのと似た台詞せりふをエイミが口走ったからだ。

「ヒロ？」

　案の定、エイミはきょとんとした顔を向けていた。い、いや、何でエイミが佐奈子なんだよ！　そんなことある筈はずないじゃないか！

「何でもない」と俺はすぐに否定した。エイミが苦笑いする。

「やっぱり、アタシみたいな男勝りな女じゃダメだよな？　会いたくねえよな？」

「い、いや違う！　そんなこと思ってないって！　エイミとは、もちろんリアルでも仲良くしたいっていうか！」

「ホント？　嬉うれしい」

　そう言ってエイミは俺の首元に両手を回し、そのまま抱きついてきた。お風呂に入った後でログインしたのだろうか。艶のある短めの茶髪からは、洗い立てのシャンプーのようなリアルな匂いが漂ってきた。俺も抱きしめたい気分になったが、密着して心臓の鼓動が聞こえたら恥ずかしい。伸ばしそうになった両手を思わず引っ込める。

　しばらくの抱擁の後、エイミが腕を解ほどいて俺から離れる。そして、さっきとは変わって、少し気まずそうな顔を見せた。

「ヒロ。聞いてくれ。キワクエのことで残念な知らせがある」

「残念な知らせ？」

「アタシ、ちょっと早くログインして、町の聞き込みをしたんだ。通行人やギルドにいるＮＰＣ達たちに。そしたら、町の周辺にはオークがもうほとんど生息していないって言うんだよ」

「ぐっ！　ミザリサの奴やつ……！」

　さっきまでの、ふんわりした気分が吹き飛んだ。今日は最低でも二体は倒してオーク素材を手に入れなきゃならないのに！　オーク素材を換金できなきゃ、悪夢の取り立て屋ナイトメア・チエルシーに殺されちまう！

「借金取りに殺されてゲームオーバーって!!　せっかく此こ処こまで来たのに!!」

　悔しさを滲にじませる俺に、エイミは真剣な瞳を向けた。

「もう、なり振り構っちゃいられねえ！　ヒロ、それを売るんだよ！」

　そして俺の腰に付けているマーチンの魔剣を指さす。

「で、でも！　アリシアが知ったら！」

「見ただろ！　チェルシーはヤバい！　アイツに狙われたら確実に殺されちまう！　けど、アリシアならもし襲われてもたいしたことはない！　そうだろ？」

　た、確かに今のアリシアは地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーじゃない！　いや、もしそうだったとしても俺が裏技を駆使すれば殺されることはない！　だ、だけど！

「最初は怒るかも知れない。でもアリシアはヒロのことが気に入ってる。きっと話せば分かって貰もらえると思うよ」

　踏ん切りが付かない俺の手をエイミがしっかりと握る。

「アタシはヒロにキワクエを攻略して貰いたいんだ！　道具屋に見せるだけ見せてみようよ？　売値を見てから決めてもいいじゃないか！」

　そう言われて、俺は頷うなずくしか無かった。




　ミスティンの道具屋は夜更けだというのに開いていた。おずおずと差し出したマーチンの魔剣を見て、店主が上擦った声を上げる。

「こりゃあ何と珍しい！　80万Ｇガルドで買い取るよ！」

　そ、そんなに！　け、けどまだ足りない……！

　１１０万Ｇ借りて10万Ｇ返したから、残りはちょうど１００万Ｇ。するとエイミがスッと見たことのない剣を店主に渡す。

「エイミ？　それは？」

「アタシの彼氏が使ってた剣だよ。お墓から持ってきたんだ」

「そ、それってメチャクチャ大事なもんだろ!?」

「ヒロにだけ辛つらい思いはさせられねえ。アタシもキワクエで一番大切な物を売る。ははっ。きっとアイツも喜んでくれるさ」

「エイミ……！」

「これに加えてヒロの着ている金こん色じきの鎧よろいも売れば、借金は全部返せる筈はずだよ」

　店主がエイミの剣と俺の鎧、そしてマーチンの魔剣を合わせて見積もった金額を提示する。それは借金を返せるギリギリの額だった。

「ヒロ！」

「わ、分かったよ。でもちょっと待っててくれ」

　もうこうなれば俺が取る選択肢は一つしかない。それでもケジメをつけておきたかった。

　俺は魔剣をジッと見詰める。そして心の中で強く呼びかけた。

　──マーチン！　マーチン！　話がしたいんだ！




　ふと気付くと、爽やかな風が俺の前髪を揺らす。ミスティンの道具屋にエイミと一緒にいた筈の俺は、ケヌラの木の下で佇たたずんでいた。

　よし！　必死で会いたいと願えば、来られると思ったんだよな！

「マーチン!!　マーチン!!　マーチ───ン!!」

　大声で何度も名前を叫ぶ。だが、マーチンは現れなかった。

　な、何でだよ！　此こ処こに来られたんだ！　絶対会えると思ったのに！

　叫ぼうが喚わめこうがマーチンは一向に現れない。風だけがケヌラの木を通り、さわさわと静かな音を立てている。

　──畜生！　こうなったら……！

　俺は懐から藁わら半ばん紙しを取り出して、持っていたペンでこう書いた。




『売るね　ごめん』




　そして、それをケヌラの木に貼り付けておいた。

「これでよし」




「……ヒロ？　ヒロ！」

　エイミの声が聞こえ、俺の意識はミスティンの道具屋に戻ってくる。そして、

「毎度ありい！」

　マーチンの魔剣とエイミの剣、金色の鎧を店主に渡し、俺は大金を受け取ったのだった。安心と引き換えに罪悪感が背中に重くのしかかる。

　う、売っちまった……マーチンの魔剣を……。テスラを倒してテッドの町を出られたのもあの剣があったからなのに……。

　重苦しい雰囲気で店を出た。夜のミスティンの町は薄暗く、人通りも少ない。

　不意に暗闇の中、前方からコツコツコツと誰かが歩いてくる音がした。エイミが緊張を孕はらんだ声を出す。

「な、なあ、ヒロ。今って何時だ？」

「さぁ。何で？」

「真っ暗だから分かんないけど……ひょっとしてもう夜の十二時回ってんじゃねえか？」

「そ、それはつまり日付が……」

　エイミが何を言いたいのか、理解できた頃。聞こえていたコツコツという足音がぴたりと止まった。

「ひっ！」

　俺は思わず、声をあげる。闇に溶け込むような黒スーツ姿の女性は中腰になり、ガバッと大きく両手を広げた。

「お期限でございますわ──────────────!!」

「ちょっと待ったあああああああああああああああああ!!」

　チェルシーの凶気の絶叫にかぶせるように俺も叫ぶ。同時に今し方得た、所持金全てを地面にドンと置いた。
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「あらあら、まぁまぁ……」

　チェルシーは嬉うれしそうに呟つぶやき、しゃなりしゃなりと普通に歩いてくる。そしてしゃがみ込むと、足下の金貨を銀行員のような無駄のない手つきで数え始めた。

　やがて持っていた革の鞄かばんに詰めると、チェルシーは乱れた服装を整えて笑顔を見せる。

「お返済、誠にありがとうございます」

　俺は「ふぅ」と胸を撫なで下ろした。こ、これでようやく借金の問題はクリアーだ！

　変貌していないとはいえチェルシーが怖いので、一刻も早くこの場から立ち去りたかった。「じゃあ」と慌てて立ち去ろうとした俺の背後から、チェルシーの事務的な声がする。

「ヒロ様。明日は５万Ｇガルドのお返済がありますので、お忘れなく」

「は……はあああああああああああああ!?　嘘うそだろ!!」

　エイミもチェルシーに怒声をぶつける。

「どうしてだよ！　全額きっちり返したろ！」

「いいえ。お利息分が未払いとなっております」

　絶句している俺達たちを前にチェルシーは眼鏡を調節した後、にっこりと微笑ほほえむ。

「それではまた明日……」

　──し、信じらんねえ！　マジかよ！　マーチンの魔剣まで売ったのに！

　絶望に苛さいなまれながら宿屋に向かって、とぼとぼと歩く。つ、つまり何だ。明日、普通に５万Ｇ持って行ってもまたそれに利息が付いちまうってこと？　くっ、これが暴利か！

「結局いくら払えば解放されるんだよ……って……あれ？」

　ふと気付くと、隣で歩いていた筈はずのエイミの姿がない。

「エイミ？」

　キョロキョロと首を回してみるがエイミはいない。いやエイミだけではない。夜のミスティンの通りには俺一人しかいなかった。

　不安な気分に襲われていると『ぽたり』。頬ほおに冷たいものが落ちてきた。

　……雨？

　俺は頬を手でさする。薄暗がりの中、目を凝らして手のひらを見た。俺の手のひらは赤く染まっている。背後に気配を感じて、ゆっくり振り返る。

「ヒロ……」

　息が触れるような距離で！　血に濡ぬれた亡霊が、恨めしそうに俺を見詰めていた！

「うおおおおおおおおお!?　ま、ま、ま、マーチン!?」

　しかも、最近見た『きれいなマーチン』ではない！　口に果物ナイフが刺さったままのあの恐ろしいマーチンだ！

　怨霊が訥とつ々とつと言葉を紡ぐ。

「よくも……売ってくれたな……何が『これでよし』……だ……」

「!?　見てたの!?」

「お前は俺を……二度殺した……！」

「ち、違うんだ、マーチン！　これには色々、深い事情があって、」

「マーチンタイム・アゲインの始まりだ……！」

「!!　マーチンタイム・アゲイン!?」

「ヒロ……お前はもう絶対に許さなぃぐぼろあげろろろろおおおおおおおおお!!」

　マーチンの目鼻口から鮮血が一気に噴出される！　顔はもちろん、俺の体中にマーチンの血がビシャバシャベチャと付着する！

「うっぎゃああああああああああああ!!」

　あまりの恐怖に俺は溺れたように手足をバタつかせながら駆け出した。

「え、エイミいいいい!!　誰かああああああああああああ!!」

　助けを求め無我夢中で駆けていると、大通りの一角に十字架のようなオブジェを掲げた建物が見えた。俺は藁わらにもすがる思いでミスティンの教会に駆け込むと、赤絨じゆう毯たんの先で女神像に跪ひざまずき、祈りを捧ささげている神父に近寄った。

「た、助けてください！　亡霊に追われているんです！」

「ほう、亡霊？　それは、」

　跪いていた神父がくるりと俺を振り返った。その顔は血に塗まみれ、口にはナイフが突き刺さっている！

「それは、果物ナイフが口に刺さって死んだこんな人かい？」

「!?　ぎゃあああああああああああああ!!」

　俺は膝から崩れ落ちる。そして四よつん這ばいのまま、神父の格好をしたマーチンに祈るように懇願する。

「ごめん、マーチン！　許して！　許してください！　許してくださいいいいいいい！」

　やがて教会の扉が音を立てて開かれる。

「ヒロ！　こんなところにいたのかよ！」

　エイミの声がした。赤絨毯を踏みながら走ってくる。

「ビックリしたぜ。急に叫びながら駆け出すんだから……って、お、おいおい！」

　俺はエイミに抱きつくと、マーチンがいるであろう方向に震える指を向けた。

「マーチンがっ！　マーチンの亡霊がっ！」

「な、何言ってんだよ？　亡霊？　何もいねえって」

「い、いたんだよ……！　神父だと思ったらマーチンで！　マーチンだと思ったら、ナイフ付きマーチン神父で！」

「しっかりしろよ！　何だよ、ナイフ付きマーチン神父って！」

「だから!!　マーチンが再びアゲインで!!　マーチンタイム・アゲインなんだよおおおおおおおおおお!!」

「落ち着けって、ヒロ！　意味分かんねえよ!!　とりあえず宿屋に戻ろうぜ!!」

　エイミに抱えられるようにして、俺は立ち上がる。そして俺達たちはそのまま、よたよたと宿屋に向かった。




「もう、ヒロ君たら！　何ど処こにいってたのよ！」

　宿屋に戻るとレオナさんがプンプンと怒りながら俺の周りを飛び交った。俺は笑顔を繕うことさえできず、ただただレオナさんに頭を下げる。とにかく今は、自分の部屋に行って落ち着きたかった。なのに、

　ギシ、ギシ、ギシ……。

　まだ地獄は終わっていなかった。軋きしむ音を立てて、アリシアが宿屋の階段をゆっくりと降りてくる。

「ねえ……ヒロ……兄さんの剣は……？」

　アリシアの顔は感情のない人形のようだった。まるで全ての事情を既に知っているかのようなアリシアを見て、胸に鉛を押し込められた気分になる。エイミが俺の上着の裾を引っ張った。

「ヒロ。正直に言おう」

「あ、ああ……」

　意を決して俺はアリシアに告げる。

「マーチンの剣は……道具屋に売った……」

「ひ、ヒロ君、それマジ!?」

　アリシアよりもレオナさんが喫驚している。俺はアリシアに真摯に頭を下げた。

「悪かった！　でもチェルシーから逃れる為ために、こうするしか方法はなかったんだ！」

「……」

　アリシアは無言。俺に向けられたその瞳は、ガラス玉のように無機質だった。どうにかこの地獄の状況を打破すべく、俺は明るい口調で話しかけた。

「で、でもさ！　マーチンだって喜んでくれてさ！　そうそう、マーチン言ってたよ！　『売られてもずっと親友だ』みたいな！」

　刹那。人形のようだったアリシアの顔が憤怒の形相に変化する。

「嘘うそだッ!!」

　!!　ひいっ、ホラーゲーム!?

　アリシアはドスドスと通路を歩き、俺に突っかかってくると、そのまま胸ぐらを掴つかんで激しく前後に振る。

「おいコラ！　ヒロ、テメー！　フカシこいてんじゃねえぞ、オオッ！」

　いや、やっぱりヤンキーゲーム!?

「『売られてもずっと親友』だあ……？　言うわけねえだろ、そんなことよおおおおおおおおお!!」

　脳のう震しん盪とうを起こしそうなくらい胸ぐらを揺すられた後は、軽い荷物でも持つように片手でグンッと持ち上げられる。そのままアリシアが大きく腕を振ると、俺は受付付近の壁まで投げ飛ばされた。

「がふっ！」

　うう……か、片手なのに何て力だ！

　壁にぶつけられた衝撃で頭がくらくらする。ロビーにいた受付のおばさんが騒ぎを見て「ひぃ」と叫んで逃げ出した。

「……さっき耳元で兄さんの声が聞こえたんだ……『ヒロが俺を売った』って……悲しそうな声で……兄さん……泣いてた……」

　俯うつむいたまま、ぶつぶつと小声で喋しやべりながらアリシアが俺に歩み寄ってくる。

「ち、違うんだ、アリシア！　話を聞いてくれ！」

　俺が叫ぶとアリシアは歩みを止めた。そして吹き抜けの天井を仰ぐようにして哄こう笑しようする。

「あはははははははははは!!　ダメよ、ダメダメ!!　やっぱりコイツはダメなんだ!!　あはははは!!　ひゃはははははははは!!」

　頭をガリガリと両手で掻かき毟むしりながら、嗤わらうアリシアに恐る恐る声を掛ける。

「あ、あのアリシアさん！　髪の毛が痛んじゃうよ？」

「うっせー!!　黙れや、このクソ野郎!!」

「ひいっ!?」

　鬼と悪魔を合わせて三を掛けたような形相に、体がビクッと大きく震えた。

「大体、テメーはハナから最低な奴やつだよ！　テッドを出るときだって、兄さんの墓参りすらしなかったんだからよおおおおお！」

　!?　うっ！　墓参り？　そんなイベントが！　そ、そうか！　だからアリシアはあの時、急にいなくなったんだ！

　下着を取りにいったのではなく、兄の墓参りをしていたらしい。もし気付いて一緒に行っておけば未来は多少変わったのかも知れない。だがそんな真実を今更知っても後の祭りだった。

「ぽっと出の女にそそのかされて……ミザリサを追放して……挙げ句の果てには兄さんの魂が宿った剣まで売り飛ばして……あはははひゃはははははは！　クズ中のクズ！　テメーは死んだ方が良いゴミクズだッ！」

「い、いくら何でもそんな！　ね、ねえ、レオナさん！」

　カムイよりも激しい悪態をぶつけられ、救いを求めるも妖精はうんうんと首を縦に振っていた。

「まぁ実際、ゴミクズよね。ゴミクズ以下かも」

「ひっでえ!!」

　アドバイザーにも辛辣な言葉を浴びせられる。振り返ると、アリシアが懐から抜いた果物ナイフを奇術師のようにくるくると回転させていた。

「もう私の大好きだったヒロは何ど処こにもいないのよ……」

「そんなことない!!　いるよ、此こ処こに!!　アリシア!!」

「いない。でもね。一つだけ大好きなヒロを取り戻す方法があるの」

　アリシアが果物ナイフの切っ先を俺に向けた。双そう眸ぼうがカッと大きく見開かれる。

「テメーをブッ殺せば！　昔の綺き麗れいな心のヒロでいられるわよねええええええええ！」

「!?　無む茶ちや苦く茶ちやだ!!」

　ナイフを構え、凄すさまじいスピードで突っ込んでくる幼おさな馴な染じみ！　俺の腹部に向けられたナイフに、だが、体が反応する。俺はナイフを持ったアリシアの手首を掴つかみ、捻ひねるようにして奪い取った。もはや無意識に裏技を発動していたのだ。

「へぇ……」

　ナイフを取られたアリシアは何な故ぜか楽しそうに笑っていた。

「止やめてくれ、アリシア!!　幼馴染みのアリシアに戻ってくれ!!」

「幼馴染みのアリシア……？　一体、何を言っているの……」

　そしてスカートをまくし上げる。少し見えた下着のことなど即座に忘れるくらい衝撃的な光景が俺の視界に映る。両方の太もも部分に付けた革のホルダーから、アリシアが新たな果物ナイフを取り出したからだ。アリシアは両手にナイフを握って構える。

「私は『帰ってきた地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー２』……アリシア＝フォン＝ローターゼン……！」

「!?　いや『２ツー』じゃねぇよ!!　映画の続編か!!」

　ツッコんだ時、俺の胸元が輝いた。ちらりと覗のぞくと新たな称号が刻まれていく。




『帰ってきた親友殺しベストフレンド・キラー２』




　あああああああああ!!　俺の称号も帰ってきやがったああああああああああ!!

「ヒロ君！　とりあえず謝罪よ！　謝って！」

　レオナさんの言葉が耳に入る。そ、そうだよな！　こういう時は誠心誠意謝るしかない！

「わ、悪かった！　アリシア！　本当にごめん！　許してくれ！」

　しかしアリシアは両手にナイフを持ったまま優しげに微笑ほほえむ。

「勘違いしないで、ヒロ。これは愛。そう、愛なのよ」

「あ、愛……？」

　そしてアリシアが目を剥むいて飛び掛かってきた！

「愛してるわ!!　殺しても殺したりないくらいにねええええええええ!!」

　歪ゆがんだ愛情をナイフに乗せて、ぶつけてくる！　左右より降り注ぐ、果物ナイフ二刀流！　裏技のお陰で視認できてはいるが、かわすので精一杯だ！

「れ、レオナさん！」

　いつかのようにアリシアの目を封じて貰もらおうと思った。しかし、

「そこッ！」

　アリシアが叫んで、片方の手に持っていた果物ナイフを投げた。ナイフはレオナさんの羽を掠かすめて、背後の壁に突き刺さる。

「ひいっ!?　心眼!?」

　レオナさんが怯おびえた声を上げる。ぞっとしたのは俺も同じだ。

　嘘うそだろ！　ＮＰＣには妖精の姿は見えない筈はずなのに！　ど、どうしてレオナさんの位置が分かったんだ？

　アリシアは静かに目を閉じていた。もう一本のナイフを懐から取り出しながら口を開く。

「集中して心の耳を澄ませば、兄さんが教えてくれる。ヒロに妖精がいるように、私には兄さんがいるの。大好きな兄さんが……」

　そして次の瞬間。目をカッと開いて俺を見据える。

「そう!!　テメーにブッ殺された兄さんがよおおおおおおおおおおおおおお!!」

　そして再度、突進してくる。今度は先程よりも速く、そして力強く、両の手の果物ナイフを振るう！　頭を下げて右腕のナイフをかわせば、その刹那、左のナイフを突き上げてくる！　金こん色じきの鎧よろいを売ってしまったせいで、俺の防御力はダダ下がり！　一瞬でも気を抜けば、体に果物ナイフが突き刺さる！

「う、うわうわうわっ！」

　怒ど濤とうの攻撃に慌てふためく俺！　そして、

「ガアアアアアアアアアアアアアア!!　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね!!」

　鬼のような咆ほう吼こうと共にナイフを縦横無尽に振り回すアリシア！　いや何コレ、怖すぎるうううううううううう！

　途切れないナイフの連撃。やがて俺の動きを見切ったような一撃が眼前に迫った。かわすだけではもう捌さばき切れない。俺はアリシアから奪ったナイフを使ってその攻撃を弾はじいた……つもりだった。

　アリシアが後退した。ナイフを持ったアリシアの手首からは血がポタポタと伝っている。

「あっ？　ご、ごめん！」

　誤ってアリシアの腕を傷付けてしまったようだ。レオナさんが耳元で俺をなじる。

「女の子を傷付けるなんて！　ヒロ君、最低！　マジ、ゴミクズ以下！」

「だって仕方ないでしょ!!」

　しかし当のアリシアは全く意に介していない。楽しそうに、血の滴る手首をぺろりと舐なめた。

「ひゃははははははは！　流石さすがはヒロ！　やるじゃないの！　殺し甲が斐いあるわー！」

　両手をズボッと服の内側に入れる。その後、出したアリシアの両手を見て驚きよう愕がくする。交差させた腕──その指の間に挟むようにして、アリシアは八本のナイフを構えていた。

「喰くらえ……『リンゴの串刺しウイリアムテル・イズ・デツド』」

　──ひっ!?　ここにきて新技!?

　右腕を払った後、少し遅れて左手を振り払う。僅かな時間差を経て、俺に向けて放たれた八本の果物ナイフ。裏技発動で向上した動体視力でどうにか軌道を読み、ショットガンのようなナイフをかわす。必死にかわした後でアリシアを一いち瞥べつし、絶望する。アリシアは既に新たな八本のナイフを構えていた。

「『リンゴの串刺しウイリアムテル・イズ・デツド』！」

　先程のナイフ投げをかわしたせいで体勢を崩している俺に間髪入れず、二度目のナイフ乱れ投げ！　み、右に飛んでかわせば良いのか？　それとも左か？

　半ば勘に頼って、ゴールキーパーのように思い切り右に飛んだ。アリシアの放った八本のナイフは左に集中していた。賭けに勝ったと、壁や床に突き刺さるナイフを見て安心した、その瞬間。

「逝けや、オラァッ!!」

　ヤクザのオッサンのような台詞せりふと共に、俺の腹にアリシアのパンチがめり込む！　アリシアはナイフをかわす俺の行動を読んで先回りしていたのだ。まるでプロボクサーのアッパーカットを腹部に受けたかのように、俺の両足が地面から浮いた。

「ごはっ！」

　そしてそのまま、血を吐いて床の上にくずおれる。内臓を痛めたかも知れない。

「うふふふふふ！　これで、おあいこだね！」

　心の底から楽しそうに笑う。な、何て強さだ!!　ひょっとしたら、テスラよりも上……!!

　空中からレオナさんが声を上擦らせる。

「す、すごい！　アリシアのレベルが上がってるわ！　仲間の能力値が上がったっ！」

「いや、今はもう敵なんですけど!!」

　エイミはチェルシーよりはアリシアの方がマシだと言った。確かに俺もあの時はそう思った。だが……ひょっとしたら俺は、チェルシーより強力な怪物を目覚めさせてしまったのかも知れない。

　怪物が恍こう惚こつとした表情で俺に歩み寄る。既にその手には新たなナイフが握られていた。

「ああ……素敵よヒロ……さぁ、愛し合いましょう……互いの命が尽きるまで……」

「いやだああああああああああ!!」

　腹部に受けたダメージもさることながら、アリシアの醸し出す殺気と凶気に足がすくむ。

　絶体絶命のピンチ。だが、破裂音と共に俺とアリシアとの間から、もうもうと煙が立ち上る。瞬時に宿屋のロビーを覆い尽くした煙に紛れて、ちらりとエイミの姿が見えた。

「ヒロ！　一時退却だ！」

「お、おう！」

　煙幕！　助かった！　ありがとうエイミ！

　エイミが俺の手を引いて走る。向かう先はもちろん宿屋の正面扉だ。

「急ぐよ！　アリシアより、早く宿屋を出るんだ！」

　エイミに頷うなずきながら、宿屋の入口に駆けようとした。しかし俺の耳元、レオナさんが大声で叫ぶ。

「待って！　違うわ、ヒロ君！　窓よ！」

「ま、窓？」

「アリシアにはさっきも先回りされた！　目が見えなくても、正面扉から逃げると読んでるかも知れないわ！」

「そうか！　なるほど！」

　俺は方向転換。逆にエイミの手をぐいっと引いて、正面扉から離れた。宿屋一階の窓に向かって走りながら、

「いくぞ、エイミ！」

　片腕で頭部を守りつつ、窓を突き破った。エイミと一緒に外に転がり出た後、後ろを見るとレオナさんが割れた窓の破片に注意しながら飛び出してくる。

　レオナさんの脱出成功後、煙が徐々に晴れて、アリシアが宿屋の扉の前でナイフを持って仁王立ちしているのが見えた。やはり先回りされていたらしい。レオナさんの忠告なく、玄関から逃げていれば鉢合わせて八つ裂きにされていただろう。この点はレオナさんの機転に感謝だ。

「ヒロ！　早く逃げよう！」

「ああ！」

　エイミに急せかされ、俺は全力で大通りを駆けた。

　ずいぶん宿屋から離れた地点で、息を切らしながらゆっくりと背後を振り返る。

　いまだ煙が漂う宿屋の入口付近。アリシアが愉悦を孕はらんだ声で、夜空に向かって叫んでいた。

「くけけけけけけけ！　いいか、覚えておけえええええ!!　何ど処こに逃げても必ず見つけ出して、愛し殺す！　お前の命を切り刻むのは私！　帰ってきた地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー２のアリシアよおおおおおおおおお!!」

[image: ]

　少し懐かしいけど、全くもって思い出したくもない台詞せりふを聞きながら、俺は半泣きでフラフラとその場から逃げ去ったのだった。









あとがき






『究極進化したフルダイブＲＰＧが現実よりもクソゲーだったら』第三巻を手に取ってくださった皆様ありがとうございます。本作は沢山のご縁と僥ぎよう倖こうに恵まれ、アニメ化、コミカライズと展開させて頂きました。そして、この第三巻はアニメで描かれた後の物語となります。

　どうにかテッドの町を出たヒロとレオナ。しかし超絶クソゲーのキワクエのこと。きっとまたすぐ難局に直面するだろう……と思いきや、意外にもスイスイ進んで──？

　こんな感じで序盤は始まります。ただ、好調だと思って油断していると、すぐに足をすくわれるのがリアルの人生です。リアルを極限まで追求したキワクエも無論、そういう仕様になっており……まだ本編を読んでいない方もいらっしゃるかと思いますので、内容に触れるのはこのくらいにしておきます。

　それではいつものように、お礼と感謝を述べさせて頂きます。

　まずは本作を手に取ってくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。

　いつも素敵なイラストを描いてくださる、よう太た先生。ありがとうございます。

　毎回、作者のわがままを聞いてくれる担当様。ありがとうございます。

　最後に小説、アニメ、コミカライズに関わられた全ての方々に感謝を申し上げます。

　……はい。このような感謝の文を色んな本のあとがきで目にすると思います。読み飛ばす方も多いでしょうし、作者のページ稼ぎや社交辞令と思って辟易し、冷ややかな目で見ておられる方もいるでしょう。

　しかし実際、大方の作者は本当に心から感謝している場合が多いです。仕事でも恋愛でもお金でも『他者への感謝を忘れると、すぐに足をすくわれるのがリアル』と、人生経験から分かっているからです。

　感謝、大事。若い方はもちろん、ある程度、年齢を経た方こそ忘れがちなのでよく覚えておいて下さい。私もいつも忘れそうになっては、思い出すようにしています。

　それでは、地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーに追い回されないよう、現状の幸せを沢山の方々に感謝しつつ、今回のあとがきを終わりたいと思います。
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